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　　　プロローグ







　直なお会らいカナエは暫しばし、落らつ下かその他の衝しよう撃げきに身を浸ひたして地面に伸び、

「──　　　っ!?」

　やがて不ふ意いに覚めて、素早く身を起こした。

　そうして、見つける。

　半はん壊かいした旧きゆう校舎の傍かたわら、胸に瞬またたく渦うず巻まき文もんを回しながら、それはゆっくりと身を起こした。機き械かいの駆く動どう音おんとも重量の軋きしみとも付かない金かな切きり声が、一いつ帯たいに響ひびく。

　巨きよ大だいな、襤褸ぼろ布ぬのを皮ひ膚ふとした機械仕じ掛かけの人ひと型がただった。

　三階建ての屋や根ねをゆうに超えた高さの頭部、口らしき穴に、何処どこからともなく集つどいくる無数の部品が吸い込まれている。最初は穴だらけの皮膚に覆おおわれた骨組みとしか見えなかった巨きよ体たいが、吸い込まれたそれら……歯は車ぐるまや発条ばねを筋きん肉にくに、テンプやガンギを神しん経けいに、捻ね子じやシャフトを血管に、容積と密みつ度どを増してゆく。

　カナエは呆気あつけにとられて、その威い容ようを見上げていた。

「なんだ、あれ……」

「あれこそ私たちの敵──『友たるハイン』の生み出す、歪ゆがんだ運うん命めいの塊かたまりにして連れん鎖さの起き点てん、世界を破は滅めつに導く運命の獣けもの『死像トランジ』だよ」

　肩の上から説明するパペットの口く調ちようも、どこか硬い。

　これまで蹴け散ちらしてきた雑魚ざこなどとは比べものにならない巨きよ大だいさ、禍まが々まがしさだった。パペットの大おお仰ぎよう極まりない説明文もん句くも、現に聳そびえている脅きよう威いの姿すがたを目にすれば、信じざるを得ない。

　数十秒と経たたず重量感の塊となった巨きよ体たいは、身じろぎ一つで、校舎脇わきに立つ広こう葉よう樹じゆの並木を裂さき、根ね元もとからへし折る。痛みすら覚えさせるその音が、脅威に現実の危き機き感かんを加えていた。

　と、カナエが眉まゆを顰ひそめて眺ながめやる。

「ん？」

　動かすに足るだけの強度を得た足が、緩かん慢まんな歩行を始めていた。気付くのに時間を要したのは、あまりに大き過ぎて、視覚だけだと動いている実感が摑つかみにくかったためである。

「動き、出してるのか。あんなの、どうやって止めれば──、っ!?」

　言う間に気付いて、カナエは顔色を失う。

「あいつの歩く先って、道沿いの校舎じゃないか！　あそこは今も普通に使ってるんだぞ」

　木々を薙なぎ倒して進む大だい重量は、一歩ごとにバランスを補ほ正せいし、速さを増していた。このままでは、ほどなく学がく院いんの外にまで到とう達たつしてしまうに違いない。

　慌あわてて後を追いかけるカナエの肩で、パペットが言う。

「大だい丈じよう夫ぶ……では全然ないけど、死像トランジはクレンペルよりも運命への干かん渉しよう力りよくが強い。騒がれることは、たぶんないよ」

「たぶん？　っていうか、騒がれる騒がれないの問題じゃないよ！」

　頼りない保ほ証しようへと突っ込む間に、一歩の大きな死像トランジは早くも林を抜け、学院外がい郭かくに位置する校舎へと到達していた。圧あつ倒とう的な体積と重量からなる巨体が、屋や根ねの上に頭を覗のぞかせ迫る。不幸中の幸いと言うべき偶ぐう然ぜんか、それとも核かくとなっているモノの影えい響きようか、進行方向は校舎に掠かすらず、その間に付けられた広い石いし畳だたみの通路に沿っていた。

　パペットの言った通り、巨きよ重じゆうの及ぼす地じ響ひびきや、踏み潰つぶされる石畳に鉄てつ柵さく、門の内側に駐ちゆう車しやしてあった自動車の上げる断だん末まつ魔まには不ふ思し議ぎと、あるいは不自然に、気付く者がない。オバケ騒ぎの余よ韻いんにざわつく校舎内の様よう子すが遠とお目めにも窺うかがえる程度で、窓の外に発生している新たな、より大きなそれを、誰だれも見留めず、指ゆび差さすこともない。

　学院の外においても、同じ。むしろ無反応という状態が、光こう景けいの帯びる異常さを、より際きわ立だたせていた。緩い坂となっている大通りを行き交う人や車が、通りの真まん中なかへと歩み出た巨大な怪かい物ぶつを無視している……だけではなく、わざわざ避けているのである。まるで互いに示し合わせているかのような、奇き怪かいで歪いびつな日常の眺めだった。

　その中を人知れず、しかし確かに圧して、死像トランジは歩みを進める。

　頭ず上じよう遠く、旋せん回かいする渦うず巻まき文もんを背に浮かぶ『ハインの手先』に導かれ──終しゆう末まつの地へと。

　息を切らしてこの後を追いかけながら、カナエは傍かたわらに尋たずねる。

「この力って、自分の足を速くする、とか、空を飛ぶ、とか、できないの？」

「できるよ」

　パペットの即そく答とうに、カナエはすっ転びそうになった。

「最初から、言ってよ!!」

「いやだって、キミってば迂う闊かつに教えるのが躊躇ためらわれるタイプって言うか」

「今はそういう、場合じゃ、ないでしょ……」

　どっと力が抜けて、疾しつ走そうがヘナヘナ歩きになる。

　パペットは、それもそうか、と腕組みをして頷うなずいた。

「さっき落らつ下かを止めたのと逆のやり方だよ。今いる場所で、キミが『そこに立っていることを止めて』しまえばいいの。落下のそれと併あわせて使えば、それなりに空を──」

　ガン！

　と説明の終了を待たず、即そつ行こうで足あし下もとに十じゆう字じ印いんが穿うがたれる。

「やっぱりー!?」

　叫ぶパペットを引き連れ、カナエは跳び立った。

　巨きよ体たいの内に囚とらわれた、一人の少女を助けるために。

　宙ちゆうを舞う、というには乱らん暴ぼう過ぎる直線軌き道どうを描いて。

　行く先を見み据すえつつ、常じよう識しきだの理り屈くつだの打だ算さんだので足踏みしそうになる思し考こうを、吹っ飛ばして後回しにするための呪じゆ文もんが──まさに今こそとばかり、口を突いて迸ほとばしる。

「ええい、ままよ！」
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　　　１　点てん火か済ずみの爆ばく弾だん







　（ええい、ままよ！）

　多柏たかえ学がく院いん中ちゆう等とう部ぶ二年二組、寮りよう住ずまいの直なお会らいカナエは、踏み出す一歩に重ねて、念ねんじる。

　それは、常じよう識しきだの理り屈くつだの打だ算さんだので足踏みしそうになる思し考こうを、吹っ飛ばして後回しにするための呪じゆ文もんだった。今も呪文は効果を発はつ揮きして、細ほそ身み小こ柄がらな少年に躊躇ためらいの猶ゆう予よを与えず、眼前の行動へと神しん経けいを集中させる。

　一いつ緒しよに信号待ちをしていた人のポケットから零こぼれ落ち、車道に転がり出た物を拾うため、

　自動車行き交う寮正面の大通りに、全速力で飛び出す、

　という馬ば鹿かげた行動へと。

「カナちゃん!!」

　背後で、一いち条じよう摩ま芙ふが常の如くか細い悲鳴を上げていたが、カナエ自身には無む謀ぼうな真似まねをしているつもりはない（馬鹿げた行動という自覚はあって、あるからこその呪文だったが）。

　彼には、自動車の間を潜くぐり抜け、転がる落とし物を拾い上げ、反対側の歩道に抜ける『既すんでの道』が見えていた。実際に視覚として捉とらえているわけではなかったが、教わったときに挙あがった例えの中では道それが一番近いと思えるほど、明確に感じ取ることができた。

　だから、見えた通りに、

　驚きハンドルを乱す自動車の間を潜くぐり抜け、

　不ふ規き則そくに転がる落とし物を一ひと息いきで拾い上げ、

　転がり込むように反対側の歩道へと抜ける、

　活かつ路ろ、と言うには危険過ぎる道みち筋すじを踏とう破はしていた。

　その終点で、糸が切れた操あやつり人形のようにへたりこむ。

（ふう……よかった）

　拾った物を手に、息を整える、その脳のう天てんへと、

「なにやってるんだ、このバカ！」

　怒ど声せいとともに、ゴンと一いち撃げき、拳こぶしが降ってきた。

「痛っ!?」

「痛っ、じゃない！」

　カナエの見上げた先、朝の光を背に、後ろで髪かみを一ひと房ふさ結んだ端たん整せいな顔立ちと抜ばつ群ぐんのスタイルを誇る長身の少女が威い風ふう堂どう々どう、仁に王おう立だちしていた。

　高こう等とう部ぶ二年一組の先せん輩ぱいにして、この春から女子寮りようの寮りよう長ちようも務めている山やま辺のべ手梓たずさである。才さい色しよく兼けん備びながら、優ゆう等とう生せいという線の細さを感じさせない立たち居い振る舞い、加えて幾いくつかの武ぶ勇ゆう伝でんから、男子より女子生徒の人気を集める、学がく院いん屈くつ指しの有名人だった。

　彼女は他でもない、たった今、カナエが車道で拾い上げた落とし物の持ち主なのだが、その顔には感謝や喜びの色は欠片かけらも見えない。どころか逆に、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうである。ついでに言えば、信号が変わった横おう断だん歩道をダッシュしてきたせいで、肩が荒い呼吸に揺れていた。

（ありゃ、やっぱりまずかったのかな）

　と遅おそ蒔まきな考えを巡らせる脳天に、今度は怒声だけが降ってくる。

「直なお会らい、おまえがここで飛び出すのは一体何度目だ!?　寮の真ん前に、おまえ専用の歩道橋きようでも作らなきゃ治らないのか！」

　直会カナエは多柏たかえ学院とその周辺において、山辺手梓以上に名を知られていた。

　ただし、そのベクトルは、彼女と真反対……つまりは危険人物として、である。

　理り不ふ尽じんに暴ぼう力りよくを振るうでもない。

　人格的な難があるわけでもない。

　ただ、次の瞬しゆん間かん、なにをしでかすか分からなかった。

　不ふ意いな飛び出しは日にち常じよう茶さ飯はん事じ、教室侵しん入にゆうを図ったＧ的な虫を女子の筆ふで箱ばこで弾はじき返したり、主しゆ婦ふが落とした卵入りの買い物袋ぶくろをスライディングで掬すくい上げたりの小しよう事じから、飛び降り自殺志し願がん者しやに突とつ進しんして服の裾すそを屋おく上じようの柵さくに括くくり付けたり、暴ぼう走そうダンプカーの運転席にゴミ箱を投げ入れて横おう転てんさせたりの大だい事じまで、常つね日ひ頃ごろから歯止めなく動いては何事かをやらかしている。

　大人おとなしく座っていれば、幼おさなさすら残す見み目め良い少年なのだが、とにかくそれができない。多柏たかえ学がく院いんに来て数年、今や周りからは『点てん火か済ずみの爆ばく弾だん』呼ばわりだった。

　しかも、と言うべきか、彼のやることは大たい抵てい素そ朴ぼくな善行で、ほぼ全てに成功もしていることから、扱いが微び妙みように難しかった。なんでそんな無む茶ちやをするんだ、以上に叱しかりようがないのである。まさしく、今のように。

　やらかした彼と接する全員が抱く『どう言えば効果的なのか、皆かい目もく見当が付かない』不毛さに挫くじけつつあった手梓たずさを、どこまでも吞気のんきな当人の声が追い打ちする。

「歩ほ道どう橋きようを作ったら、横おう断だん歩道のない場所に飛び出すことになってしまいますよ」

「それもそうか──じゃない！」

　漫まん才ざいのツッコミのように、再び拳こぶしが振るわれた。

「痛っ！」

　そんな二人の様よう子すを、横断歩道をノンビリ渡ってきた他の寮りよう生せいらが、

「朝っぱらから飛ばし過ぎだっつの」

「寮りよう長ちようも、毎度お疲れ様ー」

「なに言っても無む駄だッスよ。分かってんでしょ？」

　等々、実感を籠こめた苦く笑しようを投げつつ通り過ぎてゆく。共に過ごす時間の多い分、彼らにとっても、この手の光こう景けいは慣れっこになっているのだった。

　そんな人の流れの最さい後こう尾び、取り残されたように立ち尽くしている少女へと、手梓はできるだけ難なん詰きつに聞こえないよう気を遣つかって、声をかける。

「一いち条じよう、おまえからコイツに言い聞かせられないのか。いい加か減げん、苦情が名な指ざしで入るぞ」

「……」

　言われて、しかし甲斐かいなく小さな身を竦すくませるのは、初しよ等とう部ぶ五年生の一条摩ま芙ふ。

　肩までで切り揃そろえられた黒くろ髪かみの、手弱女たおやめ然とした少女である。カナエの幼おさな馴な染じみで、いつも一いつ緒しよにいる。彼が飛び出す際に放り出した肩掛け鞄かばんを前に抱え、その陰に隠かくれようとする姿すがたは、声をかけた手梓に無意味な罪ざい悪あく感かんを覚えさせるほど、か細かった。

　そんな雰ふん囲い気きの緩かん和わを図ってか図らずか──後者の可能性が極めて大きい──説せつ教きようの対たい象しようたるカナエが、他方に顔を振り向けて、吞気な声を、また放る。

「いやぁ、その辺りはちゃんと加か減げんしてますよ」

「加減……？」

　手梓が相手の視線を追った先、飛び出しがあったはずの車道は、事故が起きるでも運転手が怒ど鳴なり込んでくるでもなく、常の様子に戻っている。今までが全て、そうだったように。

「ええ。つまり、危ない事故にならない程度に飛び出してる、といいますか」

「いいますか～、で済むか。それ以前に、まず『信・号・を・守・れ』！　初等部どころか幼よう年ねん部ぶで習うことだろうが！」

　この、全く以て常じよう識しき的な主張に返されるのは、

「でも」

　という言葉。

「拾わなきゃこれ、車に踏み潰つぶされてましたよ……はい」

　カナエは、今の今までしっかり握り締しめていた掌てのひらを開き、差し出した。

　横おう断だん歩道の前でポケットから零こぼれ落ちた物、カナエによって拾い上げられたそれを、手梓たずさは睨にらむだけで受け取らない。代わりに、未いまだ座り込んでいる少年を問い詰める。

「潰されずに済んだかも知れないだろう。道に飛び出してまで拾わなくても──」

「いえ、粉こな々ごなになってましたよ」

　カナエは抗こう弁べんというほどの強さではなく、事実として平然と答えていた。受け取ってもらえそうにないそれを、なくさないよう落とさないよう、もう一度強く握り直す。

　少年の様さまに、自分の方こそが抗弁を封じられた気分になった手梓は、同時に自分が、それの無ぶ事じに安あん堵どしていることにも気付かされて、押し黙だまった……押し黙らされた。

　その隙すきを、ようやくの取り付く島と見た摩ま芙ふが、テテッと駆かけ寄る。

「カナちゃん」

　消え入りそうな声をかけて、少年を助け起こさんと、制せい服ふくの肩を指先だけで摑つかむ。力が全く足りていないので、精せい一いつ杯ぱいに引っ張る姿すがたは、縋すがりついているようにも見えた。

　その手を取り返して、カナエは身軽に、自力で立つ。

「大だい丈じよう夫ぶ、なんともないよ、摩芙」

「膝ひざとか、擦こすってるよ」

「水かけて拭ぬぐえば分からない程度だよ」

　平然と言いながら、服を払った。

　摩芙は肩掛け鞄かばんを渡すと、気き遣づかいの言葉を矢や継つぎ早にかける。

「カナちゃん、前はここで猫ねことか助けてた」

「そうだっけ」

「その前はお婆ばあさんの籠かごだった。危ないよ」

「ごめん、つい」

　とぼけた返事しか寄よ越こさない少年に、なおも切せつ々せつと訴え続けた。

　手梓も睨む少年・直なお会らいカナエに、今二つ三つ堪こたえた様よう子すがないのは、悪いことをした自覚がないためである。結果だけを見れば、良かった、と言える──のだが、同様の突とつ発ぱつ事じ態たいに度たび々たび直面させられる側としては、正直たまったものではない──の、だが、

（実際、直会には『なんとかできる』って雰ふん囲い気きがあるからな……って、いかんいかん）

　危うく納なつ得とくしかけた手梓は首を振って、その結果オーライな考えを振り落とした。

　逆に、彼の無む鉄てつ砲ぽうに長年付き合ってなお、あるいは長年付き合ったからこそ、その程度しか求められない、と承しよう知ちしながら訴える摩ま芙ふに、心の底から同情する。

（一番身み近ぢかな一いち条じようが、一番の被ひ害がい者しや、か）

　思って、せめての助けと建設的な方向へ、彼らを動かす。

「もういいから行くぞ、遅ち刻こくする」

「はいー」

「はい……」

　明めい暗あん分かれた返答とともに、三人はようやく登校の途とについた。手梓たずさが先に立ち、カナエが後に続き、摩芙がその袖そでを摑つかむ形で──と、その一歩目を大きく出したカナエが、先せん頭とうに並んで再び、掌しよう中ちゆうに残されていた物を差し出す。

「先せん輩ぱい。これ、本当に──」

「……」

　手梓は、躊躇ためらいを面おもてに表して、差し出されたものを見た。

　持っていても仕し様ようがない、もう捨てよう、と思いつつも踏ん切れず、ポケットに入れっぱなしにして、いつしか指先に遊ばせるのが癖くせになっていた──落とし物を。

　それを道路に落とした、と気付いた瞬しゆん間かん、自分でも意い外がいなほど激しく波立った気持ちに、まるで応こたえたかのように飛び出し、拾い上げてくれた──直なお会らいカナエにも。

（思いもよらないことをしでかす、なんとかできる雰ふん囲い気きのある奴やつ、か……）

　流した諸もろ々もろの思いが結びつき、とある感覚で胸の内を押し始める。

　その心の力を先触れるように、お礼れいの言葉が、自然と漏もれていた。

「……ありがとう」

　ようやくそれを受け取った彼女の、胸の内を押す心の力。

（もしかして、こいつなら）

　それは、淡い期待。







　授業を受けつつ、カナエは朝の出来事を薄ぼんやりと反はん芻すうしていた。

　危ないから止めろ、という周りの言い分は、たぶん正しいのだろう。

（でも、やらないではいられなかったんだよ）

　居眠りをするまで、いつもと同じ答えを、自分自身へと返していた。

　そして恐らく、次に同じことがあっても、やっぱり同じように──。







　多柏たかえ学がく院いんは、明めい治じ初期に開かれた官かん制せい伝でん習しゆう所じよを前ぜん身しんとする、県内屈くつ指しの名門校である。その学がく制せいは一いつ貫かんのエスカレーター式で、高校・中学校・小学校・幼よう稚ち園えんに当たる、高こう等とう部ぶ・中ちゆう等とう部ぶ・初しよ等とう部ぶ・幼よう年ねん部ぶの全てを合わせて『学がく院いん』と称されている。

　浅い擂すり鉢ばちのような盆ぼん地ちの底へと降りる坂道沿いに、上から高・中・初・幼、それぞれが校門を連ねており、直なお会らいカナエや一いち条じよう摩ま芙ふ、山やま辺のべ手梓たずさらの住まう学生寮りよう［黄こう葉よう館かん］は坂道の一番底、Ｔ字じ路ろとして左右に分かれる突き当たりの正面に居きよを構えていた。つまり、彼ら寮りよう生せいは各おの々おのの学校に文字通り登下校のぼりおりする、というわけである。

　カナエの通う中等部は、坂の中ちゆう腹ふくにある。

　校舎は、古い木もく造ぞうに多少の改かい装そうを行った三階建て。二年生は二階という安あん直ちよくな振り分けで、上下に三年生と一年生の動きが音が容易に届く、あまり良質とは言えない環かん境きようだった。もっとも、彼ら中等生にとっては自分の騒ぎこそが世界の主役である。余所よそを気にするほど神しん経けいは細くない。時が放ほう課か後ごとなれば、なおさらだった。

　この今も、二年二組の生徒たちは各々、下校という最高の娯ご楽らくに興きようじるため、計画を話し合い、鞄かばんに教科書しよを詰め込み、あるいはさっさと教室を飛び出している。

　そんな浮き立ったざわめきの中、

「今日きようは寄り道なしか？」

　いち早く声変わりした低さで、桧ひの原はら里り久くが隣りん席せきの友人に尋たずねた。

　頰ほお杖づえを突いてぼうっとしていたカナエが、首を横向きに傾かしげる。

「そだな。そろそろ溜たまってる罰ばつ点てんを消化しないと、休みが寮の掃そう除じだけで一日潰つぶれる」

「男子寮は女子寮より清せい潔けつ、という評ひよう判ばんの立たて役やく者しやらしくもない物言いだ」

　里久は、カナエと寮で同室にして級友の、少年である。小こ柄がらなカナエとは逆に、平へい均きん身長をかなり超えた長身だが、スマートと言うよりも年経た針しん葉よう樹じゆのようにどっしりした高さを感じさせる。容よう姿しも粗あら削けずりの木もく像ぞう然ぜんとしており、これもカナエとは対たい照しよう的てきだった。

　入にゆう寮りよう以来数年、過度に臆おくさず接し続けてくれる数少ない友人に、カナエは横よこ倒だおしの顔で嘆たん息そくして見せる。

「別に好きでやってるわけじゃない」

　騒そう動どうを起こす度たびに寮の掃除を罰として科されている彼の──鼻歌を歌いながら営々と作業に勤いそしむ──姿すがたを思い出して、今度は里久が、心持ち程度に首を傾げた。

「そうか？」

「そだよ」

　やる気なさげに返してから、ようやくカナエは帰り支度じたくを始める。

　と、そこに、

「直会」

　ついさっき教室を出て行ったばかりの級友が、やや浮ついた様よう子すで戻ってきた。頼りない足取りに蹴け飛とばされた手前の椅い子すを、事もなく掌てのひらで受け止めたカナエが尋ねても、

「どしたの」

「そ、外に」

　答えは要よう領りようを得ない。

「外？」

　カナエが窓から外を見やると、

「違う違う、廊下だよ」

　なぜか赤くなった顔で言う。

　その間に、別の級友が二人、また引き返してきた。

「いいなあ、おまえら」

「寮りようだと毎日一いつ緒しよなんだろ？」

　なにを言われているのか分からず、顔を見合わせるカナエと里り久くに、先に来た級友が、まるで後の二人に先を越されまいとするかのように、息いき急せき切って言う。

「先せん輩ぱいだよ、山やま辺のべ先輩が──」

「入るぞ」

　言い切る前に、山辺手梓たずさが入ってきた。

「なんだ、いるじゃないか」

「「「はいっ」」」

　と級友三人が揃そろって返事をする。

　中ちゆう等とう部ぶの教室に高こう等とう部ぶの生徒がいる、という違い和わ感かんが、見慣れているはずの彼女を常より大人おとなっぽく見せる。全校集会等で遠とお目めに見るだけという有名人の登場に、憧あこがれの先輩の光を撒まくような歩みに、堪たまらず女生徒らも黄き色いろい悲鳴を上げた。

　そんな周りを気にも留めず、カナエは向き直って尋たずねる。

「なにか御用ですか」

「ん、ああ」

　今朝けさの件をスッカリ忘れた風ふうな少年に、手梓は今さら、大きな呆あきれと小さな気後れを抱かされた。それでも、なんとか気を取り直して、できるだけ簡かん潔けつに用件を切り出す。

「私と付き合ってくれないか」

　声の後、数秒の静けさがあり、

「ええーっ!?」

「付き合って、っててて、つつ、つまりそれは」

「山辺先輩が、なんでこんなのと!?」

「直なお会らい、おまえ、なんで、許せねえええ!!」

　深しん刻こくな嫉しつ妬とからなる男子の驚きよう愕がくと、

「キャーッ!!」

「大だい胆たん！　大胆だよ！」

「へー、二人って、そうだったんだ！」

「こんなとこで堂どう々どうと、先せん輩ぱいってば素す敵てき!!」

　無責任な好こう奇き心しんからなる女子の嬌きよう声せいが、一いつ斉せいに噴ふん出しゆつする。
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　勝かつ手てに盛り上がるそれらに手を挙げ、

「い、いや、付き合えってのはそういうことじゃ」

　慌あわてて周りを制する手梓たずさに、言われた当のカナエはなんということもなく尋たずねる。

「えーと、つまり、どういうことなんでしょう？」

「それは、つまり、だな」

　色々と分かってなさ気な彼への答えは、歯切れが悪い。注ちゆう視しする周りへの体面を守りつつ、手て短みじかに済ませたかったため省しよう略りやくしていた目的、あるいは建たて前まえを口にする。

「放ほう課か後ご、旧きゆう校舎の点てん検けんだ」







　ただ単に、下校前に直なお会らいカナエと話せれば、と思っただけだった。

　なのに、どうしてこう、無む駄だに注ちゆう目もくされたり騒がれたりするのか。

（まあ、中ちゆう等とう部ぶの校門前で待っていたら、もっと面めん倒どうなことになってたはずだから）

　そう考えることで、自分の選択を納なつ得とくの方向へと引きずってゆく。

　いつもいつも周りは騒ぎ過ぎると思う。こんなことでは全く……。







　多柏たかえ学がく院いんの持つ大きな特とく徴ちようの一つは、盆ぼん地ちの北側斜面を占める（生徒らは『無む駄だに』と付ける）広大な敷しき地ちに点在する校舎群ぐんである。斜面を下る坂道を挟んで鬱うつ蒼そうと広がる森の合あい間ま合間に、その古びた木もく造ぞう屋や根ねを数多あまた、海に浮かぶ島とう嶼しよのように覗のぞかせている。

　かつて、生徒や学科の増加に応じて無計画に拡張増ぞう築ちくされたせいで、不ふ規き則そくに折れ曲がる渡り廊下、今や用よう途とも不明となった詰つめ所しよ等で結ばれた全体は、殆ほとんど迷めい路ろと化していた。中には文化財ざい指定を受けてもおかしくない洋よう館かんも混じっており、そちらは適切な管理の下、学院の権けん威いを内外に示す舞台装そう置ちとして利用されているが、大半は生徒の減少する毎ごと、奥から順じゆん繰ぐりに閉へい鎖さされている。より身も蓋ふたもなく表現すると、ほぼ放ほう置ちされている。

　一ひと纏まとめに『旧きゆう校舎群』と呼ばれる、これら閉鎖・放置区域の全容を把は握あくしている者は、学生はおろか古ふる株かぶの教きよう師しにすら皆かい無む。近年ややの改かい装そうを受けた現げん用よう校舎周辺区域の外ほかは、新しん緑りよくの底に長大な身を蹲うずくまらせる、通る者とてない近代の遺い跡せきだった。

　今、

　その現用校舎と旧校舎群の境きよう界かいに当たる渡り廊下に、のんびり歩く四つの人ひと影かげがあった。夕暮れまで些いささかの時を余した、明るい春の放ほう課か後ごは、長閑のどかさに一いち抹まつの陰を過よぎらせている。古びた木造通路の眺ながめにも、それらはうら寂しさと薄うす気き味み悪さの色味で表れていた。

「ふうん、山やま辺のべさんのお手伝い、か」

　先せん頭とう、訝いぶかしげに言う二十代半なかばの美人は、橘たち樹ばな逢あい。

　中ちゆう等とう部ぶの社会科教きよう師しで、直なお会らいカナエの担たん任にんである。学校に数人いる寮りよう住ずまい教員で、寮りよう監かんも務めている。この接点の多さは偶ぐう然ぜんではなく、同じ寮住まいという関係から、非公式に危険人物のお目め付つけ役やくに任じられている……と専もつぱらの噂うわさだった。本人は真しん偽ぎを質ただされる度に引き攣つった笑いで誤ご魔ま化かしているが、仮にそれが事実だったとして、果たせているかは甚はなはだ怪あやしい。

「よりにもよって直会君を、点てん検けん作業に、ねえ」

　後ろに続く三人、よく知る寮住まいの生徒たちに、彼女は視線をやる。

「山辺さんの仕切りなら問題は起きないと思うけど、なんだか怖こわぃわぁっ!?」

「っと！」

　古い床板に上うわ履ばきを引っかけつんのめった逢の腕を、カナエが素早く摑つかんで引き留めた。

「あ、ありがとう」

「いいってことです」

　このように、お目付役の方が助けられる場面ばかりなのである。事実がどうであれ、逢の役目は仕出かす前か後の世せ話わをすること、と周りから受け取られていた。

「カナちゃん」

　腕を引いて助け起こす、それ以上に触れ合わせないタイミングで、なぜか付いてきている摩ま芙ふが小さく、自分の方に引き寄せるように、カナエの袖そでを摑つかむ。

「はいはい」

　甘えん坊ぼうの少女に笑って答え、カナエも手を離した。逢あいの肩越しに、行く先を見て言う。

「摩芙は先に帰っててもよかったんだぞ。『廊下向こうの噂うわさ』は、初しよ等とう部ぶにもあるんだろ？」

「うん……」

　摩芙は小さく頷うなずきつつも、袖を握る手に力を入れた。

　渡り廊下の奥に広がる学がく院いんの旧きゆう校舎は、人が寄りつかない寂れた木もく造ぞうの建物、という絶好の条件から、生徒らによって数多くの噂の題材となっている。怪かい談だんから不ふ思し議ぎ話、ミステリに歴史ＳＦまで、誰だれもが息を吞のむ真に迫ったものから、失しつ笑しようされる程度に陳ちん腐ぷなものまで、その種類や出で来き栄ばえは様さま々ざま。全体の傾向としては無む論ろん、怖い方向に偏かたよっている。

　摩芙のように気の弱い少女には、かなり酷こくな同行のはずだったが、常の如ごとく初しよ等とう部ぶの校門前で待ち合わせていた彼女に携けい帯たいで連れん絡らくした結果、こういうことになっている。

「……でも、行く」

　その懸けん命めいな様よう子すに、ごく当たり前に付いてきている里り久くが、

「やることが雨あま漏もりと窓ガラスの点てん検けん程度なら、一いち条じようでも大だい丈じよう夫ぶだろう」

　これも常の如く平静な声でフォローした。ついでと疑問を付け足す。

「それで、当の先せん輩ぱいはどうしたんだ」

「点検に要いる書類を、庶しよ務む課かに取りに行ってる。入り口の鍵かぎを開けて待っててくれ、ってさ」

　袖を摑んだままの摩芙を振り払わないよう気を付けながら、カナエは答えた。

　逢は床に注意しながら、模も範はん的な寮りよう長ちようを褒ほめる。

「山やま辺のべさん、去年から点検と簡単な見取り図作りを自主的にやってくれてるの。今向かってる所は初めてだけど、全体だと結けつ構こうな面積になってるんじゃないかしら。業者に頼んだら費用もかかるし、こう見えて先生たちも忙いそがしいから助かってるのよね」

「ははあ、廃はい墟きよマニアって奴やつですか」

　カナエが適当なことを言って担たん任にんを嘆たん息そくさせる間に、渡り廊下が終点になった。

　ごつい南なん京きん錠じようで施せ錠じようされた引き戸が、前に立ちはだかっている。地面を蛇だ行こうする渡り廊下を横よこ腹ばらに突き刺す、ロビーすらない三階建て木造校舎の入り口だった。校舎の全体は、装そう飾しよく性に乏しく外がい壁へきも色いろ褪あせた、古こ風ふう・質しつ実じつ剛ごう健けんの様式である。

「んー、９の１２５の……２、と」

　逢は、寮りよう監かんの習慣として腰のカラビナに結わえていた鍵かぎ束たばを外すと、南京錠に刻まれたものと同じ番号の鍵で開かい錠じようした。

「なにもなければいいけどな」

「おまえが言うと、そうなりそうにないから止めろ」

　ぬけぬけと言うカナエと窘たしなめる里り久く、二人を余所よそに、逢あいはあっさり引き戸を開けて、埃ほこりも立たない空くう虚きよな廊下（入り口は廊下の壁に無む造ぞう作さに設けられていた）の左右を見渡す。

「はい、確かく認にんと。鍵かぎ閉しめも私が立ち会わなきゃいけないから、帰るときは携けい帯たいで連れん絡らくしてね。まあ、山やま辺のべさんがいるから、わざわざ言うまでもないと思うけど」

「りょーかいです」

　カナエの緩い返答にも、

「ちゃんと周りに気を付けて、危ないことはしないようにね」

　まるで初しよ等とう部ぶに言い聞かせるように念ねん押おししつつ、渡り廊下を引き返していった。

　その背中を見送る間も僅わずか、

「じゃ、行こうか」

「うん」

　カナエは摩ま芙ふが握る袖そでを、軽く引く。

　三人は古い建物独特の、どこか人を寛くつろがせる木もつ香こうの中へ、ずいと乗り込んだ。

　左右、夕方前の白っぽい光に照らされた廊下は、時代がかった簡かん素そな様式も手伝って、注ちゆう目もくに値あたいするような物は見当たらない。せいぜいが、彼らには読めない英語以外の、字体まで雑ざつ多たな表ひよう札さつらしき木き札ふだが、そこここに打ち付けてある程度。興きよう味みのない人間にとっては、古びた校舎、という風景を形作る部品でしかなかった。

　そんな、特段の刺し激げきもないことに拍ひよう子し抜ぬけする、あるいは安あん堵どする背中に、

「ん？　直なお会らいだけじゃないのか」

　入り口、遅れてやってきた手梓たずさが声をかけた。

　カナエと里久が軽く会え釈しやくする。

「どうも」

「人ひと手でが多い方が捗はかどるかと思ったので」

　摩芙も、カナエの陰からペコリとお辞じ儀ぎをした。

「まあ、そりゃそうだが……」

　手梓は曖あい昧まいに返しつつ、丸めた書類らしきものを手先で弄もてあそぶ。

「二人の方が良かったですか？」

　カナエに明け透すけに問われて、手梓は気まずそうに眉まゆを顰ひそめ、さらには頰ほおを赤らめた。

　そのらしくない様さまに反応した摩芙が、カナエの袖を摑つかむ手に、より力を込める。遂ついには、

「う～」

　と子こ猫ねこのように唸うなって威い嚇かくし始めた。

　どう受け取られたかに気付いた手梓は、手を振って弁べん解かいする。

「ち、違う。いや、違わないんだが、そういうのじゃなくてだな。できれば二人だけの方が、その……あまり恥はずかしくなかった、というか」

「うぅ～」

　摩ま芙ふの唸うなりが涙声になった。

「だから、そうじゃないんだって！」

「落ち着け、一いち条じよう」

　いい加か減げん見かねた里り久くが、窮きゆうした先せん輩ぱいに助け船を出す。

「もしかして、校舎の点てん検けんというのは口こう実じつで、俺おれたちがいては言い難にくいことを直なお会らいに相談したかった、ということでは」

「そう、それだ！」

　思わず手梓たずさは、丸めた書類で指していた。

　解答が出ても、カナエは能のう天気に尋たずねる。

「なら、教室で言ってくれれば良かったのに」

「だから、あの場じゃ口に出し難かったことだと言っているんだ。我々は帰りますか？」

「ん──」

　提てい案あんした里久に、手梓は同意しかけて、

（二人だけ先に帰ったら、橘たち樹ばな先生にもそういう誤ご解かいをされないだろうか）

　すぐ、外そと面づらを取り繕つくろうことを考えていた。そんな自分に覚えた嫌けん忌き、さらには今さら隠かくすためにグダグダ動くことへの反発から、首を振る。

「──いや、点検もそれ以外も、人ひと手でがあると助かるのは事実だな。せっかくだから、おまえたちにも手伝ってもらおう」

　ただし本題は、里久が察したように、言い難い。

「それで、その相談なんだが……笑わないで、聞いてくれ」

　先ほど顔が赤くなったのは、恥ずかしさが理由には違いなかったのだが、それは摩芙が警けい戒かいしたような、カナエに対するどうこうの感情ではなかった。

「つまり、一いつ緒しよに、探して欲しいんだ」

「探す？」

　鸚鵡おうむ返ししたカナエからも、目を逸そらす。

　理由は、まさに、まったく、らしくないからだった。

「ああ、旧きゆう校舎のどこかにあるはずの……『言ことづて妖よう精せいの扉とびら』を」

　音になった言葉の、あまりにメルヘンチックな響ひびきに、聞かされた三人はぽかんとなり、口にした手梓は耳まで真まっ赤かになった。







　頰ほお杖づえを突いて座っていた少女は、微睡まどろみから覚めた。

　寝ぼけた顔を、正面の虚こ空くうに、ゆっくり振り向ける。

「おや、まさか……」

　遅いのか早いのか、ここにいると時間の感覚もない。

　それでも、遂ついに来る者が来たという、喜びがあった。







　学がく院いんで囁ささやかれている不ふ思し議ぎ話の一つ──『言ことづて妖よう精せいの扉とびら』。

「あー、その話、聞いたことあります」

　点てん検けん作業に使う書類を受け取りながら、カナエが言った。

　同じく受け取る里り久くも、顎あごを引くように頷うなずく。

「たしか……『旧きゆう校舎のどこかに、彷徨さまよい歩く扉がある。その向こうに住んでいる妖精に願えば、会えなくなった友達に、言えなかったことを伝えられる』……だったか」

　二人とも、あまりにも現実味みがなさ過ぎて反応に困っている風ふうだった。

　手梓たずさは未いまだに真まっ赤かな顔で、最後の一人にも書類を渡しつつぶっきらぼうに言い、

「そうだよ」

　受け取った摩ま芙ふの方は、真面目まじめな顔で呟つぶやく。

「あと、『妖精の機き嫌げんが良ければ、友達に会うこともできる』って……」

　幾いくらかのバリエーションこそあれ、それ以上に詳しい内容も聞かない、ただの噂うわさ。古い校舎群のあることから湧わいて出た、無数の与よ太た話ばなしの一つ。怪かい談だんほどにインパクトもない、大おお仰ぎような秘ひ密みつや謎なぞほどの訴そ求きゆう力りよくもない、せいぜいが『おまじない』程度のそれを、しかし本ほん気きで、一いつ緒しよに探して欲しい、ということらしい。

　手梓は書類を渡し終えると、三人に背を向ける。髪かみの端はしから赤い耳だけが覗のぞいていた。

「冬の終わり頃ごろ、転てん校こうしていった友達がいたんだ。理由があって、その連れん絡らく先さきは誰だれにも聞けなくて……でも、どうしてももう一度会って、話がしたくてさ」

　与太話と分かってなお懸かけている真剣な声こわ色いろに、カナエは気付いたことを尋たずねてみる。

「もしかして、ずっと旧校舎を点てん検けんしてたってのは」

「まあ、そんなところだ」

　手梓は言葉を微び妙みように濁してから、誤ご魔ま化かすように手を振った。

「このこと、誰にも言わないでくれよ。どれだけ夢みたいな話してるかって、自分でも分かってるからさ。友達がいなくなって落ち込んでる、ってのも柄がらじゃないだろうし……」

　知らず『周りに頼られる自分』を外から見た形で言いつつ、今さらの確かく認にんをする。

「手伝って、くれるか？」

　その懸けん命めいさを汲くみ取ったのか、あるいはそうでなくとも同じ反応だったのか、

「離ればなれになった友達と話がしたい、ってことですよね？　いいですよ」

　まず、カナエが快かい諾だくした。相談した側にとっては拍ひよう子し抜ぬけするような、あるいは頼もしいような、いつでもどうぞ、という気安さで。

　他の二人も同じく頷うなずく。

「うん」

「まあ、一いち条じようも我々も、先せん輩ぱいには色々お世せ話わになっていますから」

　カナエは含みのある友人の発言を聞き流して、もう一度尋たずねる。

「それより、先輩」

「ん？」

「その『扉とびら』って、特とく徴ちようとかあるんでしたっけ。そういうの、詳しくなくて」

　手梓たずさは振り向いた。しげしげとカナエの顔を見る。

「……」

「なんです？」

「……いや」

　目当ての『扉』は、常じよう識しき的に考えて、と付けるまでもなく信じる方がどうかしている噂うわさ、与よ太た話ばなしでしかない。それが分かっていたからこそ、彼女は思いもよらないことをするカナエの手を借りたのである。馬ば鹿かにされることも覚かく悟ごした上で事情を話し、とにかく点てん検けん作業を一いつ緒しよに行ってもらい、その中で探し当てるための糸口だけでも摑つかみたい──程度の考えだった。

（なのに、まさか、ここまでまともに取り合ってくれるなんて）

　奇き特とくな三人に対して、手梓は戸と惑まどい以上の心苦しさを覚えずにはいられない。

（にしても）

　とりわけ奇特な、直なお会らいカナエという少年を見つめる。

　お人ひと好よしが仕方なく付き合っている様よう子すは見えない（カナエに付き合っている二人の方はこれである）。といって、考えなしに引き受けている軽けい薄はくさも感じられない。どころか逆に『他人には根こん拠きよの窺うかがい知れない確信から来る、平然たる即そく答とう』に見え、感じられる。

　それこそ、根拠のない錯さつ覚かくかもしれなかった。

　が、それでも手梓は、告げておきたくなった。

「階段脇わきの壁に、傾いた形で現れる、真まっ白しろい木の扉──」

　ちゃんとした情報を。ただし、

「──だ、そうだ」

　まるで自分の方こそが信じていない、と言いい訳わけするかのような、曖あい昧まいな言葉を付け加えて。

　カナエは、それら揺れる内ない心しんには気を払わず、やはり平然と返した。

「分かりました」

　続いて里り久くが、こっちは現実の作業の方を、淡たん々たんと確かく認にんする。

「ところで、校舎の点検って、どうやればいいんですか」

「ん、ああ」

　これも外そと面づらを取り繕つくろう性格の一部なのか、と手梓たずさは自覚しながら、しっかりした問いに、しっかりした答えを返し、

「大おお人数は初めてだから、そうだな……」

　その陰で心を平静に戻してゆく。

「まず一階分を皆で手分けして点てん検けんして、次の階に移るときに階段を皆でくまなく探す、ってやり方でいこう」

「分かりました。その点検というのは、素人しろうとが見て分かるものですか」

　里り久くが頷うなずき、さらに作業の要点を尋たずね直した。彼は、この作業を校舎の点検以上には考えていないらしい（まあ、それが当然の反応なのだが）。

　手梓も触しよく発はつされるように常の貫かん禄ろくを取り戻し、てきぱきと指し示じしてゆく。

「古い木もく造ぞうだし、雨あま漏もりや酷ひどい傷いたみは、見れば分かる。ガラス窓は穴じゃなく皹ひび程度なら報告しなくてもいい。鍵かぎは入り口以外全部開いてるはずだけど、もし閉まってる所があったら、用紙にメモしておいて。それ以外にメモするときも、表ひよう札さつにある教室番号の記入を忘れるなよ」

「りょーかいです」

　カナエが言って、ようやっと四人は、まず点検、のち探たん索さくの作業に取りかかった。

　この木造校舎は、一いつ直線の廊下、連なる教室、左ひだり端はしに階段、という単純な作りである（昔の建物では厠トイレは別べつ棟むねが常らしい）。天てん井じようから吊つり下がる黒い傘かさには電でん球きゆうすら入っていないが、カーテンのない窓から差し込む午後の陽よう光こうだけでも、目もく視し点検には十分な明るさがあった。

　一人一教室ずつ順番に入って、点検は滞とどこおりなく進んでゆく。

「面白そうなものは見当たらないな。というか、黒こく板ばんまでないんだ」

「先せん輩ぱいの落ち度になるから、点検の方もサボるなよ」

　どこか見けん物ぶつ気分なカナエを、里久が注意し、

「こっち、なにもなかったよ」

「木造ってのは意い外がいにしっかりしてるからな」

　真面目まじめに頑がん張ばる摩ま芙ふ、手慣れた様よう子すの手梓が、未記入の書類を手に出てくる。

　実際、十年単たん位いで放ほう置ちされていたにしては、校舎の傷みは少ない。普段の学校生活で見ることのない、空からっぽの教室という光こう景けいは、彼らに意外な開放感と爽そう快かい感かんを与えていた。

　廊下の端はしまで点検し終わると、手梓はいよいよと三人を促うながす。

「じゃあ、階段に取りかかろうか」

　彼女にとっての本番、二階までの階段ホールを、四人がかりで壁から床から裏側から、上りつつ探して回る……が、やはりこちらも同じく、なにも見つからない。もっとも、いきなり成果が──『扉』そのものでないにせよ、なにか変わった物が──あるとは誰だれも思っていなかった。始まったばかりで飽きが来ていないこともあり、特に不満も湧わかない。

　そんな四人が、二階でも同様の作業を終えて上がった三階で、いきなり出くわす。

「あれ？」

　カナエが戸と惑まどいの声を漏もらし、違い和わ感かんを共にした里り久くが再び降りて、下と眺ながめを見比べた。

「三階の方が、広くなってるな」

「……？」

　目にしたものの意味が吞のみ込めない摩ま芙ふも、小首を傾かしげる。

　三階、階段ホールの奥行きだけが、見み間ま違ちがいや誤ご差さの範囲を明らかに超えるほど、増していた。二階にはなかったはずの奥行きと、先で折れ曲がる通路まで見えている。他の部分が全く同じな分、違和感はより大きく感じられた。

　三人は、もしかして早々に不ふ思し議ぎの一角を探し当てたのか、という期待を込めて依い頼らい人にんを見たが、その手梓たずさは動じた様よう子すもなく、苦く笑しようして肩を竦すくめる。

「残念だけど、学がく院いんじゃ良くある形式だな」

　説明の意味が分からない三人に、広がっている奥を指さして見せる。

「校舎裏うらが切り立った斜面で、三階部分がその斜面の上に張り出してるんだよ。たぶん、この通路の先は、別の校舎に繫つながってるはずだ」

　その推すい測そく通り、校舎は低い崖がけを背にして建っており、階段ホールだけが奥側に廊下を張り出させていた。この部分は後付けで、学院の無計画な校舎増設の典型と言える様式である。手梓は数ヶ月の点てん検けんと探たん索さくで、似たような場所を上下双そう方ほうから辿たどったことがあるのだった。

「ふぅむ……」

　発見の瞬しゆん間かん、自分でも予想外なほど興こう奮ふんしていたことに、里久は自じ嘲ちようの溜ため息いきを漏もらし、

「なんだ。せっかく、それっぽい手がかりを摑つかんだと思ったのに」

　逆に、真剣かつ大いに残念がるカナエを、摩芙が辿たど々たどしくも必死に慰なぐさめる。

「カナちゃん、これから見つかるよ、きっと」

「ん、ありがと」

　その肩を軽く叩たたくと、カナエは不思議の名残なごりを惜しむように、奥へと歩み入った。

　なるほど手梓の言う通り、階段ホールがそのまま廊下として、長く延びている。いかにも後付けらしく、増築した部分からは床も壁も年ねん季きの度合いが違って見えた。

　階段の袂たもとに残っていた里久が、傍かたわらに尋たずねる。

「先せん輩ぱい、あっちの奥もやるんですか？」

「そうだな、とりあえず鍵かぎが開いていれば足を伸ばすことになるけど……」

　少し考えた手梓は、カナエに何らかの糸口を発見してもらう、という本来の目的に鑑かんがみて、まったく常じよう識しき的な判はん断だんを下した。二人に言い置いて、奥に向かう。

「私たちで先に、奥を確かめてこよう。そっちは一いち条じようと、三階の教室の点検を頼む」

「分かりました」

「あっ……」

　その常じよう識しき的な判はん断だんを許容できる里り久くと、できない摩ま芙ふが、後に残された。

「どうせなにもないし、できないさ。行こう」

「うぅ～」

　悠ゆう々ゆうと促うながし、唸うなって渋しぶ々しぶ、取りかかる二人を背に、カナエと手梓たずさは廊下の角かどを曲がる。

「ここにも下り階段が」

「斜面上の高さに合わせてるんだろう」

　なんということもない言葉を交わして、奥に進む。渡り廊下の窓から手梓の言った通り、一段上の崖がけに二階建ての別校舎が見えてきた。十メートルも歩かない内に廊下は終わり、新たな入り口、今度は洋式の一枚扉とびらが前に現れる。

　カナエは、くすんだ黄おう銅どうのノブをひねって確かめてみた。

「あ、開きますよ」

「こっちも初めて見る校舎だな……今日きよう中にやるのは無む理りそうだ。もう日も傾いてきたし、向こうの三階を調べたら、今日は引き上げよう」

　中を覗のぞきながら言った手梓は、少年の怪け訝げんな顔に気付き、笑って説明する。

「ほら、ここ電気が点つかないからさ」

「ああ」

　言われて気付いたカナエは天てん井じよう、電でん球きゆうの入っていない電でん灯とう傘がさを見上げた。

　夜は明かりが点いて当然、と彼が思っていたことを、手梓は馬ば鹿かにしない。先の笑いは、自分もそうだった、と思い出したからである。

「私も一度、それに気付かなくて、携けい帯たいの明かりを頼りに帰る羽は目めになったことがあってさ。電でん源げん切れになるならないでヒヤヒヤしたよ」

　そのせいで、以前は緩かった旧きゆう校舎への立ち入りが、教員立ち会い必ひつ須すになった、という裏事情は伏せておく。人のことをとやかく言えた立場じゃないな、と笑いに苦にがさが混じった。

　カナエの方は、扉を閉め直し、気軽に笑い返す。

「外の天気によっては遭そう難なんですね」

　学がく院いんの校舎は斜面を覆おおう鬱うつ蒼そうとした森の中にあるので、これはあながち冗じよう談だんでもない……のだが、そんなことよりも手梓は、彼のいつもの気軽さに、続きを、ふと待っていた。

「……」

「なんです？」

「……いや。とりあえず、こっちは後回しだ」

　なにかリアクションが欲しかった、ということなのか。自分の妙みような行為と、僅わずかな残念さが胸きよう中ちゆうに湧わいたことへの焦あせりを隠かくすため、手梓は踵きびすを返した。

　二人は渡り廊下を戻ってゆく。

「おまえや桧ひの原はらなら、そうなってもなんとかするだろうな。危ないのは一いち条じようくらいか」

「そのときは助けますよ、ちゃんと」

　飄ひよう々ひようと言ってのける姿すがたが、実に様さまになっていて小こ憎にくらしい。

「まず学がく院いんの方に一いつ報ぽう入れてからにしろよ」

　皮ひ肉にくっぽく返した──これにもリアクションは、少なくとも表面上はなかった──手梓たずさは、カナエと摩ま芙ふの、共にいて当然という光こう景けいを思い浮かべた。余よ人じんのない状況も手伝って、ふと湧わいた疑問を投げかけてみる。

「そういえば、一条とはいつも一いつ緒しよだな。なにか理由があるのか」

「まあ、色々と事情が。大だい事じな妹ですよ」

　のようなもの、とすら付けない。

　色々な事情とやらを詳しく訊きき直すより、そっちの方が気になった手梓は、

（こいつ相手だと、通じてるかどうかすら分からないんじゃないか？）

　健気けなげに付いて回っている少女のことが、少し気きの毒どくになった。







　椅い子すに深々と腰掛けたそれは、脈みやく動どうを感じ取った。

　掠かすれるほどに小さな、始まりの一打ちを、確かに。

「　　　……　　　」

　顎あごを微かすか上げることで、下げ僕ぼくを膝ひざ下もとへと呼び寄せ、

　同時に自らが外に伸ばした手の先に、感覚をやる。







　三階教室を調べている他方、二つ目の点てん検けんを終えた里り久くが、廊下に現れた。

（直なお会らいじゃないが、そうそう変わったものは見つからないな）

　思いつつ、廊下の奥、階段ホールの方を、軽く見やって確かく認にんする。

（まだ二人は戻っていない、か）

　そこから意い識しきが、当初より抱いていた思し案あんに流れた。

（どうも、先せん輩ぱいの話は妙みようだな）

　彼は常じよう識しき的な人間として『扉とびら』が実在するとは思っていないので、この思案は、疑ぎ惑わくではない。山やま辺のべ手梓に対する常の信用を基き底ていとした、不ふ審しんだった。

（学校の不ふ思し議ぎ話程度のソースを頼りに、あの先輩が何ヶ月も旧きゆう校舎を巡るだろうか？）

　彼女は『扉』についての情報を伝でん聞ぶんっぽく誤ご魔ま化かしていたが、言げん動どうには「あやふやな物を探している」というブレが感じられない。まるで情報は正確と分かっている……もっと言えば、本物の『扉』を知っている、といった風情ふぜいだった。全く以て、馬ば鹿かげた推すい測そくだが。

　そもそも、転てん校こうした友人と連れん絡らくを取りたいのなら、もっと他にやりようがあるだろう。なにもこんな不ふ思し議ぎ話に頼る必要などない。理由がある、と彼女は言っていたが……。

（直なお会らいの奴やつは、いったいどこまで分かって付き合っているのやら）

　数年来の友人という里り久くにも、直会カナエという少年の思し考こうの底は計り難い。吞気のんき者ものに見えながら異常に鋭いところもあるし、逆に理解していて当然と思っていたところが抜けていたりする。しかも、その何いずれなのかは、行動に出て初めて判はん明めいする仕し様ようである。

（まったく『点てん火か済ずみの爆ばく弾だん』とはよく言ったものだ）

　浮かべた微び苦く笑しようを機きに、答えの出ない思し案あんを打ち切って、作業に戻る。

「ん……？」

　と、その一歩目で気付いて、里久は立ち止まった。

　長々思案していたというのに、摩ま芙ふが廊下に出てこない。教室の点てん検けんは、さほど時間のかかる作業ではない。真剣に励んでいるとしても、既すでに姿すがたを現して然しかるべき頃ころ合あいだった。

（おかしいな）

　思ってから、

（というより、変だ）

　胸の中に嫌いやな予感が膨ふくれあがった。思わず駆かけ出す。

「一いち条じよう！」

　廊下を遡さかのぼって隣となりの教室の中、開いたままの扉の奥に、見つけた。

　床に倒れ伏している、摩芙の姿を。

　走り寄った里久は、抱き起こそうとして、危うく思いとどまった。

　その幼おさない白はく皙せきの麗れい容ようは、今にも消え果てそうなほどに生せい気きを失っている。

　火が点ついたように動くカナエと対たい照しよう的に、里久は努めて自分を冷たく静め、倒れる少女をゆっくりと、仰あお向むけに転がした。体を揺すらず、ただ声だけをかける。

「一条、聞こえるか」

　返事はない。顔色が、尋じん常じようでなく悪かった。

（低てい血けつ圧あつ気ぎ味みなくらいで、特とく段だんの病気は患わずらっていなかったはずだが）

　ここまで摩芙の調子が悪くなったところを、里久は初めて見る。どうすればいいのか、と考えてようやく、平へい凡ぼんながら最善の方法──誰だれよりも彼女を気き遣づかう直会カナエに急報する──に思い至った。ポケットから携けい帯たいを取り出す。

　と、そのときようやく、

「大だい、丈じよう夫ぶだよ、里久ちゃん」

　唇くちびるが微かすかに動いて、途と切ぎれそうな吐と息いきに声を混ぜた。

　しかし、と言いかけた里久に、

「違うの」

　摩ま芙ふはか細くも鋭い声を被かぶせる。

「病気とかじゃ、ない」

　心配を打ち消すように、微笑すらして見せた。その言う通り、汗あせこそかいているものの、見つけたときより幾いく分ぶんか、顔色を取り戻している。未いまだ戸と惑まどう里り久くに、

「ただ、ビックリしただけ」

　言って、胸の前で小さな手を握り締しめた。

　少女にできる限りの強さで、懸けん命めいに。
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　手を強く握ることで、少女は懸命に、追い払おうとする。

　唐とう突とつな呼びかけ、知らされた事実、二つの衝しよう撃げきの余よ韻いんを。

（ああ──今日きよう、ここで、だったんだ）

　遂ついに来てしまったことに、諦あきらめたような悲しみがあって、

　やっとこうなったことに、嬉うれしいような切なさがあった。







　ふと、それがカナエの目に入った。

　何気なく視線を振り向けた、すぐ傍かたわらに。

　今まで見えていなかった物が、忽こつ然ぜんと現れていた。

（──）

　手梓たずさと並んで渡り廊下を帰る、途と中ちゆう。

　行きに降りてきた短い階段。

　その、板張りの壁。

（──あれっ？）

　陽よう光こうに白く焼けた外がい壁へきとは逆に、物陰で黒ずみ乾いた内ない壁へきの、ど真まん中なか。

　最初は大おお窓まどが開いているのかと錯さつ覚かくしたが、そんなものは記き憶おくにない。

　そもそも、心持ち傾いた長方形の大窓など、あるわけがなかった。

（窓じゃなくて）

　異い様ように真まっ白しろな、板張り。

　それが真ま横よこに、現れていた。

　気付けば、ノブも付いている。

（扉とびら、だな）

　唐とう突とつなそれの正しよう体たいに納なつ得とくした。

　納得して、視線を前に戻そうとした。

　戻そうとして、ギョッとなり、見返した。

（扉!?）

　手梓の言葉が鮮せん明めいに蘇よみがえる。

（──「階段脇わきの壁に傾いた形で現れる、真っ白い木の扉」──）

　一つ一つ、確かく認にんした。

　ここは階段脇の壁である。

　傾いた形で、現れた。

　真っ白い、木の扉である。

（見つ、けた）

　機き械かい的に認にん識しきしてから、

（見つけた!!）

　感情が追いついてきた。

（これ、が──『言ことづて妖よう精せいの扉』だ!!）

　カナエの身が激げき発はつし、

　いつものように、既すんでの道を辿たどって、

　手梓に呼びかけ、見つけた物を指ゆび差さそうとして、

「先ぱ──」

　失敗した。

　というより、邪じや魔まされた。

　制せい服ふくの袖そでが、なにかに引っかかっていた。

（釘くぎ!?）

　今までない経験に泡あわを食うカナエが、手元のそれを目に留めた。

　なんということのない、頭を少し出した一本の釘だった。

　他ならぬ『言ことづて妖よう精せいの扉とびら』から出ていた、それ。

（う、わ）

　引っかかりを支点に、想そう定てい外がいの形で、体が振り回される。

　手梓たずさに教えようとした勢いはそのままに、異なった方向へと。

　叩たたき付けるような勢いで体が向かったのは、手梓ではなく、『扉』。

（──）

　そして、また突然、それがカナエの目に入る。

　真まっ白しろいそれの上部、覗のぞき穴の場所に輝いている、紋もん章しよう。

　鈍どん角かくを下に向けた平べったい二に等とう辺へん三角形と、中心にある多重の半円。

（──　　──）

　カナエはそれを、こう、感じた。







（──半開きの、目──？）







　感じた瞬しゆん間かん、扉に激げき突とつした。

　が、衝しよう撃げきはなく、痛みもない……と把は握あくした途と端たん、

　視し界かいの全てが消え去って、まっしぐらに、落ちた。

「　　　　──っぁぁああああああああああああああああああああああああああ　　　　!?」

　堪たまらず、カナエは大きく開けた口から、恐きよう怖ふの絶ぜつ叫きようを溢あふれさせていた。初めて感じる猛もう烈れつな落らつ下かと加か速そくの感覚、全身を叩たたく壮そう絶ぜつな空気の圧力が、叫ぶ声すらぶち切ろうとする。それでもカナエは、絶叫という自分に残された最後の行為を、息が切れるまで続けた。

　その何十秒、あるいは何秒かを突き抜けて、

「あ」

　終しゆう着ちやく点てんが呆気あつけなく、眩まぶしさとともに訪れた。

　ぼいん、という間ま抜ぬけな感かん触しよくが、ほんの半秒前までの落下を打ち消す。

　緩く低く跳ねて、カナエは大だいの字じに放り出された。幾いくらかの余よ韻いんが、その体を中心とした波は紋もんになって、どこまでもどこまでも、際さい限げんなくそこの表面を広がっていく。

　絶ぜつ叫きようの名残なごりとして、ぽかん、と大おお口ぐちを開けたまま、カナエは視し界かいを埋め尽くす一つ色を眺ながめていた。正確には、眺められるものはなにもない。さっきまで夕暮れ前だったはずの空が、澄すみ切った青となって、どこまでも果てしなく続いていた。荒い息いき遣づかいを自覚していなければ、これこそ死の静せい寂じやくだと思ったに違いない。

　やがて、たっぷり時間をかけて息を整えたカナエは、思し考こうする余よ裕ゆうを得る。

「どう、なったんだ？」

　その曖あい昧まいな、吐と息いきのように漏もれた問いに、

「この星に、降って来たんだよ」

　可笑おかしげな声で、曖昧な答えが返ってきた。

「っ!?」

　急きゆう激げきに意い識しきが覚めて、勢いよく半はん身しんを起こす。起こして、その姿勢のまま固まった。せっかく取り戻した思考が、また飛びそうになる。ならざるを得なかった。

　カナエの眼前に、星が広がっている。

　夜空に輝く光としての、星ではない。足を着けて立つ大だい地ちとしての星が、見渡す一面に地ち平へい線せんを緩やかに描いて、広がっていた。その全ては、土ではない。無む垢くの雫しずくのような薄い白と、冴さえた湖みずうみのように淡い青で、奥底の彼方かなたを神しん秘ぴに隠かくす、巨きよ大だいな塊かたまりだった。

　それら空と星、

　在り得ない光こう景けいの中間に、

　辛かろうじて理解可能な形のものが一つ、

　というより一人、頰ほお杖づえ突いて、宙ちゆうに座っていた。

　薄いワンピースを着た、カナエよりやや年上と見える、髪かみの長い少女だった。可か憐れんといっていい容よう貌ぼうに、悪戯いたずらっぽい笑えみが不可分の力として宿っている。その笑みが、

「やーっと、見つけてくれたんだね」

　まるで欠片かけらを振り撒まくように、明るい声として零こぼれた。

　そうして少女は、スッキリと短く、

「こんにちは。私の名前は『星せい平へい線せんのそよぎ』──」

　愛あい称しようを付けて、自分の名を告げる。

「そよぎ、でいいよ」













　　　山やま辺のべ手梓たずさの事情　１







　私の頭は特別、出来の良い方ではないと思う。

　僻ひがみや謙けん遜そんじゃない。成せい績せき上位者を見渡せば、なるほど、出来る人の雰ふん囲い気きというのは分かるものだ。理性や知性を自然に纏まとっていて、人より静かだったり外れていたりする。

　私は、そういう雰囲気を持ち合わせていない。

　せいぜい、押し出しが強いだけの凡ぼん人じんだった。そんな私が成績上位に紛まぎれていられたのは、だから単純に、必死に追いつくための努力をした、という平へい凡ぼんな行為の結果だった。

　そんな程度だった自分に、不満があったわけじゃない。

　ただ、高こう等とう部ぶ一年生の二学期を修了したとき、成績が学年五位から零こぼれたことを両親に責められたのは、堪こたえた。出来るように頑がん張ばってきた、という私の平凡ながら大変な行為を、出来るのが当然、と思うようになっていた両親は、まるで私が怠なまけて緩んだかのように、今度は頑張りなさい、気を引き締しめなさい、と焚たき付けた。

　そんなことは、言われなくとも分かっている。人を寮りように放り込んだまま、顔も見に来ないくせに、私のなにを分かった風ふうに言うのだろう。いい気なものだ。

　三学期になって、引き継つぎ間ま近ぢかの寮りよう長ちようの手伝いを始めると、思うように自分の時間を持てなくなったが、それでも、より必死に努力したことで成績上位を保つことができた。そして、そうした以前とはやや違った経けい緯いを辿たどったことで、逆に気付かされた。私の珍めずらしくもない平凡な行為は、他人には見えていないらしい、ということに。

　皆、両親と同じで、山辺手梓は出来る人間だから出来る、としか思っていないのだ。特別頭の出来の良くない、平凡な私の本当の姿すがたを、誰だれも見ていない。

　旧きゆう校舎群の点てん検けん作業に駆かり出されたのは、そんな頃ころだった。自分を見ない他人の目が嫌いやになっていた私は、無人の静せい寂じやくしかない場所を散さん策さくすることに、新しん鮮せんな喜びを感じた。学校側が予定していた箇か所しよを調べ終えても、自主的な作業の継けい続ぞくを申し出た。

　息抜きというより、まるで陶とう酔すいするように、私は無人の静寂を彷徨さまよった。息いき遣づかいと足音しか聞こえない廊下を、歩くほどに続く校舎を、疲れたときほどしつこく、苦しいときほどたくさん。そこには、誰が誤ご解かいするでもない、私だけしかいなかった。

　だから、その人を見つけたときは、不快感しか抱かなかった。

　その人は、私だけの空間に侵しん入にゆうしてきた邪じや魔ま者もの、だったのだ。













　　　２　半分の目覚め







　空くう虚きよさが齎もたらす爽そう快かい感かんの化け身しんであるかのように、自らを『星せい平へい線せんのそよぎ』と名乗った少女は宙ちゆうに座っている。正確には、直なお会らいカナエの眼前、宙に浮かぶ透とう明めいの球たまに、座っている。ワンピースの裾すその下には、球きゆう面めんに歪ゆがむ、間の抜けた顔が映っていた。

　カナエは、未いまだ尻しり餅もちをついたまま、見上げる。

　冴さえ渡る青空の中、たった一人、たった一つ、その不ふ可か思し議ぎな少女だけが見えた。

「……」

「……」

　そよぎは、自己紹しよう介かいした身振りのまま、見下ろす。

　名乗りに反して、風も吹かないこの星では、ワンピースはヒラリともそよがない。

「……」

「……」

　じー、と互いを見つめて幾いくら経たったのか、雲の一つもない空の下では計る術すべもない。

　先に焦じれたのは、そよぎ。

「……おーい」

「……」

　カナエはまだ、ポカーンとした顔で見上げたまま。

　そよぎは、球たまの上から身を乗り出して、ついでに口も尖とがらせた。

「もう少しこう、リアクションとか、くれない？」

「……ああ」

　ポンと納なつ得とくした風ふうに手を打ったカナエは、ウンウンと期待して頷うなずく相手を余所よそに、一ひと言こと。

「夢か」

「じゃなくて！」

　そよぎは球の上で、大おお袈げ裟さかつ器き用ようにずっこけて見せた。

　カナエの方は、期待とは正反対のリアクションで独ひとり合が点てんしている。

「こういう夢って、つねってくれ、って相手に言ったら本当に痛かったりするんだよな」

「だーかーらー違うってば！　ついでに面倒めんど臭くさい予防線まで引かないでくれる!?」

　叫んで、そよぎは球から飛び降りた。素す足あしの着ちやく地ちを受けて、なにもない星の表面をどこまでもどこまでも、波は紋もんが広がってゆく。

　その振動の通過を尻しりの下に実感することで、カナエは今の光こう景けいに意い識しきを追いつかせた。ようやっと、夢の中で呟つぶやくのではなく、目の前にいる相手に話しかける。

「違う、って……まさか、現実とか言うわけ？」

「お望みならつねったげるけど、効果はなさそうね」

　両手をワキワキさせるそよぎから目を転じて、辺りを見回した。

「だって、なあ」

　二人を中心とした、もしくは片かた隅すみに置いた、どこまでも広がる星と空。

　そこに描き込むものがなにもないのなら、何故なぜこんなに広げたのか、と製せい作さく者しやを問い質ただしたくなるほどに馬ば鹿か馬鹿しい、ムチャクチャな光景だった。

　そよぎも、綺き麗れいな髪かみをガシガシ搔かいて嘆たん息そくする。

「言いたいことは分かるけど、動き出した以上は、信じて貰もらわないと困るのよ」

「困る？」

　夢は夢で都つ合ごうがあるんだ、と思いつつ、カナエは立ち上がった。透とう明めいな地面は、踏み締しめる分には固く、靴くつ底ぞこを受け止める。新たに波紋が生まれ、彼方かなたへと広がっていくのが見えた。

（こんななにもない場所、思い切り走ってみたら面白いだろうな）

　なんとなく思ったので、

「よし」

　一声上げて駆かけ出した。

　不ふ意いな、全力疾しつ走そうである。

「なにがヨシ──って、え、ちょっ、どこ行くの!?」

　慌あわてるそよぎを無視して、今いる場所を確かめるため、ひたすら走る。小さくもしなやかな体は、持ち主の命じるまま一いつ直線に突き進んだ。どういうわけか、見るでもなく見ていた既すんでの道を、この星では捉とらえることができない。先の見えない疾走、その快感に、

（こりゃ、気持ちいい、な）

　胸も息も弾はずませるが、前に進んでいる実感は逆に、曖あい昧まい模も糊ことボヤけてゆく。あまりに広過ぎ、あまりに物がなさ過ぎるのである。自分が今なにをしているのか、段々と荒くなってきた呼吸の中に見失い、やがて走る行為の自覚すら薄れ始めた頃ころ、

「いやー、どんなのが来るか、暇ひま潰つぶしに予想しまくってたけどさ」

　傍かたわらを浮ふ遊ゆう・併へい走そうする球たまの上にあぐらを搔かいたそよぎが、声をかけてくる。

「流石さすがにここまで意い味み不明とは思わなかったわ」

　カナエは答えず、彼方かなたに──そよぎの言った『星せい平へい線せん』以外──何物も見えない場所を、一直線に走り続けた。足あし下もとから広がる波は紋もんだけを辛かろうじての指し標ひように、どこまでも。そうして走り切って、遂ついに転がり倒れる。大きな波紋の中心で、仰あお向むけ大だいの字じになった。

「──っ！　はぁ！　はぁ、はぁ」

「あのー、そろそろ、こっちの話、していい？」

　太陽も雲もない青空を塞ふさいで、上から覗のぞき込んでくるそよぎに、全身全力で確かめたことの実感を、途と切ぎれ途切れの息に混ぜて尋たずねる。

「はぁ、あ、ああ……やっ、ぱり、これ……現、実、なの？」

「ははあ、それって、そういうつもりだったんだ」

　自分で走らず球に乗ってきたそよぎは、疲ひ労ろうではなく呆あきれの吐と息いきを漏もらした。

「現実だよ。証しよう明めいするのは無む理りだけど、体で直じかに感じたものは、夢とは思えないでしょ？」

「せめて、あんたがスクーターにでも乗ってれば、疑わなくて済むんだけどね」

「スクーター、って原げん動どう機き付きの三……二輪、だっけか？　まあ疑ってるにせよ、私を気に留めて、話を聞いてくれるだけで十分、ケッコーケッコー」

　浮遊する球の上で頷うなずくと、薄いワンピースの胸をバンと叩たたく。

「もう一回、改めて言うね」

　下から見上げるカナエは、その衝しよう撃げきで揺れた膨ふくらみの大きさに、

（おー）

　と原げん始し的欲求に基もとづく簡かん素そな賞しよう賛さんを、密ひそかに送った。

「私の名前は『星平線のそよぎ』。そよぎさん、と呼びなさい」

　最初とは微び妙みように距離感が違っている。

「はあ」

　吐と息いきではなく、緩い返事としてカナエは答えた。呼吸を整えて、半はん身しんを起こす。

　改めて周りを見渡しても、露あらわな星、虚うつろな空、眼前のそよぎ、それ以外なにもない。目め印じるしも足あし跡あともないので、自分がどの方向から走ってきたのかすら分からなかった。

　遅おそ蒔まきながら、根本的な質問を口にする。

「ええと……そよぎ、さん？　なんなの、ここ」

　そよぎも同じように見渡してから、ニッと笑いかけた。

「ここは『キミが象かたどる星』だよ。ま、今の段階で細かい説明しても分かってもらえないだろうし、まずはキミに課された目もく標ひようだけ言っとこうかな」

「カサレタ、目標？」

「そう」

　鸚鵡おうむ返しするカナエに、そよぎは勿もつ体たい付けた溜ためを作ってから、身を乗り出して叫ぶ。




「ズバリ、世界を救ってもらいます!!」
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　まったく、この星には本当になにもない。

　不ふ動どう無音の天てん地ちに沈ちん黙もくしたことで、カナエは自分の呼吸音を、初めて聞かされた──気がした。数秒してから、吐息ではない緩い返事を、もう一度。

「はあ」







　古びた教室に膝ひざを突いた桧ひの原はら里り久くは、

「今日きようはもう切り上げよう」

　言って、年下の友達を助け起こした。

「ありがとう、里久ちゃん……でも大だい丈じよう夫ぶ、本当に」

　一いち条じよう摩ま芙ふは顔色を取り戻していたが、先の異様な消しよう耗もうが表情の陰として残っている。それを隠かくしたつもりで、頑がん張ばって立ち上がる姿すがたこそ痛々しい。

「だとしても、作業は終わりだ」

　抗こう弁べんさせず、里久は廊下の向こう、階段ホールを見た。まだ二人は帰ってこない。

（なにをやっているんだ、まったく）

　珍めずらしく非難めいた心しん境きようになってしまう辺り、自分も冷静ではないのか……と冷静に自己分ぶん析せきする少年だった。ともあれ、と摩芙を促うながして歩き出す。

「先せん輩ぱいと直なお会らいも、もう戻ってくる頃ころだろう。一いつ緒しよに帰るなら文もん句くはないな？」

「うん」

　二人は、いつしか暮れの橙だいだいを増していた陽よう光こうの中、階段ホールへと足を向けた。

　後ろを歩く摩芙は、俯うつむき加か減げんの両目を、閉じる寸前にまで細めている。疲ひ労ろうとも憔しよう悴すいとも違う、感情の重さ……年の頃に似に付つかわしくない憂うれいが、その顔を染めていた。

　そんな少女へと、里久が肩越しに気き遣づかいの声をかけ、歩みを緩める。

「俺おれだけ探しに行ってもいいんだぞ」

「ううん、私も行く」

　摩芙は憂いを振り解ほどくように首を振って、閉じつつあった両目を、再び開いた。細った気を強く張り、ふらつく足に力を入れて、乞こい求める姿を射い止とめるため、歩き出す。

（なにをやっているんだ、まったく）

　その様よう子すを目の端はしに入れた里久は再び思い、深々と溜ため息いきを吐いた。







　どこまでも広がる空くう虚きよな天てん地ちの間で、

「リアクション薄いよ！」

　そよぎは座る球たまごとガクッとこけるが、カナエとしては、

「そんなこと言われてもなあ」

　というのが偽いつわらざる感想である。

「世界を救うとか、夢なら馬ば鹿からしいし、現実なら無む理りでしょ」

「だーっ！　なんでキミってば、そう見切りが早いかな!?」

　そよぎは、自分の許もとを訪れた少年の性質が、段々と分かってきた。

　カナエの方も、へんてこな内容の会話に慣れて、突っ込みを入れる。

「そっちこそ、その辺にいる平へい凡ぼんな少年に、どんだけでかいこと求めてるのさ」

　少年の自己評ひよう価かへの異い議ぎはこの際措おいて、

「だって、キミ」

　そよぎは動かしようのない事実から攻めることにする。

「ここに来たってことは、見えたんでしょ──『半開きの目』が」

「……」

　カナエは、彼女との会話で初めて心当たりを抱き、返事をし損なった。過去に見た現実の光こう景けいと、今見ている夢のようなそれが、ゆっくりと心理的な地続きになってゆく。

「……それって」

　彼女の言うものが、ハッキリと分かる。

　真まっ白しろい扉とびらの上部、覗のぞき穴の場所に輝いている、紋もん章しよう。

　鈍どん角かくを下に向けた平べったい二に等とう辺へん三角形と、中心にある多重の半円。

「あの、扉に光ってた？」

「そう」

　頷うなずくと、そよぎは掌てのひらを上向きに翻ひるがえす。

　そこから数センチ、宙ちゆうに浮かび輝く紋章が現れた。

　彼女の言ったもの、カナエが見たもの……これこそが『半開きの目』。

「これが見えた者にしか扉は開けられないし、星に来ることもできない。そしてなにより、相あい反はんする力である『半閉じの目』が見えないし、止めることもできない」

　カナエは、話の中に混じった新たな名めい称しように気を留め、

「……『半閉じの、目』って？」

　どこか仄ほの昏ぐらい予感を覚えさせられる、その響ひびきを口にした。

　やっと相手が取り合ってくれたことに気を良くしたそよぎは、紋章を握って消すや、少年に額ひたいを付き合わせるように顔を近づけて、告げる。予感通りの仄昏い声で。

「誰だれ知らず降りる破は滅めつの象しよう徴ちよう、だよ」

　んで、と付け加え、燃える瞳ひとみを瞳に合わせた。

「今より見出す可能性の象徴、こそ」

「……『半開きの目』？」

「そういうこと」

　一転、ニッコリと朗ほがらかな笑えみを満面に表す。

「だんだん分かってきたかな？」

「さっきみたいな印しるしが二種類ある、ってこと、くらいは」

「ケッコーケッコー」

　曖あい昧まいな返事であっても、真面目まじめに受け止めてもらえたことを、そよぎは喜ぶ。

「それじゃあ、さっき言った目もく標ひようは覚えてる？」

　問われて思い出したカナエは、しかし急速に、その真面目さを減げん衰すいさせた。

「んー……世界を救う、ってやつ？」

　一いつ介かいの少年として、全く常じよう識しき的に、その胡散うさん臭くさい言葉を疑う。

　そよぎはしかし、その一介の少年が持つ力を見込んで、恃たのむ。

「やることは簡単だよ。まず、破は滅めつの元げん凶きようである『半閉じの目』を宿した人間を、キミの『半開きの目』の力で見つけ出して欲しいの。二つは同じ形をしてるけど、今のキミなら簡単に見分けられるはず」

「破滅の元凶の……人間、なのか」

「うん」

　先の仄ほの昏ぐらさが、少女の朗ほがらかな笑えみの端はしを過よぎった。

「覚かく醒せいしたキミの近くに、必ずいる。そいつは『半閉じの目』に誘われて、遠からず世界を破滅に導くよ。どんな些さ細さいな理由からでも、絶対に、ね」

「話はだいたい分かったつもりだけど」

　その様さまに、カナエは背せ筋すじに冷たいものを感じつつも、すぐカクンと首を傾かしげる。

「いきなりそんな、でっかい話されてもなあ」

「ふーむ。後の説明は実際に『半閉じの目』を見つけてからにした方がいいのかなあ。うん、それがいい、そうしよう」

　球たまの上で腕組みして深々と頷うなずくそよぎに、カナエはまた、短く答える。

「はあ」

　しかし、今度のこれは、適当な返事ではない。どうでもいい、という無む頓とん着ちやくではなく、どうすればいいのやら、という戸と惑まどいの表れだった。

（いつの間にか、探すことが決まってる流れなのかな）

　カナエとしては、言われるがまま聞きかされ訊きかされしただけで、引き受けるとは一ひと言ことも口にしていないのだが。といって、無む碍げに断るには、色んなものを見せられ過ぎている。

（今さら、夢や冗じよう談だんで済まされる感じでもないし）

　面めん倒どうなことに、現実で『半開きの目』を見てから、ここに来ているのである。仮に夢だとして、どこからがそうなのか……今の自分に確かめる方法は残されていないか、と自じ問もんして、

（そういや、まだやってなかったっけ）

　すぐに、頰ほおをつねる、という自じ答とうをしてみた。

　いきなりの奇天烈きてれつな反応に、そよぎはもはや驚くよりも呆あきれている。

「なにやってんの」

「痛いな、やっぱ」

　自分に向けても答えて、カナエは頰ほおを擦こすった。

　どうやら間違いなく、全てが現実、らしい。

　そよぎはリアクションが面めん倒どうになってきたのか、投げやりな調子でせっつく。

「んじゃ、ちゃっちゃと扉とびらの外に戻すから、ちゃっちゃと『半閉じの目』を探してね」

「こっちだって暇ひまじゃないんだけど」

　言わでもの反はん駁ばくをしたことで、カナエは扉の外での行為、

（あっちでもこっちでも探してばっかり……ん？）

　ここに来る羽は目めになった、そもそもの原因を思い出した。

　即すなわち『言ことづて妖よう精せいの扉』という、普通に考えて在り得ないものの探たん索さく。

　自分が潜くぐってきたのは、山やま辺のべ手梓たずさの証しよう言げん通りの形をした、斜めの扉。

　目の前、というより、なにもかもが普通に考えて在り得ないもの。

（もしかして、この人こそ『言づて妖精』──）

　カナエは、これ以上ないほどに、正せい答とうの予感を抱いて、

「そよぎさんって」

「ん、なに？」

　これ以上ないほどの不ふ審しん人物へと、率そつ直ちよくに尋たずねてみる。

「伝でん言ごんとか頼めたりする、妖精なの？」

「……？」

　そよぎは、これ以上ないほどに、怪け訝げんな表情を作った。

「えー、っと」

　彼女が言い澱よどんだのは、なにかしらの秘ひ密みつを誤ご魔ま化かしているのではない、

「それは、どういう意味の質問なのかな？」

　またわけの分からないことを言い出した、という辟へき易えきである。

　その手の反応に慣れているカナエには一目で分かった。しかし、

「あれ？」

　そうなると、白い扉が証言通りだったのは、一体どういうわけなのか。全くの偶ぐう然ぜんとは、流石さすがに考えられない。なにかの拍ひよう子しにあの扉を見た誰だれかが、そこから不ふ思し議ぎ話を創そう作さくした、山辺手梓の細かい特とく徴ちようのソースもそこ、というところか……？

「なにが、あれ？」

　逆に不審がるそよぎに、カナエは手を振って話を打ち切る。

「こっちの話、たぶん」

「ふーん？　まあ、妖精と言われても不思議ではない愛らしさではあるけどね、フッフフ」

　別方向で妙みような食いつきを見せるそよぎが、ひょいと軽く、上を指ゆび差さした。

「とにかく、『半閉じの目』探し、よろしく。お帰りは──あちら」

　その逆、

「っ!?」

　胡座あぐらをかく自分の真ま下したが振動し、驚いたカナエが見下ろすと、そこに大きく輝いている。

　既すでになにと思うこともない『半開きの目』が。

　強く見つめるように輝きを増したそれは、

　不ふ意いな破は裂れつ音おんとともに、形を変える。

　面白味さえ覚える、一つ印しるしへと。

（バッテン？）

　思うや、強く弾はじかれる予感……というより戦せん慄りつが、カナエの全身を貫つらぬく。

　その印に込められた力が、実際に作用する寸前、

「君の覚かく醒せいに合わせて、『ハインの手先』も耽たん溺できに入ると思うから、気を付けてね」

　そよぎは気楽に付け加え、ヒラヒラ手を振った。

　そうして見事に戦慄の通り、ガンッ、と強く弾かれて、

「!?　　　　ああああああああああああああああああああああああああぁぁっ──　　　　」

　カナエが胡座のまま真ま上うえ、青い虚こ空くうの彼方かなたへと去ってから数秒の後、

　手を翳かざして見送っていたそよぎは、ふと気付く。

「あ、名前訊きくの忘れた」







　眼前、真まっ白しろな扉とびらがパッと消えた。

「──」

　代わりに現れた板壁に、カナエは顔面を思い切りぶつけ、

「ふがっ!!」

　その勢いのまま跳ね返り倒れ込む。あの星に行く寸前の状況に戻された、ということは本人には分かっていない。普段ならあり得ない不ふ測そくの事じ態たいに翻ほん弄ろうされるだけである。

「直なお会らい!?」

　山やま辺のべ手梓たずさは、いきなり異常な勢いで駆かけ出した（としか彼女には思えなかった）少年が、壁にぶつかって跳ね返り、倒れるのを見た──というより、倒れてくるのを見た。

「うわっ!?」

　何とか受け止めようとするが、小こ柄がらとは言え人ひと一人分、しかも勢いが付いている。

　二人は絡み合い、階段の下に転げ落ちた。幸い、この階段は手前の階段ホールと奥の廊下の高さを調ちよう節せつするためのもので、段数も少ない。ともに大した痛みや怪け我がはなかった。

「ぅう……」

　カナエは自分の身になにが起きたのか、未いまだ把は握あくできないまま床に蹲うずくまって、呻うめき声を漏もらす。いつもなら危険を躱かわす既すんでの道も、それが見えなかったあの星から戻って突然のことで、辿たどることができなかった。僅わずかな落らつ下かとは言え、床が柔らかかったのは不幸中の幸いだった。

「……？」

　鷲摑みにして顔を埋められる床など、あるものだろうか。まあ、実際あるんだからしようがない。壁にぶつけた痛みを、しばらくこの柔らかい床で癒いやそうとして、

「あっ」

「……」

　その床と、目が合った。

　正確には、床だと思っていた手梓たずさと、目が合った。

　詳しよう細さいに述べると、直なお会らいカナエは、床だと思って鷲わし摑づかみした豊かな胸に顔を埋めて、その胸の持ち主である山辺手梓と、互いの吐と息いきもかかるほどの至し近きん距離で、目が合った。
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「お久しぶり、です」

「……」

　カナエは自分の時間感覚で率そつ直ちよくに挨あい拶さつしたが、手梓は答えない。打ち所が悪かったのかも知れない、と思って、離れるより先に、やはり率直に感想を述べてみる。

「柔らかくて助かりました」

「……ぬ」

　手梓たずさはようやく口を開き、

「ぬ？」

「りゃああああああああ!!」

　カナエの襟えり首くびを両手で摑つかみ、片かた膝ひざを互いの体の隙すき間まにねじ込んで、一気に跳ね上げた。

　巴ともえ投なげである。

　綺き麗れいな半円を宙ちゆうに、壮絶な勢いで描いて、カナエは手梓と脳のう天てんを合わせる位置へと叩たたき付けられた。今度の床は柔らかくない。一度跳ね上がるほどの衝しよう撃げきに、息が詰まって星が飛ぶ。

「ご、はっ」

「お、おまえはなんで、そう、やることなすこと──!!」

　自身も息を弾はずませながら糾きゆう弾だんしようとした手梓が、声を切った。

「？」

　痺しびれる体で最低限、顎あごを上げる動きで相手の様よう子すを窺うかがおうとしたカナエは、彼女と同じく、落ちた短い階段の上に立つ人ひと影かげを認めた。大きいものと、小さいものの、二つ。

　大きいものは、言うまでもなく桧ひの原はら里り久くで、

「おまえはなんで、よりにもよってこういうときに……」

　額ひたいに手を当てて、手梓と似たような文もん句くを溜ため息いきついでに零こぼしていた。

　小さいものは、これまた言うまでもなく一いち条じよう摩ま芙ふで、

「カナちゃんの」

　絡んでいた二人を見て、真まっ赤かな頰ほっぺを破は裂れつしそうなほどに膨ふくらませている。

「カナちゃんの馬ば鹿か──!!」

　全く妥当な非難が、夕暮れの廊下に響ひびき渡った。







　多柏たかえ学がく院いんは、官かん制せい伝でん習しゆう所じよという前ぜん身しんゆえに、かつては全国から各種洋学の習しゆう得とくを志こころざす人材を集めた全ぜん寮りよう制せいだったが、現在は大半の学生が学区内外からの通学となっている。

　これに少子化の時じ勢せいも手伝って、現在、学生寮［黄こう葉よう館かん］への入にゆう寮りよう者は男女総そう勢ぜい、寮りよう監かんを兼ねる教きよう師し数人を合わせても四十人弱にまで減少していた。学校区分が違っても寮りよう生せいが互いを見知っているのは、寮生活の規き模ぼ縮小によって顔を合わせる場が増えているためである。

　寮りよう舎しやも校舎と同じく古い木もく造ぞう建築で、由ゆい緒しよは正しいが実生活には幾いく分ぶんかの不ふ便べんを強いている。ただ、最低限の労力で最大限の効果を引き出すべく、重点的に改装され続けている部位が、二つばかりあった。空くう調ちようと水回りである（近年、これにネット環かん境きようが加わりつつある）。

　この二つさえ整っていれば、残る不便の殆ほとんどは封じ得る、というのが学院側の方針で、それは大おお凡よそ正しかった。年齢様さま々ざまの寮りよう生せいたちは、まずまずなレベルの冷れい暖だん房ぼうと、清せい潔けつな厨ちゆう房ぼう・風ふ呂ろ・トイレを備える［黄こう葉よう館かん］での暮らしを、割と気に入っている。

　今、山やま辺のべ手梓たずさと一いち条じよう摩ま芙ふは、その恩おん恵けいに、文字通り浴しているところだった。

「いい加か減げん、機き嫌げんを直してくれよ、一条」

　湯ゆ船ぶねの縁へりに腕をかけ、纏まとめた髪かみから雫しずくを滴したたらせる手梓に、

「～」

　鼻の下まで湯船に浸つかった摩芙が、ブクブクと声にならない文もん句くで答える。

　やや遅めに入浴したため、女子浴よく場じようは二人の貸し切り状態だった。

　浴場と言っても、銭せん湯とうほどには広くない。奥に四人ほどが並んで体を伸ばせる浴よく槽そうと、左右の壁面に洗い場を三つずつ、という簡かん素そな間取りである。ただ、規き模ぼを抑えた分、設備を充実させる方針の下で改装されているため、作り自体はそこそこ立りつ派ぱだった。

（こんなことより、あの直なお会らいが壁に激げき突とつした、ってのが気になってるんだけどなあ）

　苦く笑しようする傍かたわら、手梓はまた、湯船の端はしから声をかけ、

「おまえも見てただろ？　私があいつをぶん投げたところ」

「～」

　摩芙がまた、反対側の端でブクブクと返す。

　二人は、体を洗って湯船に浸かるまで、ずっとこんな調子である。

　起き上がったカナエの鳩尾みぞおちに摩芙が体ごとぶつかる錐きり揉もみ頭ず突つきを入れて悶もん絶ぜつさせる、橘たち樹ばな逢あいの立ち会いの元で戸と締じまりをする、庶しよ務む課かに校舎点てん検けんの報告書を提てい出しゆつする等々の後あと始し末まつを経て、四人が寮に帰る頃ころには、日もスッカリ暮れていた（浴場が遅めに下校した者の貸し切り状態となるのは、寮生の殆ほとんどが下校してすぐ入浴を済ませるため）。

　転んだ汚れを洗い落とす、ついでに摩芙との関係も修復する、という一いつ石せき二に鳥ちよう計画だったのだが、今のところ後者は功こうを奏そうしていない。手梓は閉へい口こうする一方で、意い外がいにも思っていた。

（一条って、こんなに感情豊かな奴やつだったのか）

　今まで彼女が一条摩芙に抱いていた印いん象しようは、常に直会カナエの陰に隠かくれている内うち気きな、お人形のような子──容よう姿しの可か憐れんさも含めた印象ではあるのだが──という単純なものだった。多少なりと変化が見えるのは、カナエがなにかしでかして動どう揺ようするときくらい。同じ寮で暮らす顔見知りでありながら、それら表面的な部分しか見ていなかった。

　それが、今日きよう一日だけで、随ずい分ぶんと変わった気がする。

　今も湯船の端で、こちらをじーっと睨にらみながら泡あわを水面に作っているのを見て、

（なんだか、可愛かわいいな）

　手梓は新たな印象を付け加えていた。少し、からかいたくなる。

「だから大だい丈じよう夫ぶだって。おまえの『カナちゃん』を取ったりはしないよ」

「[image: ～][image: ～]」

　ブクブクブク、と湧わく泡あわが、少し多くなった。のぼせたのかそれ以外の理由か、赤くなっていた顔が心持ち浮き上がって、小さな声を漏もらす。

「……でも……、……る」

「なんだって？」

　吐と息いきに掠かすれるほどのそれを聞き逃のがした手梓たずさは、身を乗り出した。

　乗り出す相手の一部分を伏し目がちに見つめて、摩ま芙ふは辿たど々たどしく言い直す。

「寮りよう長ちようが、そのつもりでも……カナちゃんの方が、大きいのが好きになったら、困る」

「……」

　言われて、手梓は自分の胸元を、次いで相手のそれを見比べた。

　大きな丸みと弾だん力りよくを兼ね備えた二つの膨ふくらみ。

　小さい以前、緩やかに凹おう凸とつを描くだけの流線。

「ああ、そういう」

　思わず手梓は納なつ得とくの声を出していた。彼女は、自身の持ち物に特段の有ゆう為いを認めてはいなかったが、持たざる者にはまた異なる見けん解かいがあるらしい。

　言った摩芙はまた沈んで、

「[image: ～][image: ～]」

　双そう方ほうの格差にブクブクと非難の声を上げる。先にも増して、顔が赤くなっていた。

　そんな少女の取り越し苦労に、手梓はややの照れ隠かくしも含めて言ってやる。

「その『カナちゃん』は、これに興きよう味みあるようには見えなかっただろ？」

　指ゆび差さすのも下げ品ひんなので、とりあえず隠すように抱えたが、摩芙はその仕し草ぐさができること自体に、羨うらやましげな眼差まなざしと呟つぶやきを送ってくる。

「～でも、ぎゅって摑つかんでた」

　手梓はふと、

（ん？）

　その拘こだわる様さまに、違い和わ感かんを覚えた。

　湯ゆ船ぶねで小さくなっている、十を超えたばかりという初しよ等とう部ぶ五年生の態度は、未み熟じゆくな独どく占せん欲よくに根ざす『子供』の駄だ々だではない。それは、自分の足りなさを悔くやしがり、少年と他の女性との関係に気を揉もんでいる『少女』の切せつ実じつな真剣さ──即すなわち。

（ははあ、なるほど）

　今までと完全に見る目を変えた手梓は、率そつ直ちよくな感想を添えて笑いかけた。

「一いち条じよう、おまえ、意い外がいとませてるんだな」

　辛かろうじて沈まずに、摩芙は呟く。

「寮長に……そういうこと、言われるとは、思わなかった」

「はは。どうしようもないことで文もん句くを言う、おまえが悪い」

　手梓たずさは乱らん暴ぼうに、背中を湯ゆ船ぶねに預けた。

　波立つ中に、これ見よがしに揺れるものがあって、摩ま芙ふはまた沈む。

　そんな少女へと、今度は少し寂しげな笑えみが向けられる。

「それに、私だって十七歳さいのオトメなんだ。おまえが私をどういう風ふうに思っていたかは知らないが、そういう話だって普通にするぞ」

　おどけて言いつつ、

（私も、こいつのこと勝かつ手てなイメージで見てたから、お相あい子こだけどな）

　手梓は密ひそかに反省した。償つぐないのつもりでフォローする。

「だいたい一いち条じよう、おまえのだって、これから幾いくらでも大きくなるだろ。その年から悲ひ観かんすることなんかないさ」

　しかしなぜか、

「これ、から……」

　控えめながら鮮あざやかに表れていた摩芙の表情が、少し鈍くなった。

[image: ]







　学生寮りよう［黄こう葉よう館かん］男子浴よく場じようは、女子のそれと銭せん湯とうのように隣となり合ってはいない。寮の中央を占める食堂等の共用部に間を隔てられた左右端はしに、それぞれ位置していた。設計の定じよう石せきから言えば非合理極きわまる構こう造ぞうだが、年とし頃ごろの男女が共同生活を送る場では、それを押しても引き離す必要があるのである（もっとも、湯上がりに食堂で休きゆう憩けいする寮りよう生せいは多いので、場所を離した意味も大半は消しよう失しつしていたりするのだが）。

　その、残念ながら隣となり合っていない男子浴よく場じようの湯ゆ船ぶねに、カナエと里り久くが浸つかっている。

　寝ね転ころぶように小さな体を伸ばしていたカナエの鼻先へと、天てん井じようから雫しずくが落ちた。その冷たさで覚めたように、ぽつりと懸け念ねんを口にする。

「摩ま芙ふ、あんな体調で風ふ呂ろに入ったりして、のぼせてないかな」

「頭ず突つきができる程度には元気だったんだ、大だい丈じよう夫ぶだろう」

　端たん然ぜんと座る姿勢の、頭にタオルを乗せる姿すがたが絶ぜつ妙みように似に合あう里久が、平へい坦たんな声で返した。

　皮ひ肉にくと受け取ったカナエは、渋い顔になる。

「だから、あれは誤ご解かいなんだってば」

「誤解はしていない」

　里久は表情を変えずに、また平坦な声で。さらに、付け加える。

「タイミングが悪過ぎる、ということだ。おまえは見てなかったから分からんだろうが、知り合ってから一度も見たことないほどの顔色だったんだぞ」

　端然と平坦に、彼は怒っているようだった。

「……ごめん」

　カナエとしては、謝る以外にない。縮こまるように、どこぞで摩芙がやっていたのと同じく、鼻の下まで湯に浸けた。少女の顔を思い浮かべながら猛もう省せいする。

（それほど具合が悪そうにも見えなかったし、本人も大丈夫とは言ってたけど……やっぱり明日あした、無む理り矢や理りにでも病院に連れて行こう）

　過か保ほ護ごな兄として、そう決めた。懸念されるものとは逆の、滅めつ多たにないほど怒って頰ほおを膨ふくらませている摩芙の様よう子すに、今日きよう一日の出来事が連なってゆく。色々、という表現が生ぬるいほど珍ちん事じの続いた一日だったが、やはり気になるのは、

（あの『扉とびら』、どうなったんだろ）

　摩芙を宥なだめるやら、里久に説明するやら、手梓たずさに謝るやらして、気付いて見れば、壁にあったはずの『言ことづて妖よう精せいの扉』（仮）は、引っかかった釘くぎごと跡あと形かたもなく消えていた。直後に壁を探っても、なにも起こらず、感じることもできなくなっていた。

　どうやら扉を見ていないらしい手梓には、なにも言わなかった。あんな体験、話したところで信じて貰もらえないのは分かり切っていたし、なにより、懸けん命めいに探していた『扉』の噂うわさが、全部いい加か減げんな噓うそでしかなかった、と告げるのも酷こくだろう。

（先せん輩ぱいには少し怪あやしまれてたみたいだから、いつか遠回しにでも、本当のことを話すしかないのかな……いっそ、なにもかも夢だった、で済ませられたら楽なんだけど）

　その、夢のような、夢ではない、場所と、人。

　奇き妙みような星で出会った、奇妙な少女『星せい平へい線せんのそよぎ』。

　出来事の一いつ切さい合がつ切さいは、本当に現実だったのか。

　果か断だん即そつ行こうを旨むねとするカナエが、壁にぶつかったり手梓たずさに抱きついたりした経けい緯いを、三人に説明できないのは──帰り道からこの今まで、幾いく度どとなく反はん芻すうしてなお──その確信が持てずにいるためだった。体験の記き憶おくがあるだけで、検けん証しようなどしようがないのだから当然ではある。

（扉とびらの特とく徴ちようをどうやって知ったのか先せん輩ぱいに訊きけば、なにかのヒントになるかな）

　また、こうして半はん信しん半疑に思いつつも、転んで壁に激げき突とつした衝しよう撃げきで幻げん覚かくを見た、と切り捨てることもできずにいる──自分が常になく及び腰になっている理由でもある、とカナエには分かっていた──のは、そよぎが語り、心に染しみついている、仄ほの昏ぐらい予感があるためである。

（……『半閉じの目』……）

　言葉を思い出すだけで、湯ゆ船ぶねに浸つかっている背せ筋すじに、戦おののきが走る。

（世界を破は滅めつから救うため、そいつを宿した人間を見つける、か）

　とりあえず自分は、それを可能とするらしい『半開きの目』を見ている。

　その現実を理由に、できるところからやろう、という結論だけは、全く簡単に出た。変な星に浮かんでいる変な人の依い頼らいではあったが、まあ偏へん見けんは良くない。戦きを感じているのは事実だし、それに摩ま芙ふや里り久く、手梓等々の知り合いが巻き込まれるのも嫌いやだった。

（……『覚かく醒せいした君の近くに、必ずいる』か……まずは学校近辺をうろついて、通りかかる人を観察する程度から始めればいいさ）

　まことに大おお雑ざつ把ぱで、劇げき的てき要素にも乏しいが、彼は（多少変へん物ぶつとは言え）現実には市し井せいの一少年である。やると決めても、取り得る手立てはこの程度がせいぜいだった。

（それと、もう一つ）

　ブクブク泡あわを吹いて、カナエは記き憶おくの端はしにこびりついた言葉を掘り起こす。

（たしか……『ハインの手先』だっけ）

　こっちのカクセイと合わせてタンデキに入る、とかなんとか。それがどういう意味なのか詳しく聞く前に、放り出されてしまった。あくまで勘かんだが、

（なんというか、イヤ～な感じがするな）

　カナエは『半閉じの目』同様、仄昏い予感を、そこに覚えていた。

　そして、往おう々おうにしてこういう勘ばかりは、よく当たるものなのである……。

　と、里久が、湯船と思し索さくに沈み込む友人へと声をかける。

「直なお会らい、あの扉探しの手伝いは、まだ続けるのか」

　その口く調ちように、非難の色はない。彼は不満を訴えているのではなく、摩芙があんなことになったのだから、続けるなら慎しん重ちように、と注意を喚かん起きしてくれているのである。

　そんなありがたい友人に対するカナエの答えは、

「んー、一応は」

　しかし、いまいち、歯切れが悪い。

　恐らくの真実を知った今、手梓たずさに徒と労ろうでしかない探たん索さくを続けさせるのは心苦しい、のだが、不確かな噂うわさ同士がどこかでこんがらがっただけで、真の『言ことづて妖よう精せいの扉とびら』が他にある可能性もないではない、かもしれない、ような気もする。

　とはいえ、そよぎからも『半閉じの目』探しを請け負っているし、なにより明日あしたは、摩ま芙ふを病院に連れて行くのが先だった（彼の中では既すでに、決定事じ項こうとなっている）。今日きよう一日で、いつの間にやら、やるべきことが山積みになっている。

　カナエは少し考えてから、

「とりあえず、先せん輩ぱいともう一度相談してみよう」

　という無ぶ難なんな提てい案あんを口にした。

　里り久くにも異い論ろんはない。静かに頷うなずく。

　その後、風ふ呂ろから上がった二人は、男女共用部で最も大きな部屋、即すなわち食堂に向かった。あるいは、同じく風呂上がりの手梓や摩芙と話す機き会かいがあるかも知れない、と期待してのことだったが、数人が談だん笑しようするだけのそこには、生憎あいにくどちらの姿すがたも見えなかった。

　里久が言い、

「長なが風呂か」

「部屋に戻ったのかも」

　カナエが答える。

　既に風呂から上がっているのなら、摩芙だけでも携けい帯たいで呼び出すことはできたが、基本寮りよう内ないでは『男女が示し合わせて会う行為は禁止』ということになっている。実効性は極めて疑わしいが、それでも食堂には古くて大きな『アヒビキヲ禁ズ』という貼はり紙もあった（食堂の真ま横よこには寮りよう監かんの宿しゆく直ちよく室しつがあるので、食堂でいかがわしい真似まねはどのみちできないのだが）。

　諸もろ々もろの事情に鑑かんがみて、カナエと里久は引き上げることにする。

「まあ、明日にしようか」

「ああ」

　どちらの口も頭も、湯上がりの弛し緩かんという以上に怠だるい。

　二人とも、思いの外疲れていたのである。







　誰だれもが眠る、夜よ更ふけ。

　漆しつ黒こくの闇あん中ちゆうを、寝ね間ま着き姿の一いち条じよう摩芙は上ってゆく。

　緩やかに渦うず巻まく浮ふ遊ゆう感かんに身を任せて、ゆっくりと。

　周囲に不ふ可か視しの泡あわがあることを肌はだに感じて、水の中という自覚を得る。

　決して濡ぬれない、しかし纏まとわり付く重い流れは確かにある、水だった。

　何十秒、あるいは何十分、という時を経て、足が踏み場を不ふ意いに得る。

　踏んでいるのは地面ではなく、じっとり湿しめった、分ぶ厚あつい板いた葺ぶきの床だった。

　空は見えない。そこは、床と同様の板で組まれた、広くて暗い部屋だった。

　全体が、大きく鈍く、揺れている。

　明かりは一切ないが、摩ま芙ふに不ふ都つ合ごうはなかった。『目』の呪じゆ力りよくで閉じてしまえば、なんであれ減げん衰すいさせられる。真の闇やみであっても、薄はく暮ぼ程度に調ちよう節せつして見通すことは容易たやすかった。

　それでも、摩芙は声を上げる。普段はこうではないのである。

「アルベド、どうして明かりを消してるの？」

　耳に届くのは、全体の揺れに応じて大きく鈍く、木の軋きしむ音のみ。

　が、程なく、

　部屋にぽっかり空あいた戸口の奥から、ガッポ、ガッポ、と湿っぽい足音が近づいてきた。現れた真まっ白しろいそれは、足音を鳴らす蹄ひづめを、四つ持っていた。

「おまえから阿あ呆ほう船せんに来るとは珍めずらしいな、マフ」

　力の抜けた中ちゆう年ねん男の声で、そう言ったのは、馬の白はつ骨こつ。

　小さな摩芙に長首を寄せて、頭ず蓋がい骨こつをカラカラと揺らす。

「ははあ、さては『半開きの目』の覚かく醒せいを感じて、逃げ込んできたな？」

「違う」

　摩芙は動く白骨を前にしても動じず、どころか、からかわれたことに頰ほおを膨ふくらませた。顔見知りに突っかかる姿すがたとして顔を突き出し、もう一度。

「それより、どうして明かりを消してるの？」

「ああ、ハイン様が星をご覧らんになるとのことでな。余よ計けいな光を取っ払ったのだ」

　頷うなずくと、馬の白骨・アルベドは四つの踵きびすを返した。

　摩芙も、スリッパをペタペタ鳴らして後に続き、意い外がいそうに尋たずねる。

「ハイン様が、星を？」

「とうとう連中が動き出したからな。まだ見えるとも思えんが、始まりのセレモニー、といったところだろう」

「ふう、ん」

　納なつ得とくではない、答えを受け取った合あい図ずとして、声が零こぼれた。

　先を行くアルベドは、長首だけを振り向けて尋ね返す。

「おまえこそ、逃げ込んできたのでなければ、なぜ阿あ呆ほう船せんに来たのだ？」

「向こうの……」

　言いかけて、摩芙は中ちゆう途とで声を嗄からした。口にしなければならない事実を拒むような、その沈ちん黙もくを、しかし決心して息を吸い、破る。

「……向こうのが現れたから、ハイン様に報告に、来た」

「ほほう、実際に『走そう狗く』に出くわしたのか」

　歯だけの口が、どうやってか笑えみを含んだ。

「どんな奴やつだった。岩をも斬きり裂さく剣けん豪ごうか？　一発必ひつ中ちゆうの銃じゆう傑けつか？　軍ぐん勢ぜいを引き連れた魔ま術じゆつ師しか？　大だい地ちを抉えぐり取る重じゆう砲ほう、摩ま訶か不ふ思し議ぎの神じん通つう力りき、地平まで焼き尽くす原げん子し兵へい器き、何なに奴やつが何なに物ものを以て挑いどんで来ようと、我ら『ハインの手先』の敵ではないぞ？」

　ガッポ、ガッポ、と鳴る蹄ひづめが、興こう奮ふんに弾はずむ。

　その興奮に、摩ま芙ふは同どう調ちようしない。というより、できない。

「今の日に本ほんに、そんなのいないよ」

　一応否定してから、小さく。

「カナちゃん、だった」

「カナ・チャン……？」

　アルベドは思い出すために数歩を要し、すぐ弾はじかれたように叫ぶ。

「おお、覚えているぞ、『直なお会らい樺か苗なえ』か!!　さぞ、見目良き若わか武む者しやになっているのだろうな」

「うん。かっこいいよ、いつも」

　摩芙は少しだけ、声に嬉うれしさを混ぜた。

　敵を見出しながら、アルベドも懐かい旧きゆうの喜びを隠かくさない。

「そうか、そうか、なによりだ」

「でも」

　スリッパの音が止まった。アルベドが振り向いた後ろ、

「とうとう『半開きの目』に、魅み入いられた」

　闇やみの中、大きく揺れる床に立ち竦すくむ摩芙が、苦く渋じゆうの呻うめきを絞しぼり出していた。

「今までよりも、ずっと、危ない目に遭あわされる」

　来るべき時が来てしまったことへの、不安が渦うず巻まく。

（あれが動き出したら……私も、やらなきゃいけなくなる）

　渦巻いて、しかしそれが、少女の力として深く巡る。

（私がカナちゃんを、危ない目に遭わせることも）

　身の内に生まれたそれを、摩芙は掌てのひらに握る。

（でも、そこにしか道がないんだったら）

　渦巻き巡る力を、振り絞るように。

（やらなきゃ、いけないんだ）

　アルベドの方の声こわ色いろは変わらない。

「構うまい、構うまい」

　むしろ、楽しそうですらあった。

「仮にも『半開きの目』が運命さだめた男だ。尋じん常じようならぬ危き機きも、平然と踏み越えられよう」

「うん」

　励ましにも聞こえた言葉に、微かすかな笑えみを混ぜて摩ま芙ふは頷うなずき返すが、

「それに、例えカナ・チャンが、我らと唯ゆい一いつ伍ごし得る『星の走そう狗く』として挑いどんで来ようとも、喜んで迎えようではないか」

　彼の言葉の実じつ、避け得ぬ行く末すえを目め指ざすがゆえの容よう赦しやなさが、心を凍らせる。

「誰だれであれ、共に破は滅めつへと向かう道連れなのだ」

「……」

　沈ちん黙もくの中から、摩芙は再び頷き、再び歩き出した。

「……うん」

　会話を途と絶だえさせた一いつ頭とうと一人の前に、やがて幅の広い登り階段が現れる。

　上階への開口部から、届くものが二つあった。

　一つは、揺れの源げん泉せんたる、波の低い轟とどろき。

　二つは、降り注そそぐ、鮮あざやかな赤い光。

　動きと広がりとが、待っている。

　アルベドは階段を器き用ようかつ軽快に登り、摩芙も足あし下もとを気にしつつ後を追った。

　登り着いた先は、やたらと広い、木の板からなる平へい坦たんな空間──即すなわち、甲かん板ぱん。

　その驚きよう異いの存在は、荒れ狂う漆しつ黒こくの波間に、鈍く大きく図ずう体たいを揺らしている。

　赤しやつ瑕か渦うず巻まく星々を頭ず上じように頂いただいた、巨きよ大だいな木もく造ぞう船せんだった。

　最低限、そうと分かる大おお雑ざつ把ぱな形状で、外に突き出す櫂かいも帆ほ柱ばしらも存在しない。

　荒海に抗こうし、身を処するための手立て、その一切を放ほう棄きした形状をしていた。

　造ぞう作さくした者の無知か、端はなから作る気がなかったのか、いずれにせよ──愚おろか。

　その名を、まさに『阿あ呆ほう船せん』。

　赤い光に黒い影を作る一頭と一人は、並び立つ形に互いを揃そろえると、荒波の揺れをものともせず、船せん尾びに向かって静しず々しず、歩みを進めた。

　甲板のそこここには、目の粗あらい砂さ金きんが吹き溜だまり、また堆うずたかく積もっている。赤い光に照らされたその煌きらめきは、絢けん爛らんながら毒どく々どくしく己おのが美を顕けん示じしていた。

　アルベドは長首を振り向けて、船の飾りを邪じや気きなく誇る。

「連中が動き出したせいか、『古い星』も『新しい黄おう金ごん』も一ひと際きわ艶あでやかになっていてなあ」

「ふう、ん」

　違いが分からなかった摩芙は、興きよう薄うすげな声を返していた。

　そうして行き着いた船尾には、実に馬ば鹿かげた設しつらえが待っている。

　豪ごう奢しやな厚あつ布ぬのを乱雑な骨組みに被かぶせた、小しよう劇げき場じようの如ごとき舞台である。

　幕まくは左右に開かれて、摩芙の目の高さ程の舞台上に、銀ぎん糸しで刺し繡しゆうされた『半閉じの目』の黒くろ幕まくを背にしたモノが、ぽつりと置かれていた。




　わざとらしいほどに宝ほう石せきを散りばめた、黄おう金ごんと天鵞絨びろうどの椅い子すに鎮ちん座ざする、

　壮そう麗れいな羽は根ね飾かざりや大おお仰ぎような衣い装しよう、さらには自らをも透すき通る水すい晶しようで成した、骸がい骨こつ。




　頰ほお杖づえを突き、顎あごを上げているのは、アルベドの言った通り、赤い星々を眺ながめているからか。眼がん球きゆうのない水晶の髑髏どくろからは表情は窺うかがえず、ただ赤い光を揺蕩たゆたわせるのみだった。

　彼の名は『友たるハイン』。

　世界を破は滅めつへと導く『半閉じの目』の首しゆ魁かいである。

　摩ま芙ふは、アルベドと共に、その舞台の前に立つと、小さくお辞じ儀ぎをした。

「ハイン様」

　呼びかけに返して、水晶の骸骨が、キャラリと鳴る。

　応じて、水晶の衣装や羽根飾りも、シャラリと音を立てた。

　微かすかに顎が下がり、頰杖を突いたまま謁えつ見けん者しやを見下ろす姿すがたとなる。

　こちらは棒ぼう立だちのアルベドが、

「仰おおせられている──滅ぼすために、滅ぼすべし──」

　声こわ音ねなき主あるじの言葉を代だい弁べんした。

　摩芙は見上げて、泣きそうな顔で報告を始める。

　アルベドはその傍かたわらに立ち、主の代弁を続ける。

　ハインは頰杖を突いて、一人と一いつ頭とうを見下ろす。

　赤い星々の下、漆しつ黒こくの海に揺られる船上で、世界を破滅へと導く企たくらみが編まれていった。













　　　山やま辺のべ手梓たずさの事情　２







　その人は当初、ごく稀まれに出くわす、旧きゆう校舎へと入り込んだ生徒と全く同じ反応を見せた。つまり、見つかったことに驚いて、逃げ出そうとしたのだ。

　私は、私だけの空間に侵しん入にゆうしてきた邪じや魔ま者ものに一いつ喝かつして、呼び止めた。

　いつもなら、そうされた相手は気まずそうに立ち止まる。

　わざわざ隠かくれて煙草たばこを吸っていたり、不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆう（他の言い方はしたくない）に及んでいたり、怪かい談だんの真しん偽ぎを確かめる探たん検けんをしていたり……常じよう識しきや校こう則そくに照らして不味まずいことをやっていたとして、お互い学生同士だ。一々告つげ口ぐちや取とり締しまりなどする気はない。入り込んだ経路を聞き出して、あとは軽く注意するだけなのだが、何故なぜか私は皆から、──そういうことをする人間と思われているらしい。それは必ずしも悪いことではない、と思いたいのだけれど。

　ともかく、そんなわけで一喝された相手は、いつものように立ち止まってしおらしく……ならなかった。どういうわけか、その人は逆に、全速力で逃げ始めた。

　まさか本当に犯はん罪ざい的な行為でもしていたのか？

　その不ふ審しんと懐かい疑ぎから、私も反射的に後を追って走り出した。その人は、あまり走り慣れていないのか、さほど足は速くなかったが、とにかくちょこまかと方向を変えた。旧校舎も、まるでその人が逃げるのを助けるように、上手うまい具合に逃げ道の廊下や階段を用意するので、捕つかまえるまでに相当な時間がかかってしまった。

　やがて取り押さえた、というより服の裾すそを摑つかんで一いつ緒しよに倒れ込んだ私は、荒い息を継つぎながら、その人に訊きいた。なにもしない、と走りながら何度も言ったのに、なぜ逃げたのか、と。

　私以上に息を切らしたその人の答えは、単純だった。

　貴方あなたがどんな人か知らないからだ、と。

　どうということのないその言葉に、それでも私は、不満に凝こごっていた胸の内が空っぽになったような、爽そう快かいな気分を抱かされた。と同時に、空あいた場所に、別のものを積み上げたくなった。私はそうじゃない、という『不満』ではなく、私はこうなんだ、という『本当』を。

　その人は、退たい屈くつすることなく、興きよう味み深そうに、私の奇き妙みような自己紹しよう介かいを聞いてくれた。

　好きなこと、嫌きらいなこと、知ってること、感じたこと、無む駄だに大きなことから、取るに足りない些さ末まつなことまで……その人にとっての私を、私は積み上げていった。

　そうして、旧校舎でまた会う約束をして、その人と別れた。













　　　３　十じゆう字じと渦うず巻まき







　春の朝は、明るくはあっても寒い。

　多柏たかえ学がく院いんの学生寮りよう［黄こう葉よう館かん］は、改修されたとはいえ大おお元もとが木もく造ぞう建築なので、廊下は裸足はだしでは歩けないほどに冷たかった。よって、男子寮では廊下に蹴け散ちらされたサンダルが、女子寮では部屋の中に専用のスリッパが、それぞれの特とく徴ちよう的な景けい観かんとして根付いている。

　この朝もスリッパが二組、ペタペタと音を鳴らして、女子寮の洗せん面めん所じよに向かっていた。

　淡いピンクのスリッパは、欠伸あくびを嚙かみ殺す一いち条じよう摩ま芙ふのもの、

「……～ん、にゅ」

「夜よ更ふかししていたのですか、摩芙ちゃん」

　鮮あざやかな水色のスリッパは、ルームメイトの草くさ刈かり都みやこのものである。

　都は摩芙の一つ年上、初しよ等とう部ぶ六年生で、多少素そっ気けない口く調ちようや、寝起きにもかかわらず背せ筋すじのしゃんと伸びている様さまが、自然な折り目正しさを感じさせる。常はお下げにしている髪かみも、寝起きなので軽く纏まとめただけ。スリッパと同色の、身み支度じたく用ポーチを手に提さげていた。

　摩ま芙ふの方は低てい血けつ圧あつ気ぎ味みなので、割とだらしない。

「ちょっと、だけ」

　言葉とは裏うら腹はらに、今にも閉じそうなほど目を細めて、手にある色違いのポーチを取り落としそう、加えて寝ね間ま着きの裾すそを巻き込むような摺すり足でノロノロ進んでいる。常は梳くしけずられている艶つややかな髪かみも、寝ね癖ぐせでわやくちゃだった。

　都みやこは、背せ筋すじを伸ばしたまま、小さな溜ため息いきを吐く。

「その姿すがたが学がく院いん中に広まっていれば、私も面めん倒どうがなくて済むのですが」

「メンドウが、すむ？」

　頭も覚めていないので、摩芙は曖あい昧まいに言葉を拾い返した。

　二度目の溜め息とともに、都は言う。

「昨日きのうは帰りが遅かったので言い忘れていましたが、また一通、手紙を託されました」

「ああ……」

　ようやっと摩芙は頭を働かせて、その意味を察した。

　手紙、というのはメールアドレスの交換を求める旨むねを認したためた（稀まれに長文もある）、所謂いわゆるラブレターで、摩芙は度たび々たびその手の物を貰もらっている。直なお会らいカナエのいない場所での彼女は、万ばん事じ控えめで、どこか陰のある、しかも手弱女たおやめ然とした麗れい容ようの持ち主、ということから、初しよ等とう部ぶに通う初心うぶな男子生徒の気を大いに引く存在なのだった。

　中ちゆう等とう部ぶ以上の生徒が聞けば、度ど外はずれた勇気、あるいは命知らずの無む謀ぼう、と表現するだろうこの行為は、カナエを噂うわさ以上に知る機き会かいの少ない初等部ならではのもので、摩芙はそういうことをする相手の安全を慮おもんぱかって、彼に噂の伝わらないよう細さい心しんの注意を払っている。

　初等部に在ざい籍せきする寮りよう生せいらも日ひ頃ごろから、あの『点てん火か済ずみの爆ばく弾だん』にガソリンを振りかけるような真似まねは危ない止めろ、と訴えているが、感情過か多たかつ思し慮りよ不足な初等部男子生徒による『お淑しとやかで儚はかなげな美少女』摩芙への接近は、一向に止む気け配はいを見せないのだった。

　一学年上ながらルームメイトの都は、いつの間にかそれら接近の窓口として認にん知ちされる存在となっていて、大いに迷めい惑わくしている。友達としては摩芙を好いているので、無む碍げにするわけにも行かないのが悩みどころだった。それに、

「いい加か減げん、摩芙ちゃんがたくさんの男性から好意を持たれていることを、直会さんに教えてはどうです。あの方がどういう人かを初等部に見せつけるのは……やはりダメ、ですか」

　比較的親しい彼女にとっても、どんなリアクションをするのか全く予想できないカナエに隠かくし事をしている、というのは、それなりにストレスが溜まるものなのである。

　言われた摩芙も、大いに困る。

「止めた方がいいと思う」

　桧ひの原はら里り久く以外には言っていないが、摩芙に危き害がいを加えた人間は、誘ゆう拐かい未み遂すい犯はんから砂すな場ばで泣かせた幼よう児じまで、その度ど合あいに応じた悲ひ惨さんな末まつ路ろを──必ず、一人も逃のがさず──辿たどっていた。

「私が断れば、いいだけだから」

　自分の所で止められるのならそれに越したことはない、というのが、彼女が学がく院いんで身につけたベターなスタンスなのだった。いつしか覚めていた頭で、年上の友達に謝る。

「ごめんね、都みやこちゃん」

「私ではなく、手紙の相手に言って下さい」

　三度目の溜ため息いきを吐いて謝しや罪ざいを流した都は、前方、洗せん面めん所じよのある廊下の先から歩いて来る人ひと影かげに気付いた。立ち止まって、しっかりとお辞じ儀ぎする。

「おはようございます、寮りよう長ちよう」

「あ……ああ」

「？」

　いつもの明めい朗ろう快かい活かつな彼女とは違う、曖あい昧まいで緩い返事を、都は不ふ審しんに思い、顔を上げた。

　表情も同じく曖昧で緩い、女子寮長──山やま辺のべ手梓たずさは二人に顔も向けず、覚おぼ束つかない足取りで傍かたわらを通り過ぎ、廊下の先、寮の玄げん関かんへと向かう。

　寮長は体調を崩くずしてる？

　でも、制せい服ふくを着て、鞄かばんも持ってる？

　あんなフラフラしてるのに、登校するつもり？

　疑問を抱かされながらも声をかけることを躊躇ためらわせる、奇き妙みような壁とでも言うべき雰ふん囲い気きが、歩き去る背中を包んでいた。代わりと、傍らの友達に尋たずねる。

「寮長、どうしたんでしょう」

　摩ま芙ふは、答えなかった。

　答えず、ただ手梓の背中を見送っていた。

　まるで、彼女の病びよう根こんを見留めたかのような、苦く渋じゆうの表情で。







　まだ登校する人影もない早朝の坂道を、山辺手梓は足取り重く登る。

「ふぅ……」

　熱っぽい吐と息いきが、内からの圧力に耐えかねたように、下向きに漏もれていた。頭は重たげに垂たれ、目め線せんも地面を彷徨さまよっているが、当人にはその沈ちん鬱うつな姿すがたへの自覚はない。どころか、

（久しぶりに、見た……あの頃ころの、あの人の、夢を……）

　懐なつかしく胸温あたたまる夢から覚め切らない、まさに夢ゆめ現うつつの有あり様さまである。良い夢だった──が、それゆえに、相手を求める思いで心は侵おかされ、焦しよう燥そうと渇かつ望ぼうとでジリジリ焼け付いていた。

（変な嗅きゆう覚かくのある直なお会らいが、いきなり変な動きをした、あの階段……）

　寮の朝食時、直会カナエにあのときのことを問い質ただす。そんな、昨晩に決めたはずの予定も脳のう裏りから消し飛んで、ただただ短たん絡らく的に、目当ての場所へと重い足を引きずってゆく。

（あそこにもう一度行って、詳しく調べれば、見つけられるかもしれない……）

　自分の目で確かに、自分の足で近くに、それだけが頭を占めていた。ポケットの中でも、今度は絶対に落とさないよう、それを指先に確かめて、思う──思いに、囚とらわれる。

（あの人に、もう一度会うための『扉とびら』が……）

　いつしか動どう悸きまで高まって、朦もう朧ろうとした意い識しきの中で、胸を鷲わし摑づかみに押さえていた。そこに、鈍く瞬またたく紋もん章しようが宿っていることにも、気付いていない。

（見つけられるかも、しれない……!!）

　仄ほの昏ぐらい予感を抱かせるそれは、鈍どん角かくを下に向けた平べったい二に等とう辺へん三角形と、中心にある多重の半円、という形状を、指の隙すき間まから覗のぞかせていた。







　学生寮りよう［黄こう葉よう館かん］の食堂は、朝七時半から開いている。

　献こん立だては、おかわり自由なご飯はんに汁しる物もの、あとはそれなりのおかずが三品ほど。今朝けさは鮭さけの切り身・卵焼き・青物サラダという、平へい凡ぼんながら満足度の高い品しな揃ぞろえである。

　直なお会らいカナエは、毎朝きっかり七時四五分、食しよく卓たくに着く。小こ柄がらな割に大たい食しよく漢かんなので、ご飯は大盛り。朝食前に、溜たまった罰ばつ点てんを消化すべく浴よく場じよう（無む論ろん、男子寮のみ）の掃そう除じを終えたばかりなので、より食も進む。がつがつ、というより、すいすい、といった風情ふぜいで完食し、

「っんぐ、ぷはぁ」

　最後にお茶を飲み干して、既すでに何度目か、寮りよう生せいも疎まばらな食堂を見回した。

「……摩ま芙ふ、どしたんだろ。やっぱ、どこか具合が悪いのかな」

　病院の診しん察さつ予約をするため今日きようの下校時間を訊きく、という計画がいきなり狂ったことで、またぞろ心配がぶり返し、そわそわし始める。

　その向かいの席、静かに食べ終え、箸はしを置いた桧ひの原はら里り久くが、

「もしそうなら、まずおまえに連れん絡らくが来るはずだから、それはないだろう」

　あっさり過か保ほ護ご少年の懸け念ねんを打ち消した。

　とはいえ、低てい血けつ圧あつ気ぎ味みの体を引きずるように、カナエの朝食に付き合うのが一いち条じよう摩芙の常じよう態たいなのである（カナエが定てい刻こくを守っているのは、摩芙との合ごう流りゆうのため）。朝食の時間になっても姿を現さないのは珍めずらしい。そうなるとして、連絡を寄よ越こさないのは、なお珍しかった。

　カナエは、食堂の女子寮側出入り口を、片かた肘ひじ突いて見やる。

「ふーむ。すると、アレが長引いてるのか」

「なら、仕し様ようがない」

　里久が、なんともいえない微び妙みような顔で答えた。

　アレというのは摩芙の日につ課か、猫ねこ動どう画がの実じつ況きようである。毎朝ネットを巡回し、見つけた可愛かわいい猫動画に合わせてニャゴニャゴだのニャフフだの小声でアテレコしているのだった。

　カナエと里り久くは過去に一度、その怪あやしげな場面に出くわして、三日ばかり顔を合わせる度たびに物を投げつけられる、という理り不ふ尽じんな仕打ちに遭あっている。それ以後、朝はできるだけ摩ま芙ふをそっとしておく、というのが二人の鉄てつ則そくになったほどだった。今朝けさはたまたま、長いものかシリーズ連作でも見つけて、遅ち刻こく寸前まで粘るつもりなのだろう……。

「先に学校行く用意しとこう」

「ああ」

　二人は溜ため息いき混じりに席を立ち、食器の返へん却きやく棚だなに向かう。

　と、その前、女子寮りよう側から、お下げの女の子が入って来るのが見えた。

　カナエらとも顔見知りの、草くさ刈かり都みやこである。彼女は食堂の一角に据すえ付けてあるホワイトボード、寮りよう生せいが連れん絡らくを取り合ったり告こく知ちを張り出したりする掲けい示じ板ばんに、なにやら書き込み始めた。

　返却棚にトレイを置いた二人は、書き込みに何気なく目を留め、次いで足も止めた。

『先に登校しています。５の１　一いち条じようマフ』

　少し迷って、最後に『ちゃん』と書き加えた少女に、カナエは声をかける。

「都ちゃん、摩芙は先に出たの？」

「おはようございます。見ての通りです」

　まず折り目正しくお辞じ儀ぎと挨あい拶さつをした都は、素そっ気けない口く調ちようで答えた。これはカナエや里久が嫌きらわれているわけではない。彼女は誰だれに対してもだいたい、こんな感じである。

　それでも二人は、合わせつつも揃そろわない挨拶を返し、

「「おはよ」う」

　カナエが加えて尋たずねる。

「摩芙、なにか用事があったのかな」

「聞いていません。たった今、出がけの摩芙ちゃんに書き込みを頼まれただけです」

　やはり丁てい寧ねいかつ素っ気なく、都は答えた。

　摩芙が伝でん言ごんする相手は寮生でも最大二人しかいないのだから、その二人を見つけた時点で言いに来ればいいはずだが、頼まれた書き込みをまず果たすのが、実に彼女らしい。

「そっか、ありがと」

「……いえ、それでは、失礼します」

　なぜか一いつ瞬しゆん、カナエを見つめると、都はまたお辞儀して朝食を取りに行った。

　そんな彼女を見送っていたカナエに、里久が訊きく。

「先せん輩ぱいの方はどうする」

「そういや、今朝は先輩も見てないか」

　二人が見渡す食堂に、山やま辺のべ手梓たずさの姿すがたはない。幼よう年ねん部ぶより上の寮生は始し業ぎよう時間が同じなので、朝食時に遭そう遇ぐうする確かく率りつはそこそこあるはずだったが、今日きようはそうではない方の日らしい。

「ま、急ぐこともないだろ」

　他にも『半閉じの目』を探すって用事もあるし、あとは成り行き次第でいこう……とカナエは全く以てテキトーに開き直った。ただし、兄としての責務は忘れない。

「病院の予約もあるし、摩ま芙ふには昼までに連れん絡らくするよう、メールだけ打っとこう」

「相変わらず一いち条じようのこととなるとマメだな」

　二人は登校の準備をするため、部屋に引き上げる。







　一条摩芙は、寮りようの外に出るや、自身を『半閉じの目』の呪じゆ力りよくで包んだ。

　これで、何者も彼女を見留めることができなくなる。唯ゆい一いつの例外は、同質にして相あい反はんする力を持つ少年だけだが、彼は今いま頃ごろ、大盛りご飯はんの朝食を摂とっているはずである。

（死像トランジが生まれるのも、近い）

　誰だれにも届かない溜ため息いきを零こぼすと、摩芙はその場でクルリと回った。

　可愛かわいらしい動作、というには鋭い、演えん舞ぶ、あるいは演えん武ぶのように。

　その回転が終わると、彼女の姿すがたは豹ひよう変へんしていた。

　鞄かばんは何処どこかに消え、代わりに大きな杖つえを手に取っている。

　制せい服ふくの上からは、大きなフード付きマントを被かぶっていた。

　杖を重々しく地に突き、フードを深々と下ろして、寮の正門から坂の上を見やる。

（上手うまく誘ゆう導どうして、その後も……できる、かな）

　初めての作業と秘ひめたる心しん算ざんを前に、小さな緊きん張ちようと大きな恐きよう怖ふが身を震わせた。震わせて、しかしそれらを動どう力りよくに、旋せん回かいする渦うず巻まき文もんを後こう背はいに発生させる。

　三重ほどの螺ら旋せん、真しん円えんを緩く落とし込む形態が、大だい地ちの軛くびきを誤ご魔ま化かし、その体をゆらゆら浮かび上がらせた。ややの危うい浮ふ遊ゆうを経てから、急加か速そくする。

　目当ての少女、その宿した紋もん章しように向けて──『ハインの手先』は、飛んだ。







　一時間目後の休み時間、直なお会らいカナエと桧ひの原はら里り久くは、担たん任にんの橘たち樹ばな逢あいに廊下へと呼び出された。

「なんですか、先生」

　教室移動や遊びに出る生徒らの喧けん騒そうに揉もまれつつ、吞気のんきに言うカナエへと、常には見ない深しん刻こくさを面おもてに表して、逢は尋たずねる。

「直会君たちって、今朝けさは普通に登校してたよね？」

　奇き妙みような確かく認にんに、傍かたわらの里久までもが、なにを訊きいているのか、と怪け訝げんな顔になった。

「今朝は、先生と一いつ緒しよでしたが」

　逢は落ち着きなく頷うなずく。

「う、やっぱりそうよね、うん」

　今朝けさ、彼女は二人と寮りようからの坂道を、たまたま一いつ緒しよに登校している。だからこその確かく認にんだったのだが、当然のこと、彼らには不ふ審しんを抱かれてしまう。さらに、

「やっぱり、昨日きのうとは関係ないのかな」

「なにかあったんですか」

　つい漏もらしてしまった呟つぶやきに、すかさずカナエが食いついた。

「それは……えっと」

　逢あいは追い詰められたような顔になった。微び妙みように無法で明白に突とつ飛ぴというこの少年に、彼女は弱い。僅わずか数秒で観念して、事実を告げる、というより相談する。

「朝早くに山やま辺のべさんが、今日きようの授業に使う物を置き忘れたから、って旧きゆう校舎に入って行ったそうなんだけど……まだ帰ってこないのよ」

「！」

「どういうことです？」

　常は穏おだやかな里り久くにまで詰め寄られて、逢は涙なみだ目めになった。

「分からないから訊きいてるんだってば。始し業ぎよう時間になっても鍵かぎ閉しめの連れん絡らくが来なくて──」

　何事か、言葉を継つごうとしたカナエは、

「ッ!!」

　突然、眼前の逢を、強く蹴けり飛ばした、

　ように見えた。

　実際には、いきなりの暴ぼう挙きよに硬こう直ちよくしている逢、

「──」

　その彼女に抱きつこうとしていた誰かを、蹴り飛ばしていた。

　誰だれかは吹っ飛んで、廊下を行き交う生徒の間へと転がり込む。

「直なお会らい!?」

　流石さすがに驚いて叫ぶ里久にも、カナエは答えない。ただ、大騒ぎになっている廊下へと転がって倒れている誰かを、獣けもののように身を低く屈かがめて凝ぎよう視しする。

　ざわつく生徒たち、

「ど、どうしたの、いきなり？」

「げっ、直会カナエか！」

「今度はなにしでかしたんだよ」

　その足あし下もとでぎこちなく蠢うごめき、起き上がろうと藻も搔がいている誰かは、

「なんだ、これ」

　カナエが思わず声を零こぼした通りの──誰かではない、なにかだった。

　人間、では決してない。

　薄汚れて光こう沢たくのない襤褸ぼろ布ぬの越しに、大おお雑ざつ把ぱな人ひと型がたのフォルムが浮かび上がっている。そこここに開いた穴や裂さけ目からは、アナクロながら精せい緻ちに回り巡る歯車や発条ばねが覗のぞいていた。

　シャラシャラ、あるいはカリカリ、細かな金きん属ぞくの擦こすり合う駆く動どう音おんに、キキキと耳みみ障ざわりな軋きしみを混ぜて、その襤褸ぼろ布ぬのオバケとでもいうべきなにかは、ゆっくりと体を起こしてゆく。

（ドッキリの類たぐい、にしては凝こり過ぎ──）

　というカナエの半はん信しん半疑は、起き上がったそれが、顔らしき部位を向けた瞬しゆん間かん、霧む散さんした。

「!!」

　のっぺりとした、左右も判はん然ぜんとしない目の位置に、とある紋もん章しようが瞬またたいている。

　鈍どん角かくを下に向けた平べったい二に等とう辺へん三角形と、中心にある多重の半円。

　カナエは、全く同じ形をしたそれを二種類、知っていた。

　しかし今、うち一つと出くわして、見み間ま違ちがえることは絶対になかった。

　総そう身しんに仄ほの昏ぐらい予感を走らせるそれの名が、浮かび上がる。




（──『半閉じの目』──!!）




[image: ]

　紋章を瞬かせるオバケは、襤褸布の内で緩かん慢まんに片かた膝ひざを突き、立ち直る体勢を取った。

（とうとう見つけた、というより、向こうから来てくれたのか）

　カナエは予感への忌き避ひを抱きつつも、まさに『星せい平へい線せんのそよぎ』の言った通り、近過ぎるほど近くに忽こつ然ぜんと現れた紋もん章しよう『半閉じの目』と、真まっ向こうから対たい峙じする。

（まさか、これって『半閉じの目』に取り憑つかれた誰かだったり、する？　人間が入ってるようには見えないけど、一体どうし──）

　数秒、思し考こうを流す途と中ちゆうで、

「あ」

　今さらながら、気付いた。

（本当に見つけたんだけど、その先は？）

　見つけた先のことを、そよぎが全く語っていなかったことに。

　彼女の要よう請せいは、まず『半閉じの目』を見つける、までだった。

　キキキ、と軋きしみを上げて襤褸ぼろ布ぬのオバケは腰を浮かせつつある。

（でも、早くなんとかしないと、またしでかすぞ、この誰だれだかナンだかは）

　対たい処しよに困ったカナエは、

（ぶっ壊こわしていいモノなのかな、というか、できるのかな）

　相談するように、まずは大いに頼る桧ひの原はら里り久くを、次にそれなりの橘たち樹ばな逢あいを、順に見やる。そして、その二人を、さらには取り囲む生徒たちを目に入れたことで、また気付く。

　光こう景けいが、おかしい。

（なんで、誰だれも騒がない？）

　否いな、騒いではいた。

　しかしそれは常のもの、即すなわち『直なお会らいカナエがしでかしたとき』と同じ騒ぎ方でしかない。蠢うごめく襤褸布オバケを前にしての恐きよう怖ふや狼ろう狽ばいなどではなかった。

　里久の反応も、常と同じ。やや困った顔で、まず友人の突とつ拍ぴよう子しもない行動の意味を知るべく尋たずねてくる。やはり同じく、怯おびえる逢を背後へと隠かくしつつ。

「今度は、なにを蹴けったんだ？」

　という形の問いになったのは、以前にも逢に襲おそいかかった蜂はちを鼻先で蹴り潰つぶしたことがあったからである（そのときは、自分が蹴られた、と錯さつ覚かくした逢が卒そつ倒とうしてしまった……刺されて鼻を腫はらすよりはいいだろう、とカナエは判はん断だんしたのだが）。

「なに、って」

　カナエは返答に窮きゆうした。

　里久も逢も周りの生徒らも、転がり込んだ先で足にぶつかった生徒すら、すぐ側そばで蠢く襤褸布オバケではなく、なにかを蹴り飛ばしたらしいカナエの方しか見ていない。

（この変なオバケが、見えてない？）

　というより、自分にだけ見えている。そんな状況をどう説明すればいいのだろう。他の生徒にぶつかっている、ということは、妄もう想そうではない確かな現実のはずなのだけれど。

　等々、周りの情じよう景けいを拾い上げ、

（そういや、そよぎさんは『半開きの目』を宿した者にしか『半閉じの目』は見えない、とか言ってたっけ……『目』印じるしだけじゃなく、宿してる奴やつも含めてってこと？）

　そう結論づける、というより感じ取るカナエを余所よそに、襤褸ぼろ布ぬのオバケが顔の布を横に一線、ビビッと裂さいて、口らしきものを開けた。その内部、黄おう銅どう色いろの不ふ揃ぞろいな金きん属ぞく部品の歯を並べた奥から、吹き抜けるような音が漏もれる。

〈どこ〉

　その異い様ようにぼやけて響ひびく声に、まずカナエが、

「!!」

　そして今度は、周りの誰だれもが等しく、驚いた。

「ぅわっ……今、なにか聞こえた？」

「声、じゃないの……校内放送？」

「気持ち悪いな、なんなんだ？」

　ざわめき、辺りを見回す生徒たちの鼓こ膜まくを、続いて大声が叩たたく。

「んひゃー!?」

　ただし、恐きよう怖ふの絶ぜつ叫きようではなかった。

〈どこ〉

　カナエに蹴けり倒されたモノではない、新たに現れ、新たな音を漏らしていた襤褸布オバケにスカートをまくり上げられた逢あいの、羞しゆう恥ちの悲鳴だった。

　隣となりに立った里り久くには、いきなりスカートが持ち上がったようにしか見えない。

「……」

　ぽかーん、とも、じーっ、とも取れる相手の反応を前に、

「わゃっ？　な、なにこれ、ちょっと！」

　必死に元に戻そうとする逢の鼻先を、

「このっ！」

　再びカナエの蹴りが掠かすめた。

　二体目のオバケは、あえなく弾はじき飛ばされ、再び取り囲んでいた生徒らの輪にぶつかる。

　その衝しよう撃げき、

　先からの妙みような声、

　逢の身に起きた怪かい現げん象しよう、

　また蹴飛ばしたらしいカナエ、

　そして、

〈どこ〉

「へ──痛っ!?」

「えっ、靴くつ、浮いてる？」

　転げた足から、脱がされる靴くつ、

〈どこ〉

「だ、誰だれか……俺おれの、ポケット、探ってる」

　乱らん暴ぼうに引っかき回される上うわ着ぎ、

〈どこ〉

「い、今の、見た？」

「えーと、扉とびら、ひとりでに開いた、ね」

　次々と起こる、新たな怪かい現げん象しよう、

〈どこ〉

「もしかして、さっきから直なお会らいカナエって」

「ケンカしてたり、した、のかな」

「はっ、はは……相手は、なにさ？」

　とりどりのそれらで、生徒たちはようやく、自分たちなりの解かい釈しやくで事じ態たいを吞のみ込む。

〈どこ〉

「オバケー！」

「幽ゆう霊れい!?」

〈どこ〉

「きゃー!?」

〈どこ〉

　目に見えない、いつしかさらに数を増やしている襤褸ぼろ布ぬのオバケを織り交ぜて、パニックが始まった。自分の身み近ぢかな怪かい異いから遠ざかろうと、つまりはあちこち入り交じって、逃げ惑まどう。

「あーあーあー」

　発ほつ端たんとなったはずのカナエは、収しゆう拾しゆうの付かない騒そう動どうの中心で、一見してケロッと、内ない心しんも大して変わりなく……ただし、なにをすればいいかは分からず、ただ惨さん状じようを眺ながめていた。

（そよぎさんも、どうすりゃいいのかキッチリ話してくんなきゃ、困るんだよなあ）

　その傍かたわらで、里り久くが腰を抜かした逢あいを助け起こしている。

「先生、その年でウサギさん柄がらはどうなんでしょう」

「う、うるひゃーい」







「ない」

　山やま辺のべ手梓たずさは一人、鈍い頭を抱え、重い足を引きずって、旧きゆう校舎を彷徨さまよっている。

「どこ」

　教室に鞄かばんを置きにすら行かず、庶しよ務む課かに無む理りを言って中に入ってから、彼女は延えん々えん同じ場所を行ったり来たりしていた。鞄かばんをどこに放り捨てたのかも、覚えていない。始し業ぎようのホームルームも、一時間目が始まったことにも気付いていない。ただ目の前にある壁を手で触り、変わりがないか確かめ続けている。

「ない」

　無む為いの一歩毎ごとに焦しよう燥そうと渇かつ望ぼうが増し、求めるものを得られない苦痛ばかりがいや増してゆく。ただ眼光だけを強く走らせて、覚おぼ束つかない足取りで壁を探ってゆく彼女の姿すがたは、いっそ幽ゆう鬼きじみた不ぶ気き味みさすら漂ただよわせていた。

「どこ」

　確かに、間違いない、ここしかない、という妄もう執しつの断片が、彼女を歩かせる。そこは昨日きのう、直なお会らいカナエが転んだ、短い階段。あの様よう子すに、なにかがあった、と直感した。確かに、間違いない、ここしかない。なのに、

「ない」

　見つからない。

　それでも、短い階段の壁を中心に、階段ホールから奥の校舎の扉とびらまでを延えん々えん、往復する。

　あの直会カナエを転ばせた、なにか──『言ことづて妖よう精せいの扉』の手がかりを見つけるまで。

「どこ」

　身の内に澱よどむ落らく胆たんの脱だつ力りよく、あるいは溢あふれる悲ひ嘆たんの涙が形を成すように、彼女の壁に付けた指や、揺れる髪かみの先、スカートの端はしからも、カラリ、コロリ、と零こぼれ落ちている物がある。

　それらは、光こう沢たくのない黄おう銅どう色いろの、捻ね子じであったり歯車であったりの、部品。

　それらは、当あて所どなく床の上を転がる内に、翳かげりを帯び膨ふくれあがってゆく。

「ない」

　形を成して立ち上がったそれらは、薄汚れた襤褸ぼろ布ぬの越しに、大おお雑ざつ把ぱな人ひと型がたのフォルムを浮かび上がらせ、そこここに開いた穴や裂さけ目から、アナクロながら精せい緻ちに回り巡る歯車や発条ばねを覗のぞかせる……オバケのような、なにか。

〈ない〉

　数十、百にもなろうかというそれらは、シャラシャラ、あるいはカリカリ、細かな金きん属ぞくの擦こすれ合う駆く動どう音おんに、ギギギ、と耳みみ障ざわりな軋きしみを混ぜて、部品の転がった先へと四し方ほう八はつ方ぽう、夢む遊ゆう病びよう者しやのように緩かん慢まんな足取りで散ってゆく。

〈どこ〉

「ない」

　彼女は、自らが撒まいているそれら存在に、全く気付いていなかった。

〈どこ〉

　襤褸布オバケの頭部に、また己おのが胸に不ふ吉きつな瞬またたきを点ともす、紋もん章しようにも。

「ない」

「ないよ」

　そこに、幼おさない少女の声が、かかった。

「……！」

「どこにも、ないよ」

　手梓たずさが仰あおぎ見た階段の上から、何者かが彼女を見下ろしている。

　頭まですっぽりとフードを被かぶった、マント姿すがたの少女、らしい。暗色のマントには、各所に薄い光を放つ渦うず巻まき文もんが意い匠しようされている。そしてなにより、フードの額ひたいに一つの紋もん章しようが不ふ吉きつな瞬またたきを見せていた。鈍どん角かくを下に向けた平べったい二に等とう辺へん三角形と、中心にある多重の半円──

　即すなわち『半閉じの目』。

　その瞬きに目を細めた手梓は、焦しよう燥そうと渇かつ望ぼうのまま尋たずねる。

「な、い？」

「そう。どこにも、ない」

　傲ごう然ぜんと言い放つ表情は、紋章の瞬きとフードの奥に隠かくれて窺うかがい知れない。

　しかし、そんなことは手梓にとってどうでも良かった。

「どこにも、ない？」

　今の彼女には、たった一つ『言ことづて妖よう精せいの扉とびら』だけが、必要だった。

　その想おもいを、少女は容よう赦しやなく打ち砕くだく。

「あの噂うわさは、噓うそ。全部、偽いつわり」

　少女の言葉は『半閉じの目』の呪じゆ力りよくを帯びて、心の均きん衡こうを否定・後こう退たい・消しよう極きよく・退たい廃はいへと、強ごう引いんに傾けてゆく。言葉の真しん偽ぎは問題ではなかった。そうと思い込ませることで、聞く者の心に一定の方向性を持つ力を生じさせる、これはエンジンのクランクを回す作業だった。

　誘ゆう導どうされた手梓は、よろめき、呟つぶやく。

「噓、偽り……でも、私は、確かに……」

　胸の内に抱いていたものが揺らぐことで、力が生じつつあった。

　彼女が今も零こぼし続ける、様さま々ざまな部品の核かくたる力──運うん命めいの動力が。

　マントの少女は、瞬きの陰に隠かくしていた杖つえを、ゆっくり差し向ける。

「さあ、動いて」

　歯車と発条ばねが先せん端たんに絡む、機き械かいと魔ま術じゆつの混交したそれが、手梓の胸へと焦しよう点てんを当て、強きよう烈れつな閃せん光こうと共に『半閉じの目』の呪力を放出した。

　バン！

　落らく雷らい、あるいは爆ばく発はつにも似た破は裂れつ音おんが轟とどろき、

　やがて、あるいは徐おもむろに、緩く鈍く動き出す。

　大きく重い、金きん属ぞくと金属が擦こすれ合うような、

　それは、運命の歯車を無む理り矢や理りにずらす音。

　手梓たずさの体からは、今や部品は零こぼれるのではなく、溢あふれている。

「あ、あ……？」

　胸に点ともる紋もん章しようは、今や鈍くではなく、ぎらぎらと瞬またたいている。

　少女は数秒の躊ちゆう躇ちよを間に置くと、とどめの一ひと言ことで起き動どうさせる。

「あなたの望みは、叶かなわない」

「……　　──　　ッ　　!!〉

　手梓は、声にならない絶ぜつ叫きようを上げた。

　世界を破は滅めつに導く運うん命めいの獣けもの『死像トランジ』が、生まれる。

　と、

「！」

　そんな劇げき的てき極まる波は乱らん情じよう景けいの最中、

　陽気な携けい帯たいの着メロが流れた。

　少女のマントの内側から。







　パニックに沸わき返る廊下の阿あ鼻び叫きよう喚かんを交えて、

「摩ま芙ふ、今どこ!?」

　直なお会らいカナエは携帯に向かって叫ぶ。

「見えない変なのがうろついてるから、動かないでジッとしてて！」

　どうやら自分の周りだけではない、学がく院いん全体が不ふ意いな怪かい奇き現げん象しようによって大混乱に陥おちいっているらしい、と気付くや、彼はなによりも先に、一いち条じよう摩芙と連れん絡らくを取っていた。

「嚙かみ付いてはこないと思うけど、刺し激げきするような行動は取っちゃダメだよ!?」

　出現当初、どこ、どこ、と唸うなり声を上げては、人・物を問わず一いつ帯たいを探り歩いていた不ふ可か視しのオバケらは、今や言げん動どうを様さま変がわりさせ、

〈ない〉

　と深い嘆なげきを漏もらし、無む秩ちつ序じよに彷徨さまようだけとなっている。

　オバケに負けず大小の叫びを上げて駆かけ回る生徒らは、逃げ道を求めつつも得られない。なにせ相手は、彷徨う不可視の障しよう害がいである。どう躱かわせば良いのか分からず、

〈ない〉

　という嘆きが聞こえる度たびに、必死で遠ざかるだけだった。その遠ざかった先で別の嘆きを聞き、また別の方向へ、という不ふ毛もうな繰り返しを、彼らは延えん々えん続けている。

　これら真の光こう景けいを『半開きの目』の力か、唯ゆい一いつハッキリ捉とらえていたカナエは、

「すぐ、こいつらをなんとかして、そっちに行く！」

　ゆえにこそ見えないはずの摩芙を助けるため、初しよ等とう部ぶへと向かおうとしていたのだが、

《私は大だい丈じよう夫ぶだから》

　その少女から、予想外の拒きよ絶ぜつを受け取って、言葉に詰まった。

「大丈夫って、摩ま芙ふ」

《カナちゃん》

　摩芙は、携けい帯たい越しでも分かる奇き妙みような平静さで、不ふ可か解かいなことを言う。

《どっちもしない、ってのは……ダメ？》

「えっ？」

《なんとかするのも、こっちに来るのも》

　話の流れを摑つかめないカナエには、答えようがない。

　彼の様よう子すを察してか、暫しばしの間を空けて、

《私は、大丈夫だから》

　念ねん押おしするような再びの声を最後に、携帯が切れた。

「……？」

　ここまでの怪かい奇き現げん象しようの中で、助けを拒まれる意味が、カナエには全く分からなかった。切られた携帯を前に首を傾かしげ、途と方ほうに暮れる気分で立ち尽くす。

　そんな彼の頭ず上じように、チャイムの音が降りかかり、律儀りちぎに授業の開始を告げていた。パニックが始まってから十分程度しか経たっていなかったらしい。もっとも、この状況下では、誰だれもそんなことを気に留める余よ裕ゆうなどありはしない。異常な光こう景けいに重なる日常の音は、逆にシュールさを際きわ立だたせる効果音と化していた。

　ただ一人、新たな音に刺し激げきされてか、里り久くが声をかける。

「直なお会らい、おまえ……今のこれがどういうことか、分かるのか」

　比較的冷静に見えるのは、従来の平へい淡たんな性格もあったが、なによりカナエが実際にオバケらしきものを蹴けり飛ばしたのを見ていたためでもあった。とはいえ、その彼も握る手は硬く、頰ほおに冷ひや汗あせも見える。傍かたわら、倒れないよう彼に支えられ、

「オバケ、オバケ怖こわい」

　青白い顔でブツブツ呟つぶやく橘たち樹ばな逢あいより幾いく分ぶんかマシ、という程度ではあった。

　カナエの方も、答えようがない。

「オバケ……っぽいのは見えるけど、分かるかと言えば、全然」

　摩芙に拒まれた残ざん滓しのような嘆たん息そくに、ぼやきが混じる。

「そよぎさんってば、見つけた後のこと、なにも教えてくれなかったし」

「あのとき詳しく説明しても、本ほん気きで受け取ってくれなかったでしょ？」

「そりゃ、そうだけ──」

　返事をしかけたカナエは、里久の方を見て、相手が先と変わらない様子なのを確かく認にんした。そもそも、さっきの声は里久のものではなく、確かに──

「実際にこうなってからでないと、まともに耳を傾けては貰もらえない。そう思ったから、あえて詳しく話さなかったのよ」

「そよぎさん!?」

　すぐ近くに聞こえた声の方、いきなりの大声に驚く里り久くとは逆側へと振り向いたカナエは、

「やっほー」

「……」

　自分の肩の上に、妙みような物を発見した。握り拳こぶし大だいの丸っぽい顔に大きな口の開く、寸すん詰づまりの人形──パペットだかマペットだか、山羊やぎだか羊ひつじだか、子供向けの人形劇げきに出てくるようなそれが、吞気のんきにパクパクと口を動かして挨あい拶さつしていた。

「そよぎさんですよー」

「……そよぎ、さん？」

　問いかけに、パペットはパクパクしながら返す。

「ですよー」

「なに、やってんの？」

「見ての通りだけど、分かんない？」

「うん」

　カナエは率そつ直ちよくに頷うなずいた。

　そよぎパペットは器き用ようにずっこける。

「キミに呼ばれたから来たんでしょうが。私はこっち側に出ちゃ不味まずいから、代わりにこの、可愛かわいいそよぎさん人形を寄よ越こしたのですよー」

「なんだ、ただ呼べば良かったのか」

　声に合わせてピョコピョコ動くパペットの乗る肩を、カナエは軽く落とした。

　その平然とした様よう子すに、そよぎパペットは残念そうに首を振る。

「ぬぅ。前もそうだったけど、キミってばリアクション薄いねえ。こちとら、キミの覚かく醒せいで百年越しの禁が解けて、堂どう々どうと外への干かん渉しようができるようになった喜びで……ホラこれ！」

　大おお口ぐちを開け両手を広げる、恐らくはフリーダム的な意味であろうポーズが示された。

「絶対的に場を和なごませる二十一世せい紀きのスーパーアイテム『パペット』なんか作っちゃったりなんかしたんだよ？　これが出てきたら皆、笑顔と声せい援えんで応こたえるのが義ぎ務むなんでしょ!?」

　カナエの反応は、その逆。

「なにその偏かたよった知ち識しき。っていうか、この騒ぎの中で、よく言えるね」

　パペットに向けていた生なま暖あたたかい視線を、未いまだ続いている周囲のパニックへと転じた。

　逃げ惑まどう生徒とうろつくオバケの群れからなる騒ぎは、収まるどころか狂きよう騒そうの度を増しているようにすら見える。気のせい……ではなく、明らかにオバケの数も増えていた。

　と、眉まゆ根ねを寄せた里久が、二人の会話に質問で割って入る。

「直なお会らい、そこにも、なにかいるのか」

「うん。やっぱ見えないんだ？」

　答えるカナエに、

「姿すがたが見えないだけじゃなく、声も聞こえないようにしてあるよ。この愛らしいフォルムに秘ひ匿とく性まで完備！　粗そ雑ざつな『クレンペル』どもとは根本の出来が違うんだから」

　今度はそよぎパペットが、回答で割って入った。

　カナエは説明から察する。

「もしかして、クレなんとかってのは、あれのこと？」

　目め線せんが指すのは言うまでもなく、廊下のそこここで蠢うごめいている、襤褸ぼろ布ぬのオバケ。

「そう、クレンペル。歪ゆがんだ運うん命めいの欠片かけらみたいなものかな。言げん動どうが辿たど々たどしいのは、本体が未み成せい熟じゆくなときに切り離されたからだね。『ハインの手先』も初めてのことで、慣れてないみたい」

　全然分からないカナエは、とりあえず、

「へえ」

　とだけ返してから、本ほん命めいの問いをぶつける。

「そよぎさんの力で、クレなんとかを退たい治じできないの？」

「うん」

「そう──ってちょっと!?」

　思わず突っ込んだ鼻先に、フワフワ布ぬの地じの手が突きつけられた。

「するのは、キミ」

「えっ、できるんだ」

　突きつけられた指が、実際に鼻を押す。

「簡単だよ。てか、仮にも『半開きの目』の力が宿ってんだから、できなきゃ私が困る」

「具体的にはどうやって？」

　実際、襤褸布オバケ……クレンペルが見える以外、力とやらの感かん触しよくが、カナエにはない。

「キミは、もう見てるよ。私が星で使った刻こく印いん、アレをイメージするの」

「刻印って……ああ、あのバッテン──」

　言われて思った瞬しゆん間かん、

　ガンッ！

　と眼前の中空に掌てのひら大だいのそれが輝き現れて、思わずカナエは後ずさった。

「うわっ!?」

　驚きによる思いの霧む散さんに呼応して、バッテン刻印は呆気あつけなく消え去る。

　そよぎパペットが得意げな様よう子すで、その顔を覗のぞき込んだ。

「ね？　その十じゆう字じ印いんこそ、見留め定める秩ちつ序じよの象しよう徴ちよう。揺らし惑まどわす混こん沌とんの象徴である渦うず巻まき文もんを唯ゆい一いつ駆く逐ちくできる、私たち『半開きの目』が司つかさどる力なのよ」

「ビ、ビックリした……今の、どっから出たんだ？」

　カナエは、大おお仰ぎような説明に平へい凡ぼんな感想で返しつつ掌てのひらを、次いで傍かたわらの友人を見る。

　里り久くの反応は、先から変わらず。向けられた視線に気付いて、

「どうした」

　と訊きいてくるということは、なにも見えていない。

「いや、うん」

　カナエは曖あい昧まいに誤ご魔ま化かすと、数歩ほどの距離、背中を向けているクレンペルに注ちゆう目もくした。

「んー、つまり……」

　今まで観察してきた感じだと、方向を急に変えたりすることはなかった、はず。

「これで、やっつけられるの、かな……？」

「なにやってんの、キミ」

「お静かに……まず、は」

　そよぎパペットの呆あきれを小声で封じて、カナエはこっそり忍しのび足でクレンペルの背後から近付き、バッテンの刻こく印いんを思い浮かべながら、指先で触れる──途と端たん、

　ガンッ！

　と再び、掌大だいの薄い刻印がその背中に現れ、クレンペルがひっくり返った。

　刻印を中心に、見えない銃じゆう弾だんで撃うたれたような穴が穿うがたれ、裂さけた襤褸ぼろ布ぬのの中から黄おう銅どう色いろの歯車やシャフトが撒まき散らされる。それら部品は錆さび朽くちるように消えていくが、大穴を開けたクレンペル本体の方は、まだ這はいつくばったまま手足を蠢うごめかせていた。

「おおっ」

　初めてにしては上出来、と喜んだカナエに、そよぎパペットが冷や水をぶっかける。

「なにが、おお、よ。クレンペル程度、一いち撃げきで粉ふん砕さいできなくてどーすんの。もっとハッキリとイメージして、勢い付けてガンガンやっちゃいなさい！」

「簡単に言ってくれるなあ」

　とりあえず後あと始し末まつとして、カナエは足あし下もとで藻も搔がいているクレンペルに──やはりおっかなびっくり──掌を付けて、念じた。

　ガンッ！

　と三度、今度は言われた通りハッキリと十じゆう字じ印いんが打たれ、その全身を四し散さん、消しよう滅めつさせた。

「ふう。向こうからは襲おそってこないから、試し運うん転てんもなんとかなってるけど、もし──」

「──襲ってきたら、ってことなら、すぐ試せるよ」

「え」

　カナエが尋たずね、巡らせた視し界かいの中、クレンペルらが一いつ斉せいに、顔に瞬またたく『半閉じの目』を、彼に振り向けていた。特段の狂きよう態たいを見せるでもなく、淡たん々たんと歩み寄ってくる。

〈ない〉

　言った、最も近い一体の顔面に、

　ガンッ！

　と鋭い拳けん撃げきに乗せた四度目の刻こく印いんが打たれて、首が吹っ飛んだ。そのまま壁にぶち当たり、撒まき散らされる部品諸もろ共とも、跡あと形かたもなく消える。

「あー、びっくりした」

「その割にはキッチリ反応してるね」

　ほっと一ひと息いき吐くカナエに、そよぎパペットが、ややの感かん嘆たんを声に混ぜた。

　足あし下もとでは強力な拳撃の余よ韻いんが、崩くずれ落ちた体の方も消しよう滅めつさせてゆく。

　それを見下ろし、次いで痛みもない拳こぶしを見たカナエは、頷うなずいた。

「なるほど」

　その自信の声を、友達にかける。

「桧ひの原はら、オバケ退たい治じ、できるみたいだ。ちょっと身を低くしててくれ」

「分かった。さあ、先生も」

「へえ？」

　あっさり承しよう諾だくした里り久くが逢あいを屈かがめさせるのを確かく認にんすると、カナエは左右をざっと眺ながめた。

　明らかな敵てき対たい者しやの存在に気付いたクレンペルらは、教室の中からも続々と廊下に姿すがたを現し、逃げ惑まどう生徒の間を、ぶつかりながら歩いてくる。

〈ない〉〈ない〉〈ない〉〈ない〉

　カナエはその不ぶ気き味みさに臆おくさず、待ち構えた。伸ばされる幾いく本ほんもの手を、素早く滑なめらかな体たい捌さばきで躱かわしつつ、十じゆう字じ印いんを乗せた拳で、

「えい──やっ！」

　殴なぐる。

「はあっ！」

　殴る。

「だっ！」

　殴る。

「りゃりゃりゃっ!!」

　ぶん殴る。

　拳とともに刻印を打たれたクレンペルは、頭部を吹っ飛ばされ、腹を打ち抜かれ、肩口から胴どう体たいを横よこ様ざまに粉ふん砕さいされ、脳のう天てんから縦たてに裂さけた。相あい反はんする力によるものとはいえ、実に脆もろい。

「ケッコーケッコー、なかなかのもんね」

　そよぎパペットがどういう構こう造ぞうか、器き用ように腕を組んで頷いた。

「そろそろ慣れてきたみたいだし、応用編と行こうか」

「まだ五分も経たってないのに？　ま、いいけど」

　実際に力を振るうことで素直になったカナエに、もう一度深々と頷うなずいて、教える。

「頭とか胸とか、どこでもいいけど『半開きの目』を思い浮かべながら呪じゆ力りよくを使えば、力がドンドン湧わいて、効果もバリバリ増すよ。今の内に、ガンガン使って慣れといて」

「今の内？」

　聞き返しながらも言われた通り、カナエは星で見せられた紋もん章しようを脳のう裏りに描いた。クレンペルの頭にあるものと同じデザイン、しかし明らかに印いん象しようの違う、それ──『半開きの目』を。

　ボッ、と燃え上がるように、カナエの心しん臓ぞうの真ま上うえに、その形が輝き点ともる。

「あ、ホントに力が湧いてきた」

「ホントに？」

　睨にらんでいるらしいそよぎパペットに、

「ごめん」

　カナエは笑って謝り、いつしか、かなりの数を左右から押し出しつつあったクレンペルらを注意深く観察した。それらと自分たちがいる場所との距離を測ると、

〈ない〉〈ない〉〈ない〉〈ない〉〈ない〉

　　〈ない〉〈ない〉〈ない〉〈ない〉〈ない〉

　溢あふれ出る力の感覚に任せて、

（できそうな気が、する）

　まるで二に丁ちよう拳けん銃じゆうのように、両手の人ひと差さし指ゆびを左右、横一いち文もん字じに差し向けた。

「よっ！」

　ガガンッ！

　イメージする時間差の分だけずれて、遠く離れた両側のクレンペル一体ずつに、拳こぶしで直接触れることなく、十じゆう字じ印いんが穿うがたれる。刻こく印いんは、先までとは比べものにならない破は壊かい力りよくで、小さな打だ点てんから全身へと一気に亀き裂れつを走らせ、二体をほとんど一いつ瞬しゆんで粉ふん砕さい、消しよう滅めつさせた。

「おおう。教える前から飛ばすとは、やるね」

　そよぎパペットの賞しよう賛さんを、今さらの開戦の合あい図ずとしたかのように、

〈ない〉〈ない〉〈ない〉〈ない〉

　　〈ない〉〈ない〉〈ない〉〈ない〉

　クレンペルらは、雪崩なだれを打って襲おそいかかってくる。

　カナエは左右を見比べながら尋たずね、

「そよぎさん」

「なに？」

「クレなんとかって、こっちと同じ飛び道具で反はん撃げきとか、してこない？」

「ク・レ・ン・ペ・ル。まあ……見たところ大おお雑ざつ把ぱな作りだし、大だい丈じよう夫ぶじゃないの」

　そよぎパペットからの返答を受け取ると、一方に向かって駆かけ出した。

　取り残された形になった里り久くは驚くが、彼の唐とう突とつな行動には慣れている。ただならぬ雰ふん囲い気きの中で慌あわてず騒がず、とりあえずガクガク震える逢あいの頭を押さえてやった。

「先生、動かないで下さいよ」

「ひーん」

　二人を置いて走るカナエは、実際に視覚として捉とらえているわけではない、既すんでの道を辿たどる。一方に向かったのは、こっちの方が彼らのいた場所……里久や逢に近いからだった。まず近い方の出足を押さえてから、反対側を叩たたく。それが見出した活かつ路ろだった。

〈ない〉〈ない〉〈ない〉

　〈ない〉〈ない〉

　その初しよ手て、至し近きんに迫るクレンペルの一体を、カナエは思い切りぶん殴なぐった。

「りゃっ！」

　ガンッ！

　と大きな十じゆう字じ印いんが打だ点てんに浮かび上がり、殴られたクレンペルの体の輪りん郭かくを超えて、亀裂が周囲の空間へと広がってゆく。押し寄せた残り数体は、まるで網あみで絡め取られるように、この亀裂へと引っかかり、立て続けに粉ふん砕さいされた。

　バラバラと部品を撒まき散らす前面には構わず、カナエは素早く体勢を反転させた。

〈ない〉〈ない〉〈ない〉〈ない〉

　まだ里久たちに到とう達たつしていない反対側の群れへと、開かれた両手の指が差し向けられる。

「しょ！」

　ガガガガンッ！

　打だ撃げき音おんが多重連れん奏そうして、十個の十字印が、群れ全体に散さん弾だんよろしく穿うがたれた。威い力りよくを増した刻印は、その殆ほとんどを一いち撃げきで四し散さんさせ、僅わずかな残りも手足を折り砕くだき、転てん倒とうさせる。

〈ない〉　〈ない〉

「あとは……」

　そうして僅か数分、双そう方ほうに残った幾いく体たいかも、あっという間に始し末まつされていた。

　全てをすぐ側そばで見ていた里久と逢、教室の中に逃げていた生徒らも、どうやら怪かい奇き現げん象しようが駆く逐ちくされたらしいことを感じて、その場にへたり込み、またおっかなびっくり顔を覗のぞかせる。

　この『オバケ退たい治じ』を成し遂とげた少年は、

「こんなもんで、いいのかな」

　相変わらず余よ人じんには理解不能な行為、即すなわち見えない誰だれかと会話をしていた。その誰か……感覚を唯ゆい一いつ共有していたそよぎパペットも、フワフワの両手を打って拍はく手しゆする。

「すごいすごい。キミってば、単なる突とつ拍ぴよう子しもない変人じゃなかったんだ？」

「ども」

　なんとも微び妙みような賞しよう賛さんだったが、とりあえず前ぜん提ていを覆くつがえせたしいいか、とカナエは妥協した。そんなことよりも、と過か保ほ護ごな兄としての本題を口にする。

「これで摩ま芙ふのところに行けるな」

　ところが、

「まだ、なにも片付いてないよ？」

　そよぎパペットが、全く意い外がい、という風ふうに両手を広げた。

「え」

「え、じゃないよ、もう。お願いだから、人の話をちゃんと聞いてくんない？」

　呆あきれ声の彼女の方が、片付けるべき本題を突きつける。

「クレンペルは歪ゆがんだ運うん命めいの欠片かけらだって言ったでしょ。破は滅めつの元げん凶きようたる運命の核かく……『半閉じの目』を宿した人間を探すのが、君のお仕事なんだってば」

「そういや、そんなこと言ってたっけ……ん？」

　吞気のんきに返していたカナエが、ふと表情を硬くした。

「どしたの」

「ん、なんでも。それで、元凶の人を探すって、どうすればいいんだ？」

　誤ご魔ま化かした陰で、思う。

（クレなんとかは、ずっとなにかを探してた）

「クレンペルの辿たどってきた道を『半開きの目』で探すの。応用だから難しいけど──」

「道って、これか」

　急せいた気持ちが、説明の途と中ちゆうで言わせた。

「へっ？」

　パペットの口も大開きに呆ほうけるそよぎの横で、カナエはもう、見ている。

　クレンペルの歩んできた運命の足あし跡あとを、視覚以上の感覚として、明確に。

　そよぎの言葉とは裏うら腹はらに──胸に輝く『半開きの目』の紋もん章しようによって大幅に強化されているとはいえ──軽く見晴るかす程度に容易たやすく行使し得たそれが、常から用いているとあるものと同じだと、カナエは感付いていた。が、今はそっちよりも、

（どこ、ない、とも言ってた）

　雑ざつ多たに散らばった足跡が、糸の縒より合わさるように集約して行く、本ほん源げんとでも言うべき場所にこそ、気を留める。方向と距離から大まかに察したそこは、

「やっぱり、旧きゆう校舎か」

　胸の奥では分かっていたことを、感覚が裏付けてしまった。

　クレンペルが、元凶となった人間の欠片なのだとしたら、その零こぼす思いも一いつ緒しよなのではないか。そして、〈どこ〉と探して〈ない〉と嘆なげいている『その人』は、旧校舎にいる。

　どうやら、一連の出来事の大おお枠わくを捉とらえたらしい。

　そう、思ってしまったカナエに、我に返ったそよぎが、言葉を整理し得ないまま尋たずねる。

「ちょっ、それ、キミって、なんで？」

　返って来たのは、彼女にも聞き覚えのない、不ふ思し議ぎな名めい称しよう。

「──『既すんでの道』──」

「すんで？」

「突き進んで切り抜ける道みち筋すじ……名前もやり方も、ある人に教わったんだ。でもまあ、今はその話をしてる場合でもないでしょ。急がないと」

「まあ、そりゃ……うーん、てことは、やっぱ無作為に選ばれたわけじゃないのかなあ」

　逆に解説される側になった謎なぞ人物の呟つぶやきは放ほう置ちして、カナエは傍かたわら、

「先生」

「ふゃい？」

　まだ呆ほうけていた逢あいに、彼女が自分を訪ねてきたそもそもの用件について申しん告こくしていた。

「ちょっと先せん輩ぱい、探してきます」

　自分も続こうと腰を浮かせる里り久くに、

「直なお会らい」

「先生、放っていけないだろ」

　言い置くや、カナエはクレンペルの足あし跡あとを追って走り出す。

　心は焦あせって、駆かけ足は重く、なにより正解への恐れを抱いて。

　そしてやはり、こういう勘かんばかりはよく当たるものなのだった。







　道すがら行き会うクレンペルを、もはや危なげなく蹴け散ちらして、カナエは走る。急せいているとして、相手を力で打ち砕くだくことに、もはや欠片かけらの躊ちゆう躇ちよも持たない。

　進み行く先は、昨日きのうと同じ旧きゆう校舎。

　そよぎパペットは、当面は助言がなくても大だい丈じよう夫ぶと思ったのか、肩の上からいなくなっていた。そういえば、こっちに出ちゃ不味まずい、と言っていたような気がする。

　カナエとしては、ありがたくもあった。不ふ吉きつな予感に焦る顔を近くで眺ながめられるのは、あまり良い気分ではない。外れて欲しい嫌いやな予感を抱いて、渡り廊下を走る。

　本来なら二時間目の授業中、という爽さわやかな朝の光も、今は苛いら立だちを助長させる眩まぶしさとしか感じない。嫌な予感は、眼前の事実によって、より色濃くなってゆく。

「どけ」

　即すなわち、彼らの教室前で出くわしたときとは比べものにならないほどに溢あふれかえっている、クレンペルの数によって。古い渡り廊下全体を軋きしませるほどの、異常な多さだった。

「どけ！」

　胸に輝く『半開きの目』の力を、加か減げんも制せい御ぎよもお構いなしで発はつ揮きし、十じゆう字じ印いんでクレンペルの人波を搔かき分けて突き進む。摑つかみ掛かってくる手を危うく振り解ほどくことも幾いく度どか、

「どけぇ!!」

　カナエはようやく、昨日きのう点てん検けん作業に入った校舎へと辿たどり着いていた。荒い息を吐いて、未いまだ周りにうじゃうじゃと徘はい徊かいしているクレンペルを払いのけながら、三階へと駆かけ上る。その勢いのまま、階段ホールから奥の廊下に進もうとして──立ち止まった。

「っ!!」

　この階には、クレンペルが一体も見えない。まるで聖せいなる、あるいは禁きん忌きの、立ち入りを許さない場の雰ふん囲い気きを満たして、静まりかえっている。

　一いつ瞬しゆん、昨日に戻った錯さつ覚かくすら抱いたカナエは、その場に立ち尽くした。胸の内の嫌いやな予感が、色濃さを超え、現実を染め上げつつあるのを感じる。

　程なく、その時が来た。

　小さな足音、という形で。

　ゆっくりと、近づいてくる。

　カナエは、動けないまま、これを待った。今の状況の意味を、正しく感じているからこそ、自分から動く気にはなれなかった。未だに、外れて欲しいとも願っていた。

　しかし、やはり、勘かんは当たる。

「……！」

　曲がった廊下の先から現れたのは、山やま辺のべ手梓たずさだった。

　焦しよう点てんの合っていない虚うつろな瞳ひとみを宙ちゆうに彷徨さまよわせ、そのくせ足取りは揺らがず惑まどわず、着ちやく実じつに一歩一歩、踏み締しめるように近づいてくる。

　いつもの彼女では、ない。

　雰囲気でそうと分かった、

　という次元の話ではない。

　彼女は、その身体からだの後ろ半分から、異常な体積の部品を、まるで溢あふれ出した影のようにズルリズルリと引きずっている、異い形ぎようの姿すがたを成していたのである。

　歩みに重量の枷かせを感じさせないそれが、クレンペルと同じ物だということが、カナエにはハッキリ分かった。分かってなお、訊きかずにはいられなかった。

「先せん輩ぱい……それ、って」

　工く夫ふうのない問いかけに、手梓はようやく、彷徨っていた視線を振り向ける。瞳は変わらず虚ろで、水底を隠かくす泥どろ沼ぬまのように澱よどんでいた。小さな口から、震えがちな声が零こぼれる。

〈ない〉

　紛まぎれもない彼女の声だったが、響ひびきはクレンペルと同じ。

　衝しよう撃げきを受けるカナエに、答えではない言葉が、零れ続ける。

〈うそ、いつわり〉

　悲ひ嘆たんを通り越した抜ぬけ殻がらが零こぼす、それは絶望の声だった。

〈わたしのねがいは、かなわない〉

　カナエは気付く。

　声の陰で、背後に引きずる部品が体積を増し続けていることに。

　全体が、表面が、今にも弾はじけそうなほど、張り詰めていることに。

　そして今さら──彼女の胸に『半閉じの目』が、瞬またたいていることに。

「くっ！」

　一いち縷るの望みを託して、まさにそのために宿ったと信じて、カナエは突き出す腕から『半開きの目』の力たる十じゆう字じ印いんを、彼女の『半閉じの目』に向けて、放った。

　が、

「!?」

　あの、ガンと弾ける音がしない。

　手梓たずさまで、届いてもいない。

　寸前で、止まっていた。

　否いな、

　阻はばまれていた。

　手梓の前に突とつ如じよとして現れた、渦うず巻まきの形をした力によって。

　二つの力は打ち消し合い、すぐに光を薄れさせて、消えた。

「このっ」

　苦し紛まぎれと自覚しながらもカナエは続けざま、十字印を指先から数十発、放つ。

　が、これもやはり同じ数だけ現れた渦巻文もんによって阻まれ、搔かき消された。

　妨ぼう害がいを手梓が行っていると勘かん違ちがいしたカナエは、

「先せん輩ぱい──、っ！」

　止めるようかけた声を、中ちゆう途とで切った。

　廊下の奥に、もう一人、いる。

　マントを被かぶり、杖つえを持った、何者かが。

　フードを目ま深ぶかに被っている少女、らしい。僅わずかなりと見えているはずなのに、どんな顔か分からない。何故なぜか、という疑問を、カナエは抱かなかった。フードの額ひたいに瞬いている紋もん章しよう、自分と相あい反はんする力によるものだと、誰だれに保ほ証しようされるでもなく感じていた。

　即すなわち『半閉じの目』。

　カナエは、単たん刀とう直ちよく入にゆうに（うろ覚えで）問い質ただす。

「おまえが、『なんとかの手先』ってやつか」

「……」

　少女は答えない。

　ただ、僅わずかに頷うなずいた。

　次なるカナエの要求には、

「先せん輩ぱいを戻せ」

　首を振ってから、答える。

「もう、遅い」

　これも先の姿すがたと同じく、言葉の意味は伝わっているのに、どんな声かが分からない。その不ふ思し議ぎな声で、『ハインの手先』たる少女は、冷れい酷こくに告げる。

「死像トランジは、目覚めた」

　そうして、傍かたわらに溢あふれかえる部品の塊かたまりへと、手にした杖つえを傾けた。
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　カナエは思わず叫ぶ。

「止──」

　感じて、分かっていた。

　その小さな一ひと突つきが、いっぱいに膨ふくらんだ風船のようになっている山やま辺のべ手梓たずさを弾はじけさせてしまう、と。それが、そよぎの言った世界の破は滅めつに直結している、と。

（そうだ）

　動どう揺ようして頭から抜け落ちていた、助じよ言げん者しやを呼ぶ。

「そよぎさん!!」

　だが、遅かった。

　杖つえが、手梓たずさの後ろに溢あふれ出ていた部品に触れると、




〈おわってしまえ、みんな〉




　彼女の胸に瞬またたいていた『半閉じの目』がゆっくり閉じ、一線となった刹せつ那な、渦うず巻まいた。

　エンジンが稼か働どうするような轟ごう音おんを上げて、部品の塊かたまりが弾はじける。

「なにー？　ってうわぁ!?」

　呼ばれて吞気のんきに現れたそよぎパペットが、叫んだ時点でタイムオーバーだった。

　二人の眼前で、飛び散った無数の部品が渦巻き、手梓の姿すがたを奥に隠かくす。猛もう烈れつな金きん属ぞくの嵐あらしが、渡り廊下の壁を床を天てん井じようを、内側から破は裂れつさせた。その膨ぼう張ちようは止まらず、渡り廊下の繫つながる古い校舎を、傍かたわらの低い崖がけを、片かたっ端ぱしから削けずり取ってゆく。

　この中、辛かろうじて叫ぶことのできたカナエは、

「先せん輩ぱい!!」

　様さま々ざまな破は片へんと共に、空中高く放り出されていた。

　肩にあるそよぎパペットが、口を尖とがらせて文もん句くを言う。

「キミってば、ホントどういうタイミングで人を呼ぶかなあ!?」

「それより、そよぎさん」

　間もなく暴ぼう風ふうによる滞たい空くうが終わる、と予感したカナエの焦あせりを、彼女は意に介かいさない。

「だいたいキミは、前触れとか脈みやく絡らくとか、そういうのが分かり難にく過ぎ──」

「落ちる！」

「ん？　ああ、そういえば、攻こう撃げき以外の使い方は教えてなかったっけ」

　言う間に落ちている。

「っわああああああああああ──」

「下に十じゆう字じ印いんを打って『自分を止める』の」

「──ああ、もう！」

　どこに向けた文句なのか分からないままカナエは叫び、言われた通り十字印を下方向へと放った。何十メートルあるのか、遙か遠くに見える地面に、刻こく印いんが穿うがたれる。

　が、効果はない。

「違う違う」

「って、ちょ」

　まだ落ちている。

「印しるしを打つのは体のすぐ下。一番最初の、空中に浮かべたときみたいな感じ？」

「だーっ!!」

　やけっぱちな叫びが、激げき突とつする地面の寸前で、新たな刻こく印いんを宙ちゆうに打った。

　瞬しゆん間かん、

「!?」

　その体が、慣かん性せいの名残なごりすら消し去って、止まる。

　今までの落らつ下かが幻げん覚かくだったかのような、この結果に、カナエの実感は追いつかない。激突前の横おう臥がの姿勢で、すぐ前に迫っていた地面を、十じゆう字じ印いん越しに見つめる。

　試しに十字印を消してみた。

　数センチの高さから、再び落下。

　ほとんど痛みすらなく、地面に這はう。

　自動車に踏み潰つぶされた蛙かえるのような格かつ好こうで。

　その肩の上、同じく地面に這わされたそよぎパペットが、ウンザリ気ぎ味みに確かめる。

「……使い方、だいたい分かった？」

「うん、だいたい」

　カナエは、率そつ直ちよくに答えてから暫しばし、落下その他の衝しよう撃げきに身を浸ひたして地面に伸び、

「──先せん輩ぱいはっ!?」

　やがて不ふ意いに覚めて、素早く身を起こした。

　そうして、見つける。

　山やま辺のべ手梓たずさの変わり果てた姿すがたを。

　半はん壊かいした旧きゆう校舎の傍かたわら、胸に瞬またたく渦うず巻まき文もんを回しながら、それはゆっくりと身を起こした。機き械かいの駆く動どう音おんとも重量の軋きしみとも付かない金かな切きり声が、一いつ帯たいに響ひびく。

　巨きよ大だいな、襤褸ぼろ布ぬのを皮ひ膚ふとした機械仕じ掛かけの人ひと型がただった。

　三階建ての屋や根ねをゆうに超えた高さの頭部、口らしき穴に、何処どこからともなく集つどいくる無数の部品が吸い込まれている。最初は穴だらけの皮膚に覆おおわれた骨組みとしか見えなかった巨きよ体たいが、吸い込まれたそれら……歯車や発条ばねを筋きん肉にくに、テンプにガンギを神しん経けいに、捻ね子じやシャフトを血管に、容積と密みつ度どを増してゆく。

　カナエは呆気あつけにとられて、その威い容ようを見上げていた。

「なんだ、あれ……」

「あれこそ私たちの敵──『友たるハイン』の生み出す、歪ゆがんだ運うん命めいの塊かたまりにして連れん鎖さの起き点てん、世界を破は滅めつに導く運命の獣けもの『死像トランジ』だよ」

　肩の上から説明するそよぎパペットの口く調ちようも、どこか硬い。

　これまで蹴散らしてきた雑魚クレンペルなどとは比べものにならない巨大さ、禍まが々まがしさだった。パペットの大おお仰ぎよう極まりない説明文もん句くも、現に聳そびえている脅きよう威いの姿を目にすれば、信じざるを得ない。

　数十秒と経たたず重量感の塊となった巨体は、身じろぎ一つで、校舎脇わきに立つ広こう葉よう樹じゆの並木を裂さき、根ね元もとからへし折る。痛みすら覚えさせるその音が、脅威に現実の危き機き感かんを加えていた。

　と、カナエが眉まゆを顰ひそめて眺ながめやる。

「ん？」

　動かすに足るだけの強度を得た足が、緩かん慢まんな歩行を始めていた。気付くのに時間を要したのは、あまりに大き過ぎて、視覚だけだと動いている実感が摑つかみにくかったためである。

「動き、出してるのか。あんなの、どうやって止めれば──、っ!?」

　言う間に気付いて、カナエは顔色を失う。

「あいつの歩く先って、道沿いの校舎じゃないか！　あそこは今も普通に使ってるんだぞ」

　木々を薙なぎ倒して進む大だい重量は、一歩ごとにバランスを補ほ正せいし、速さを増していた。このままでは、ほどなく学がく院いんの外にまで到とう達たつしてしまうに違いない。

　慌あわてて後を追いかけるカナエの肩で、そよぎパペットが言う。

「大だい丈じよう夫ぶ……では全然ないけど、死像トランジはクレンペルよりも運うん命めいへの干かん渉しよう力りよくが強い。騒がれることは、たぶんないよ」

「たぶん？　っていうか、騒がれる騒がれないの問題じゃないよ！」

　頼りない保ほ証しようへと突っ込む間に、一歩の大きな死像トランジは早くも林を抜け、学院外がい郭かくに位置する校舎へと到とう達たつしていた。圧あつ倒とう的な体積と重量からなる巨きよ体たいが、屋や根ねの上に頭を覗のぞかせ迫る。不幸中の幸いと言うべき偶ぐう然ぜんか、それとも核かくとなっている手梓たずさの影えい響きようか、進行方向は校舎に掠かすらず、その間に付けられた広い石いし畳だたみの通路に沿っていた。

　そよぎの言った通り、巨きよ重じゆうの及ぼす地じ響ひびき、踏み潰つぶされる石畳や鉄てつ柵さく、門の内側に駐ちゆう車しやしてあった自動車の上げる断だん末まつ魔まには、不ふ思し議ぎと、あるいは不自然に、気付く者がない。オバケ騒ぎの余よ韻いんにざわつく校舎内の様よう子すが、遠とお目めにも窺うかがえる程度で、窓の外に発生している新たな、より大きなそれを、誰だれも見留めず、指ゆび差さすこともない。

　学院の外においても、同じ。むしろ無反応という状態が、光こう景けいの帯びる異常さを、より際きわ立だたせていた。緩い坂となっている大通りを行き交う人や車が、通りの真まん中なかへと歩み出た巨きよ大だいな怪かい物ぶつを無視している……だけではなく、わざわざ避けているのである。まるで互いに示し合わせているかのような、奇き怪かいで歪いびつな日常の眺めだった。

　その中を人知れず、しかし確かに圧して、死像トランジは歩みを進める。

　頭ず上じよう遠く、旋せん回かいする渦うず巻まき文もんを背に浮かぶ『ハインの手先』に導かれ──終末の地へと。

　息を切らしてこの後を追いかけながら、カナエは傍かたわらに尋たずねる。

「そよぎさん、この力って、自分の足を速くする、とか、空を飛ぶ、とか、できないの？」

「できるよ」

　そよぎパペットの即そく答とうに、カナエはすっ転びそうになった。

「最初から、言ってよ!!」

「いやだって、キミってば迂う闊かつに教えるのが躊躇ためらわれるタイプって言うか」

「今はそういう、場合じゃ、ないでしょ……」

　どっと力が抜けて、疾しつ走そうがヘナヘナ歩きになる。

　そよぎパペットは、それもそうか、と腕組みをして頷うなずいた。

「さっき落らつ下かを止めたのと逆のやり方だよ。今いる場所で、キミが『そこに立っていることを止めて』しまえばいいの。落下のそれと併あわせて使えば、それなりに空を──」

　ガン！

　と説明の終了を待たず、即そつ行こうで足あし下もとに十じゆう字じ印いんが穿うがたれる。

「やっぱりー!?」

　叫ぶそよぎパペットを引き連れ、カナエは跳び立った。

　巨きよ体たいの内に囚とらわれた少女──山やま辺のべ手梓たずさを助けるために。

　宙ちゆうを舞う、というには乱らん暴ぼう過ぎる、直線軌き道どうを描いて。

　行く先を見み据すえつつ、常じよう識しきだの理り屈くつだの打だ算さんだので足踏みしそうになる思し考こうを、吹っ飛ばして後回しにするための呪じゆ文もんが──まさに今こそとばかり、口を突いて迸ほとばしる。

「ええい、ままよ！」













　　　山やま辺のべ手梓たずさの事情　３







　それから、登校する日は毎日、私はその人に会いに行った。

　会って、他人が嵌はめる私という枠わくを取り払った、ただの私として、ただの話をした。

　特別なことはなにもなくて、短い冬の日が沈んで旧きゆう校舎が暗くなるまでの短い間、窓から外を眺ながめ、廊下で立ったまま、階段に座り、その日あったことを、その人に話した。

　その人は、目の前にいる、ただの私を、それ以上も以下もなく、受け入れてくれた。

　私は、人には隠かくしている好き嫌きらい、実は知ってること、時々に感じたこと、子供っぽい大きなことから、日々の取るに足りない些さ末まつなことまで……『本当』の私について話し続けた。

　その人は、その何いずれにも退たい屈くつすることなく、心しん底そこから興きよう味み深そうな様よう子すで、返す言葉も最低限に、奇き妙みような『本当』の私の自己紹しよう介かい、とでも言うべき言葉の羅ら列れつに、耳を傾けてくれた。

　歪いびつな、私の独ひとり善よがりな関係、という自覚はあった。でも、その人が歪さを許きよ容ようしてくれている、という奇き跡せきが、私にそれ以上先へと進むことを躊躇ためらわせていた。

　こんな関係、普通はあり得ない。もし、私が話すことだけで今の関係が成立しているのだとしたら？　一方的だからこそ、その人と一いつ緒しよに居られるのだとしたら？

　不用意にその人に触れた瞬しゆん間かん、この関係は泡あわのように消えてしまうのではないか。

　もしかしたら、その人自身すらも。

　この恐れゆえに、私は日々一方的に話し続けることで、その人を繫つなぎ止めていた。

　そしてある日、まさに泡の弾はじけるように呆気あつけなく、恐れは現実になった。

　会話の中で、ふと、なんということのない調子で、尋ねてしまっていた。

　その人は質問を流して、私も気にせず、いつものように話して、別れた。

　そして、

　翌日──やはりその人は、来なかった。

　その翌日も、その翌日も、その翌日も。

　私は、自分の過ちに気付いたが、後の祭りだった。

　その人は、私の前から去ってしまった。

　言えなかったことを、私の中に残して。

　だから、

　階段脇わきの壁に傾いた形で現れる、真まっ白しろい木の扉とびらを──私は探し始めた。













　　　４　八〇〇メートル先の破は滅めつ







　お父とうさんとお母かあさんの乗った車が、迫せり出した崖がけの上で、揺れている。

　車が、落ちそうだ。

　咄とつ嗟さに後ろのドアを開けて転がり出たカナちゃんが、それを見ている。

　車が、落ちそうだ。

　カナちゃんの腕の中、強く抱き締しめられた私も、同じ光こう景けいを見ている。

　車が、落ちそうだ。

　助じよ手しゆ席せきのお母さんは、シートベルトに絡まるようにぐったりしている。

　車が、落ちてしまう。

　運転席のお父さんが、額ひたいに血を滲にじませて、私たちに力なく呟つぶやいている。

　車が、落ちてしまう。

　私はその光景と、カナちゃんの腕から流れる血に、呆ぼう然ぜんとなっている。

　車が、落ちてしまう。

　摩ま芙ふを頼む、というお父とうさんの声が、耳鳴りの中でも確かに聞こえた。

　車が、落ちる。

　飛び出そうとしたカナちゃんが、必死にしがみつく私に、止められた。

　車が、落ちる。

　そうしなければカナちゃんも一いつ緒しよに落ちてしまう、と私には分かった。

　車が、落ちる。

　血も涙も吹き飛ばすカナちゃんの雄叫おたけびが、私の心と体を押し潰つぶした。

　車が、落ちた。

　そこから、

　光こう景けいが、巡る。

　いつしか、カナちゃんは前にも増して、危ないことに平然と飛び込むようになっていた。まるで、あのとき飛び込めなかった分を、取り戻そうとするかのように。まるで、危険の彼方かなたに待つ、明らかな死へと突き進もうとしているかのように。

　この今も、そう。

　人が立ち向かおうと思えるはずのない、巨きよ大だいな化ばけ物ものの『死像トランジ』を、それが当然という顔をして追いかけてくる。その肩の上、微かすかに感じられる『半開きの目』の呪じゆ力りよくに駆かられているとしても、普通の人間にできる無む謀ぼうさではない。

　私は、この『半閉じの目』の呪力を利用して、それを止めてみせる。

　あの日の死から、私こそが、カナちゃんの平へい穏おんを取り返してみせる。

　そして、動き出した先で、必ず──







　直なお会らいカナエは、宙ちゆうに直線軌き道どうを描いて死像トランジの後を追う──と、前方、高速で過ぎゆく光景の焦しよう点てんとして気付き、

「あっ」

「うわわ、ちょっと!?」

　肩の上にいるそよぎパペットも、泡あわを食って叫ぶ。

　飛ひ翔しようの軌道は、まさに一いつ直線。

　追いかける死像トランジの背、そのど真まん中なかを指していた。

　小山が揺れるような違い和わ感かんを振り撒まきながら歩く怪かい物ぶつに、みるみる近づく。

「えっと、こうか！」

　カナエは先までの経験から、大きな十じゆう字じ印いんを自分の真ま正しよう面めんに一いつ瞬しゆん、続いて足あし下もとに打った。

　途と端たん、砲ほう弾だんのような飛翔が反動も余よ韻いんも残さず、学がく院いんと大通りの境さかい、三、四階建て辺りの高さに──まるで足下の十字印で釘くぎ付づけとなったかのように──確かつ固こと完全停止する。

「ふう、極きよく端たんな力だな」

「いやあ、キミにピッタリだと思うよ、ホント、うん」

　そよぎパペットが痛感を言葉にした。

　二人はそうして、彼らを無視して歩き続ける巨きよ体たいを眺ながめる。

　クレンペルの数十倍はあろうかというそれ、世界を破は滅めつに導く運うん命めいの獣けもの『死像トランジ』は、上じよう半はん身しんばかりが大きい寸すん詰づまりの体型をしていた。両肩は広く厚く、両腕うでは太く長い。逆に下か半身は小さく、両足も短い。殆ほとんど肩にめり込んでいる頭部には『半閉じの目』が瞬またたき、また胸には渦うず巻まき文もんが回っている。襤褸ぼろ布ぬのを緩い皮ひ膚ふとして纏まとう不ぶ気き味みさ、破れ目に駆く動どうするアナクロな機き械かい仕掛けを覗のぞかせる奇き妙みようさ、双そう方ほうのアンバランスが見る者に言い知れない不安を与えていた。

　その冗じよう談だんめいた姿すがたを、そよぎパペットが分ぶん析せきする。

「どうも、運命の核かくになってる人間は、破滅の象しよう徴ちよう物ぶつをハッキリと意い識しきしてないみたいだね。漠ばく然ぜんとした不安に、無む理り矢や理り形を与えられた感じかな？」

「そんなことより、早いこと片付けないと街まち中じゆうが学校みたく大騒ぎに──」

　なっていない。

「あれ？」

　辺りを見渡したカナエは、いつもと同じであるという異常さに気付いた。

　巨きよ大だいな怪かい物ぶつが塀へいを踏み潰つぶして大通りに躍おどり出たというのに、誰だれもがそれを無視して坂道を行き交っている。ドライバーは四よん車線全てを塞ふさがれても、踏み越えられるまで不満げな顔で車を止めるのみ、通行人は巨きよ重じゆうが打ち倒した鉄てつ柵さくを迷めい惑わくそうに避けるのみだった。

　これら光こう景けいをポカンと眺ながめるカナエに、そよぎパペットが言う。

「さっきも言ったけど、死像トランジは『半閉じの目』を宿す本体だから、干かん渉しよう力りよくが桁けた違ちがいに強いの。好き放ほう題だい暴あばれても『半分を閉ざす』ことで、目を留めさせない。『半分まで開ける』今のキミも同じ、なにしても気付かれないよ」

「それは好こう都つ合ごうかな」

　聞く側をどことなくヒヤリとさせる感想で返してから、ようやっとカナエは、そんなことの方へと考えを振り向けた。

「で、あのトラなんとかって」

「ト・ラ・ン・ジ！」

　強い訂てい正せいを聞き流し、

「出たときは焦あせったけど、世界を破滅させるウンメーのケモノって割には、怪かい獣じゆうみたいな大暴れとかしないんだな。壊こわすのも、歩いた結果ってだけだし、一体なにをして……」

　僅わずかに湧わいた安あん堵どは、しかし察さつ知ちしたもので凍り付く。

「歩く……いや、そうか。どこかに向かってるんだ」

　その身に宿した『半開きの目』が、ハッキリと捉とらえた。

　死像トランジの歩む、道みち程のりを。

　そよぎパペットが、コミカルな姿すがたでシリアスに告げる。

「どこか、じゃない。歪ゆがませた運うん命めいが、世界の破は滅めつへと繫つながる連れん鎖さを引き起こす『崩ほう壊かい点てん』だよ。スンデの道ってのが見えるキミなら、慣れてなくても分かるんじゃないの？」

「……」

　カナエは即そく答とうできなかった。分からなかったからではない。その逆……行き着く先から、見るまでもないほどに強きよう烈れつな圧あつ迫ぱく感かんを覚えたからこそ、答えられなくなっていた。

　死像トランジの歩む道程には、目的地がある。

　いつも感じていた既すんでの道と似た、そうなるという予感が、知らせる。

　死像トランジが目的地に辿たどり着いた瞬しゆん間かん、絶望的な揺らぎが生じる、と。

　重量に耐えかねた板いた硝子ガラスが、一気に全面を割り砕くだくように、




　世界が、破れて、滅びる。




　カナエは思わず、予感への恐れを言葉にしていた。

「なんで……先せん輩ぱいが、そんなことに」

　そよぎパペットは反対に、平静そのものの言葉を返す。

「一定期間内、崩壊点に『半閉じの目』を宿した人間がいることで、破滅への連鎖が始まる。死像トランジは、自身で世界を破滅させる破は壊かい兵へい器きじゃない。それどころか、崩壊点までその人間を強制的に運んだら消しよう滅めつする運うん搬ぱん道具に過ぎない。運命を歪める力の塊かたまり、ってとこかな」

「先輩一人が、そのホウなんとかに行く程度で、どう世界の破滅に影えい響きようするっていうんだ」

「崩・壊・点！　崩くずれて、壊こわれる、地点！」

　大だい事じなことを強く言い含めてから、パペットは腕を組み、

「ったく……今回の事じ象しようで言うと、えー、まず崩壊点で解放されたセンパイさんが、髪かみをかき上げる。通りがかった人間が、それに見とれて塀へいにぶつかる。中ちゆう略りやく。制せい御ぎよ回路が誤ご作さ動どうする。拳こぶし大だいのブラックホールが地表に発生しちゃう。で、世界は破滅する。　──　完　──　」

　彼女にも見えた運命の流れを豪ごう快かいに搔かい摘つまんで、しれっと答えた。

　今度こそ、本当に、思わず、カナエも突っ込みを入れる。

「おい!!」

「なに!?」

「幾いくらなんでもムチャクチャ過ぎるでしょ、それ。だいたい中略ってなにさ」

「世界の巡り合わせなんて、どこでどう繫がってくか分からないものなの。それを歪めて使うからこそ『友たるハイン』は危険ってこと。ちなみに、その中略にはざっと見、十の四十八乗じようくらいの経過があるわよ。全部聞く気があるなら順を追って説明してもいいけど？」

「……結けつ構こうです」

　カナエは丁てい重ちように断りつつ、そよぎの語った崩ほう壊かい点てんの理り屈くつと、自分の抱いた感覚を、答え合わせのように心の内で繫つないでゆく。

　常つね々づね辿たどって走る既すんでの道は『直なお会らいカナエ』一人分の運うん命めいの線、なのだろう。ということは、それは見えないだけで、この世にいる人間の数だけ存在していることになる。

（いや、そうじゃなくて……なにもかも全てにある、のか？）

　道に転がる石一つ、葉先から零こぼれる水一いつ滴てきまでもが持つ膨ぼう大だいなそれらを、束たばね合わせ織おり上げた連れん関かんの綾あやを、つまりは『世界』と謂いい『運命』と呼ぶのではないか。

　人一人のそれは、大きな全ての中の小さな欠片かけらでありながら、あるいはゆえにこそ、他を巻き込んで束ねを解くことも、他と調ちよう和わして織り上げを彩いろどることもできる。

（要するに『友たるなんとか』は、人一人の糸を、解く方向に仕向けることができるんだ）

　理屈で納なつ得とくする以上に、カナエは感覚で把は握あくする。胸に輝く『半開きの目』で、膨大な既すんでの道、あるいは運命の流れを捉とらえ、先に感じた破は滅めつを齎もたらす終点を、正確に見留めた。

（よりにもよって、あそこか）

　これら、時間にして数秒の思し考こうを経て、呟つぶやきが漏もれる。

「それにしても、さ」

「ん？」

「随ずい分ぶんと近くないかな、そのホウ──」

「崩・壊・点」

　途と切ぎれかけた言葉を、そよぎパペットが繫げた。

　うん、と頷うなずいて、カナエは続ける。

「この坂の下、ほんの数百メートル先って……ねえ」

「おおっ、やっぱホントに見えてるんだ？」

　感かん嘆たんするそよぎパペットともども見やったそこ、圧あつ迫ぱく感かんの集しゆう束そくする崩壊点は、広い坂道の一番底。カナエらの暮らす学生寮りよう［黄こう葉よう館かん］を正面に据すえる、Ｔ字じ路ろの突き当たりだった。

　つまり、残りは登下校分の距離八〇〇メートル、それしかない。

「分かってんなら、早いとこ止めなきゃ。ほら、一歩がでっかいから、すぐ着いちゃうよ」

「止めるって、具体的にはどうすれば？」

「だいたいはクレンペルと一いつ緒しよかな」

　そよぎパペットが答える間、

「まあ本体だから一いち撃げきで簡単に、とはいかないだろうけど」

　と付け加えた時には、既すでに、

「なんだ。長い話だったけど、結局はぶっとばせばいいのか」

　カナエは十じゆう字じ印いんを背後に打って、飛び出していた。

「っのわわわわ!?」

　リアクションする暇ひまも得られないそよぎパペットを肩の上にバタバタ揺らし、

「はあああああ──っりゃ！」

　先の突とつ進しん以上の勢いで、死像トランジの太い腕部に、文字通りの飛び蹴けりを叩たたき込む。

　足先に打った十じゆう字じ印いんが、多少の抵てい抗こうを受けた後、二の腕を丸ごと破は裂れつさせた。

　が、

「呆気あつけないな。間違って中にいる先せん輩ぱいを蹴ったら、後が怖こわ……ん？」

　通り過ぎた先で滞たい空くう、後ろを振り返ったカナエは、仮にも世界を破は滅めつに導くという怪かい物ぶつが、そう簡単に片付く相手ではないことを思い知らされる。

　二の腕を折られ、傾いて動きを止めた死像トランジが、すぐに修復を始めたのである。

　断面いっぱいを埋める黄おう銅どう色いろの機き械かい仕じ掛かけへと、どこからか集まってくる新たな部品が接つぎ合わされてゆく。砂すな粒つぶのように小さな部品はどんどん組み合わさって巨きよ大だいな腕へと集積し、遂ついには襤褸ぼろ布ぬのが上を覆おおって、完全に破は壊かい前の形を取り戻す。

　修復を終えると、発車の汽き笛てきよろしく咆ほう哮こうを轟とどろかせ、死像トランジは再び歩き出した。

　その突き抜けた前方、近づいてくる死像トランジと中空で対たい峙じしながら、カナエは頭を搔かく。

「これじゃ、頭か胸を引っかき回して先輩を引きずり出す、ってのは無む理りかな」

「仮に引きずり出しても、核かくである人間自身から、死像トランジが再さい生せいするだけだと思うよ」

「じゃ、どうするのさ？」

　訊きかれたそよぎパペットは、

「さあね、どうしよう？」

　あっさりお手上げして、カナエはがくっと肩を落とした。

　そのパペットの目を通して事じ態たいを観察する、何処いずこかの『星』の少女『星せい平へい線せんのそよぎ』は、浮かぶ球たまの上で腹はら這ばい姿勢を心持ち傾け、さらに首を傾かしげる。

「なんせ私も、実際に死像トランジを相手にするのは初めてなのよ。私は力の効果を捉とらえたり、原げん理りを語ったりはできるけど、それ以上の役割は与えられてないんだよねえ」

「死像トランジのやっつけ方こそ一番聞きたい、大だい事じなことなんだけど」

「むうっ」

　その眉まゆ根ねが、やはりパペットの耳を通して届く突っ込みに顰ひそめられた。割と痛いところを突かれた事実、ついでに相手の落らく胆たんを、逆ギレ気ぎ味みにどやしつけてぶっ飛ばす。

「ショーガナイでしょ、知らないもんは知らないんだから！　そっちでなんとかなさい！」

「なんとか、ねえ」

　善よし悪あし、どっちにも堪こたえないながらも困っている少年を眺ながめ、

「ただ、さ」

　腹這いに傾いた体勢、前まえ髪がみの陰で、少女は秀しゆう麗れいな双そう眸ぼうを細めた。

「提てい案あんくらいはできるよ。一番手っ取り早くて確実な方法は……核を壊すこと、かな」

　パペットがリンクして首を傾かしげつつ、

「でも」

　と付け加えて確かく認にんする。

「キミって、そういうの嫌いやなタイプだよね？」

「うん」

　カナエは迷いなく頷うなずいた。

　ゆっくり近づいて来る死像トランジを前に、そよぎパペットは重ねて確認する。

「世界の破は滅めつが、かかってても？」

「うん」

　カナエはやはり、迷いなく頷いた。

　さらに近づいて来る死像トランジを前に、そよぎパペットは、より重ねて確認する。

「核になったセンパイって人間と知り合いだから？」

「それもあるけど、嫌なものは嫌だな。友達に会いたい、って気持ちを利用されてるだけの先せん輩ぱいが、なんでそれ以上の酷ひどい目に遭あわなきゃいけないのさ」

「うーむ、そりゃそうだけど……」

　進んでくる敵を前に手て詰づまりか、というそよぎの悩みに、

「じゃあ、説せつ得とくしてみよう」

　カナエはあっさり、思いもよらない方向から切り込んだ。







　歪ゆがんだ運うん命めいの欠片かけらたるクレンペル……部外者の認にん識しきで言うところの『オバケ』騒そう動どうがようやく収まった学がく院いんは、あれは一体なんだったのか、もう大だい丈じよう夫ぶなのか、これからどうするのか、という議ぎ論ろんの場となっていた。

　もちろん、誰だれも真相を理解できていない以上、結論の出しようもない。一見して白熱している遣やり取とりも、あの直なお会らいカナエがオバケを退たい治じした、その後どこかに走って行った、今日きようの授業は続けられるのか、を交互に続けるだけの、いわゆる徒と労ろうである。

　そんな騒がしい、教きよう師しすら巻き込まれている右う往おう左さ往おうの中を、

「桧ひの原はら君、ごめんね～」

「いえ、慣れてますので」

　騒動のショックでヘナヘナになった橘たち樹ばな逢あいと、彼女に揺るぎない肩を貸す桧原里り久くが、緊きん急きゆうの会議が行われると校内放送で通達された職しよく員いん室しつに向かっていた。

　逢は、自分がそこで事情の説明を求められるかもしれない、というプレッシャーから、あるいは騒動の渦か中ちゆうにあったとき以上にゲンナリしている。それでも、

「どう言えば、信じて貰もらえるのかなあ……」

　などと馬ば鹿か正直に取り組む生き真面目まじめさが、容よう姿し以外でも生徒から好かれている所以ゆえんである。

　その一人である里り久くは、僅わずかでも気晴らしになれば、と下手へたな冗じよう談だんを口にするが、

「いつものように、直なお会らいのせいにすればどうです」

「濡ぬれ衣ぎぬ着せてるみたいに言わないでよ～」

　やはり、下手へたは下手なりの成果しか齎もたらさないらしい。

「そりゃ、大体は人助けで、凄すごく良いことだと思うけど……直会君が動くと、やたら騒ぎが大きくなっちゃうし……少しは後あと始し末まつする側の身にもなってほしい……」

　逢あいは愚ぐ痴ちを止とめ処どなく零こぼし始めた。

　らしくなかった行為を反省しつつ、里久は会話を軌き道どう修正する。

「まあ、今度のことは直会が原因じゃ──恐らくは──ないと思いますし、それっぽく聞こえる言いい訳わけでも考えながら行きますか」

「あ、ありがとう桧原君～」

　あっさり修正されて感かん涙るいする逢だったが、生憎あいにくと直会カナエは、そうそう簡単に振り払われる過去にはなってくれない。携けい帯たいの呼び出し音という形で、再び二人をふん捕づかまえる。

「失礼」

　里久は丁てい寧ねいに断ってから携帯を取り出すと、名前を確かく認にんしてから出た。

「直会か、なんだ」

「～」

　おっかなびっくり見守る逢にも聞こえるほど、大きな声が響ひびいてくる。

《橘たち樹ばな先生、まだそこにいる？》

「ひいっ！」

「いるぞ。そっちはもう片付いたのか？」

　再びへたり込みそうになる逢あいを支えながら、里久は尋たずね返した。

　カナエは珍めずらしい早口で声をガンガン飛ばしてくる。

《親おや玉だまっぽいのを追いかけてる。それで、先生に大急ぎで調べて欲しいことがあるんだ》

「ええっ!?」

《お願いします！》

「はいっ!!」

　まるでカメラの中ちゆう継けいでも見ているかのように、正確にリアクションを察する要求が、哀あわれな女教きよう師しに突きつけられた。

　同情した里久が、サポートに入る。

「先生も職しよく員いん会議に呼ばれてるんだが、すぐ済むのか？」

《たぶん》

　少し説明を考えるらしい間が空あいた。

《昨日きのう、冬頃ごろに学がく院いんから転てん校こうしていった友達がいる、って先せん輩ぱいが言ってただろ？　その人について、できるだけ詳しく調べて欲しいんだ。大急ぎで！》

「お化ばけ退たい治じに、先輩の友達の話？」

　里り久くは怪け訝げんな顔になったが、

《事情は後で話すから。とにかく早く頼む!!》

　その切せつ羽ぱ詰つまった声こわ音ねに、友達として手助けを決める。隣となり、会話に置いてけぼりになっている逢あいへと目を向けた。

「先生、できますか？」

「転、校生？　私は分からないけど──」

《お願いします!!》

　カナエは曖あい昧まいさを消し去るための釘くぎを刺すや、

「ひゃいっ！」

　逢の返事すら待たず、通話を切っている。

　里久は、やれやれ、これだから、と軽く首を振ると、

「ど、ど、どうしよう、桧ひの原はら君～」

「どさくさ紛まぎれでなんとかなるか……まずは職しよく員いん室しつに行ってみましょう」

　またヘナヘナになった逢を支えて、職員室へと歩き出した。







　一分程度という短い会話の間にも、死像トランジは宙ちゆうにある二人の至し近きんにまで迫っていた。大きさに見合った動作の緩かん慢まんさに助けられているが、それでも一歩は大きく、戻ることもない。

　その圧あつ迫ぱく感かんを前にしても、カナエは断固と退ひかず留まる。

「よし、説せつ得とくの材料集めは頼めたから、後はこっちが頑がん張ばって押さえなきゃね」

「説得、かあ。確かに死像トランジを倒す方法は、手探り状態ではあるけど……」

　半はん信しん半疑のそよぎパペットに示す、自分なりの筋すじ道みちにも惑まどいはない。

「先輩が『なんとかの手先』に唆そそのかされてああなっちゃった理由は、そよぎさんが言った通りの、ほんのササイなことなんだ。ならそれを、なんとかする、なんとかできる、って言い聞かせてみる。悪い方法じゃないと思うけど？」

「『ハインの手先』ね……死像トランジに取り込まれた状態で耳を貸してくれるかなあ。十じゆう字じ印いんで『半閉じの目』の干かん渉しようを断って意い識しきを覚かく醒せいできれば可能性はないでもない、かも」

「とにかく、やってみよう」

「まあ、他にできることもなさ」

　決めたら即そつ行こう、

　ガンッ！

　とカナエは背後に十じゆう字じ印いんを打ち、

「そぅ──っ!?」

　またもそよぎパペットを引きずってすっ飛ぶ。

　再びの跳び蹴けり、今度の狙ねらいは、アスファルトに深々と跡あとを残す、足。

「──っせゃ！」

　歩行のため持ち上げられた方の膝ひざ頭がしらを十字印で一いち撃げき、今度は死像トランジの背中側に飛び抜ける。

　やはり呆気あつけなくもぎ取られた足は、錆さび朽くちながら脱だつ落らくする中で、消えた。先と同じく、新たな部品が断面に集まり、欠けつ損そん部ぶの修しゆう復ふくを始める。

　が、

　修復が完了するより、倒れる方が早かった。

　見えていないはずなのに、人や車が通るのを避け始めた広い坂道、その路ろ面めんに壮絶な地じ響ひびきを上げて、死像トランジの巨きよ体たいが横倒しになった。

　既すでに手慣れた様よう子すで、宙ちゆうの十字印上でクルリと振り向いたカナエは、肩の上に尋たずねる。

「あいつの傷が治るのを『止める』ことは？」

「たぶんできるよ。やってみれば？」

「投げやりだ、なっ！」

　胸にある『半開きの目』が輝きを増し、カナエの視線の焦しよう点てん、修復完了間ま近ぢかの足に、特大の十字印が打たれた。途と端たん、周りの空間が集まってくる部品ごと、まさにピタリと静止する。死像トランジは起き上がれず、ゆっくりと藻も搔がくように太い腕を宙に彷徨さまよわせた。

　先の窮きゆう迫はくもどこへやら、現金な二人は喜き色しよくの歓かん声せいを上げる。

「すごいな、これ。やり方次第でなんでもできそうだ」

「ふっふーん、こんなもんじゃないよ。感覚だけで操あやつれるようになれば無む敵てきよ、無敵」

「これで多少は時間が稼かせげ──」

　そんなカナエの安あん堵どが、

　ギュン──

　と不ふ意いに現れた渦うず巻まき文もんで搔かき消された。

「なっ!?」

　十字印に上うわ書がきされたそれは、確かつ固こたる形を揺らし、さらには渦の中へと巻き込んで拭ぬぐい去ってしまう。少し前にもこれと同じものを見たぞ、とカナエが思い出す間に、死像トランジは修復を終え、再び立ち上がる体勢を整えていた。

「上！」

　そよぎパペットがフワフワの手で指す先、カナエが見上げた空高くに、死像トランジを解き放ったものと同じ渦巻文を後こう背はいに旋せん回かいさせ、ゆらゆらと浮ふ遊ゆうする人ひと影かげがある。

「『なんとかの手先』か！」

　額ひたいに『半閉じの目』を瞬またたかすフードを被かぶり、渦うず巻まき文もんを意い匠しようした暗あん色しよくのマントを纏まとう、少女らしき人物。死像トランジを指したらしい、歯車と発条ばねを先せん端たんに絡めた杖つえを、重たげに抱え直していた。

「『ハインの手先』ね！」

　そよぎパペットの度たび重かさなる訂てい正せいはスルーして、カナエは疑問を口にする。

「なんで邪じや魔まするんだ？　世界が破は滅めつするってのに」

「キミとは逆に『友たるハイン』に……『半閉じの目』の力に魅み入いられて、世界を破滅に導くことを自分の役割と思ってるのよ。あっちこそ説せつ得とくとか無む理り、やっつけるしかないわ」

「やっつけるって、あれ、女の子だよ？」

　当然の躊ちゆう躇ちよだったが、そよぎもこればかりは譲ゆずらない。

「アレが邪魔する限り、死像トランジは止められないでしょ！」

「ん～」

　曖あい昧まいに返しつつ見れば、足の修しゆう復ふくを終えた死像トランジは既すでに巨きよ体たいを立ち上がらせ、破滅への歩みを再開しつつある。崩ほう壊かい点てんたる坂の下、寮りようのあるＴ字じ路ろの突き当たりまでは、軽く目をやったすぐそこ、程度の距離しか残されていない。

「たしかに、それはその通り──」

　らしくないカナエの躊躇には、

「来てる!!」

　即そく座ざに、容よう赦しやない報むくいが来た。

　頭ず上じよう、杖つえの先に渦巻文を旋せん回かいさせて飛びかかってくる『ハインの手先』、という形で。

「!?」

　反射的に眼前、対たい抗こうするための十じゆう字じ印いんを打ったが、弱い。渦巻文に触れた瞬しゆん間かん、それは一ひと溜たまりもなく吹き飛んで、視し界かいが高速で回転、高さと方角を見失う。

「う、わっ！」

「ふんぎゅ！」

　相あい反はんする『半閉じの目』の力に晒さらされたそよぎパペットも、潰つぶれるような悲鳴をあげるや、ポンと光の粒つぶになって肩の上から消えた。

「そよぎさ──っ、と！」

　回転に落らつ下かの感覚が混じっていると気付いたカナエは、慌あわてて十字印を打つ。道路脇わきの生いけ垣がきに鼻先を掠かすらせて、危うく中空でその身を止めた。

　安あん堵どする暇ひまはない。

　たまたま視界に入っていた長閑のどかな朝の空中、自分を打ち落とした場所に浮かぶ『ハインの手先』の周囲に、小さな渦巻文が数十個、人ひと魂だまのようにフワフワと漂ただよっているのが見える。それらが、自分がクレンペルを叩たたき壊こわしたときに放ったものと同じ使い方だと気付いて、

「──わわっ！」

　弾はじかれたように、というより実際に十じゆう字じ印いんで自身を弾はじいて、カナエは飛び退のいた。

　想そう像ぞうに違たがわず、カナエを追って小さな渦うず巻まき文もんが撃うち放たれる。危うく踵かかとの後、ほんの傍かたわら、さらには行く先にまで、それらは次々降り注そそいで弾けた。

　爆ばく発はつするのではなく、命めい中ちゆうした場所で混こん沌とんの力が解放される。落ち葉に当たれば鋭い竜たつ巻まきとなって周囲の空気を搔かき混ぜ、路ろ肩かたの車に当たれば大きさなど無視してスピンさせた。アスファルトも捻ねじれ砕くだけて破は片へんを巻き散らし、空あき缶かんさえ高速で飛ひ来らいする凶きよう器きとなる。

　これら凄すさまじい勢いで沸わき返る嵐あらしを、カナエは避けない。

「くっ!!」

　胸に輝く『半開きの目』が見出した既すんでの道は、直進。前方で交こう差ささせた腕に『半開きの目』の呪じゆ力りよくを集中、十字印を強く大きく打った。分ぶ厚あつい盾たてを翳かざした機き関かん車しやのように、嵐の威い力りよく圏けんを強ごう引いんに突とつ破ぱする。そうと認にん識しきした一歩目、

（ここだ！）

　地面により強く、十字印を打って飛び上がった。思わぬ行動に驚いたらしい、すいと身を躱かわした『ハインの手先』の傍らを飛び過ぎて、より高くへと舞い上がる。

「そよぎさん！　そよぎさん!!　……駄だ目めか」

　上昇の頂ちよう点てんに到る緩やかな失速の中、ようやっと得た時間で肩の上に呼びかけるが、返事も姿すがたも、来ない。まともに『半閉じの目』の力を食らってしまった自分の責任を感じて、しかしその次の瞬しゆん間かんには、なら自分だけでやるしかない、と思し考こうをガンガン前進させる。

（先せん輩ぱいの情報もまだ来ないけど）

　上空から眺ながめれば、死像トランジは残り僅わずかな距離にまで、崩ほう壊かい点てんへと迫っていた。

　あそこに辿たどり着かれたら、間違いなく世界は破は滅めつしてしまう、と肌はだ身みで感じる。

　そうなる前に、立ち塞ふさがる『ハインの手先』を躱かわし、死像トランジを止めなくてはならない。

　この無む理り難なん題だいに一人で立ち向かわされる苦く境きように陥おちいっても、

（悠ゆう長ちように待ってる暇ひまはない、か）

　カナエは敢かん然ぜんと取りかかるべきことを決め、取りかかる。

　やがて始まる落らつ下かを、頭ず上じように打った十字印で加か速そくする反はん撃げきへと。

　不ふ意いな急接近に気付いた『ハインの手先』が、渦巻文を大きく現した。

　が、カナエも今度こそ油ゆ断だんしない。与えられた力の使い方も把は握あくしつつある。

　一ひと当あてした感じ、どうやら向こうの方が、力の絶対量も使い方も、数段上に思えた。

　それでも、やりようは、ないではない。

（そうだよな、難しく考えることはなかったんだ）

　真まっ正しよう面めんに待ち構える『ハインの手先』との距離が詰まるや、自分の正面に十字印を打って停止、続いて右横、また背後、と直角のカーブを二度、鋭く刻きざんで、まんまとその脇わきを通り抜ける。停止の反動も余よ韻いんも一切生じない十じゆう字じ印いんだからこそ可能な荒あら技わざだった。

「あっ!?」

　その背後に上がった『ハインの手先』の叫びから、慌あわてて後を追おうとする気け配はいを察したカナエは、その落らつ下かの体勢をクルリと百八十度、翻ひるがえす。

（そよぎさんの使った、やっつける、って言葉に抵てい抗こうがあっただけで）

　唐とう突とつな、落下しながらのお見合い状態に、なぜか今さらのたじろぎを見せた少女──相変わらず声も聞こえて顔も見えているのに、何者か判はん然ぜんとしない──を指ゆび差さし、

（要するに、さっきとは逆、この力で釘くぎ付づけにしてしまえばいいんだ）

　胸に輝く『半開きの目』の呪じゆ力りよくをありったけ込めた、強い十字印を打った。

　ガンッ！

　と会かい心しん痛つう快かいの響ひびきを高らかに上げて『ハインの手先』が、空中でバッテンのテープに貼はり付けられたかのような不自然さで静止する。

「ごめんね」

「──ッ！」

　隙すきを突かれ、みすみす強力な一いち撃げきを食らってしまったことに呆ぼう然ぜんとした顔──やはり表情は分かっても、誰だれだか分からない──に、カナエは軽く声をかけると、

「さあ、次だ」

　再び体を翻ひるがえした。降こう下かする先は言うまでもない、二人が上空でやり合っている間にも歩を大きく緩く進めていた、死像トランジ。

「先せん輩ぱいには、当たったら『ごめんね』じゃ、済まないか、な──!!」

　言いい訳わけとしての前置きをしてから、それでも遠えん慮りよなく文字通りの急転直ちよつ下か、その脳のう天てんを叩たたき割るべく、両足による蹴けりをぶち込む。

　十字印を弾だん頭とうにした、凄すさまじい天てん頂ちようからの一いち撃げきに、死像トランジは血ち飛沫しぶきと見み紛まごう無数の部品を撒まき散らしてよろけ、たまらず巨きよ重じゆうの片かた膝ひざを着いた。倒れかけた体を太い両腕うでで支え、ゆっくりと沈むように、その場に蹲うずくまる。

　飛び込んだカナエは十字印の力によって、叩たたき割った頭の中という場に『止まり』、さらには本来始まるべき損そん傷しよう部ぶの修復をも『止めた』。

　そして、正面に見つける。

　静止した歯車の中に捕とらわれた、山やま辺のべ手梓たずさを。その胸には『半閉じの目』の変形した渦うず巻まき文もんが、動作不ふ良りようを示してか、不定期に強弱瞬またたきながら浮かんでいた。

「先輩！」

　顔に血の気はなく、文字通り『半閉じ』となった目も虚うつろ。呼びかける少年の姿すがたを瞳ひとみに映しても、目め線せんを向けるどころか、潤うるみや揺らぎの片へん鱗りんすら見せない。

「先輩、先輩ってば！　ええい」

　カナエは肩を軽く揺するだけでは効果がないと知るや、彼女を抱え込む機き械かいの隙すき間まから細い腰に手を回し、傍かたわらに足をかけて、強ごう引いんに引き抜こうと力を込める。

「んん──っ、──っ!!」

　が、周囲の部品は、彼女ごと一ひと塊かたまりの機き械かいと化したかのように、その体をガッチリと捕らえたまま放さない。程なく、込めた力が頂点を超えて、一気に脱だつ力りよくする。

「──っく、駄だ目め、か！」

　力ちから業わざを諦あきらめたカナエは次に、効果のほども怪あやしい上、後が怖こわい手段を脳のう裏りに、

（こうなったら頰ほおをひっ叩ぱたいて……いやいや）

　そして恐らくは最も現実的だろう方法の対たい象しようを目に、過よぎらせてゆく。

（残るは、そよぎさんに言われた、これ、か）

　これとは、手梓の胸の上に瞬き浮かんでいる渦うず巻まき文もん。

　残る手段は、その干かん渉しようの妨ぼう害がい、要するに邪じや魔まである。

（不用意に触っていいのかな？　こんなときこそアドバイスが欲しいんだけど）

　悩みつつも、やれることからやる、という常の姿し勢せいは捨てない。アドバイスした当のそよぎにすら、死像トランジの止め方は分からない……なにもかも、初めてのことなのである。

（これこそ、ままよなるようになれ、ってやつか）

　見出す可能性がなんたら、やはりそよぎの言い分を励みに、新しい方法を自分自身で試すことを、決める。己おのが胸に輝く『半開きの目』に意い識しきを集中し、力を高めてゆく。

「爆ばく発はつとか、しませんように」

　お願いするように、わざわざ言葉にしつつ、最初にクレンペルへと触れたとき以上に恐る恐る、指先に集中させた力による小さな十じゆう字じ印いんを、渦巻文に、ちょん、と着けた。

　瞬しゆん間かん、本当に爆発したかと思えるほどの閃せん光こうが、圧力を伴って溢あふれ出る。

「うわっ!?」

　思わず掌てのひらを顔に翳かざしたカナエの前で、死像トランジが起き動どうしたときと逆の現げん象しようが起きた。

　即すなわち、渦巻文が伸びて横よこ一文字となり、

　閉じられていた目が、半分だけ開いた。







　山やま辺のべ手梓たずさは泥どろ沼ぬまから引ひき摺ずり出されるように、重く辛つらい眠りから嫌いや々いや覚めた。

「　　……ここ、は　　？」

　ぼんやりした視し界かいが徐じよ々じよに輪りん郭かくを取り戻し、異い様ような空間の中にいる、と気付かされる。

　ぼんやりした記き憶おくが徐々に流れを把は握あくし、怪かい物ぶつとなって破は滅めつを目め指ざした、と自覚する。

「　　……あ……」

　そして、それらの結びついた中で、後こう輩はいの少年が目の前に立っている、と曖あい昧まいに知る。

　知っても意い識しきは鈍く、絶望の深さと倦けん怠たいの重さで、再び眠りへと沈み込みそうになる。

　そこに、

「先せん輩ぱい！」

　強い呼びかけが、肩を摑つかむ荒々しさを連れてぶつかってきた。思し惟いから現実へと感覚が引き戻され、会話ではない、呼びかけへの反応として、声が口から零こぼれ落ちる。

「直なお、会らい？」

「良かった、目が覚めたんですね」

「良……？」

　手梓たずさには、一体なにが「良かった」のか理解できない。早くもう一度眠りたい、ただそれだけに気分が傾けい倒とうして、虚きよ飾しよくも見み栄えもない剝むき身の言葉で拒む。

「私の、ことは……放っとい、て……」

「そういうわけにもいきませんよ」

　カナエは拒み返しつつ、彼女を引き剝はがす方法を探って、周りの機き械かいをガチャガチャ引っかき回していた。細かな部品が指先を傷つけ血を滲にじませても、お構いなしに。

　そんな、いつもなら苦にがさを交じえつつも好感を持っていた快かい刀とう乱らん麻まの断言、無む造ぞう作さなお節せつ介かいぶりが、今の手梓にはどこまでも疎うとましい。再び力なく閉じつつある目を、

「でも……『言ことづて妖よう精せいの扉とびら』は──どこにも……ない、って」

　眠りへと沈む場所を求めるようにフラフラと彷徨さまよわせ、

「あの噂うわさは噓うそ……偽いつわり、だって──けど、私……」

　求めたものへの未み練れんのように呟つぶやきながら、

「望み、叶かなわない……あれ、見──」

　惑まどい諸もろ共とも、朦もう朧ろうへと堕おちる。

「だか、ら、もう──」

　その甘かん美びな破は滅めつへの耽たん溺できに合わせ、再び胸の上で瞼まぶたを下ろし、渦うずを巻き始めた紋もん章しようを、

「えいや」

　十じゆう字じ印いんを乗せた掌てのひらが、その下の膨ふくらみごと鷲わし摑づかみにした。

「──ッ!?」

　渦うず巻まき文もんの飛び散る衝しよう撃げき、十字印の鮮せん烈れつな輝き、なにより鷲摑みにされた羞しゆう恥ちで、手梓の独ひとり善よがりな耽溺が一気にぶっ飛ばされる。名残なごりらしき呂律ろれつの回らない舌したで、

「な、なにゃ、なに、なお」

　咎とがめたのか、名前を呼んだのか、フニャフニャな声を放った。

　そんな手梓を、カナエはじっと見る。というより、待っている。

「……投げは、なしですか」

　どうやら刺し激げきして手を出させる──昨日きのうの体験に鑑かんがみた──ショック療りよう法ほうのつもりだったらしい。効果覿てき面めんと言うべきか、手梓たずさは耽たん溺できの脱だつ力りよくから一転、憤ふん激げきにワナワナと身を震わせた。

「おっ、おまえ、なぁ！」

　と、その目が、

「直なお会らい、その手……！」

　はまり込んだ甘かん美びの境きよう地ちとは真ま逆ぎやく、痛々しさ生なま々なましさの極きよく致ちである赤い雫しずくを捉とらえる。

　鷲わし摑づかみをようやく離し、隠かくすでもなくダランと下げた手から滴したたったものだった。

　滴らせている当のカナエは、それどころではないとばかり、周りを見回す。

「いいってことです。それより参まいったな。修しゆう復ふくできなくしても、先せん輩ぱいの渦うず巻まきを消しても、引き剝はがせないとなると……いっそ、あの『なんとかの手先』の子に聞いてみようか」

　手梓は、巨きよ大だいな怪かい物ぶつとなって世界を破は滅めつさせる、という退たい廃はいへの耽溺から目覚めた先に、

　カナエの、いつもと全く変わらない異常さを見出して、驚き、さらには恐れすら抱いた。

　辿たど々たどしい言葉で問いかける。

「おまえ、なんで、ここまで」

　それは、この突とつ然ぜん始まった世界を脅おびやかす出来事が怖こわくないのか、という当とう惑わくであり、

　また、どうして巨大な怪物や超ちよう常じよう現象に平然と立ち向かえるのか、という驚きよう嘆たんであり、

　さらには、なにが彼をここまでさせているのか聞いてみたい、という好こう奇き心しんでもあった。

「なんでって」

　問いかけられたカナエの方は、あっさり答える。

「世界の破滅を食い止めなきゃ、先輩を助けられないそうなんで」

「……」

　言葉の意味を、寝覚めの頭で解かい読どくする数秒を経て、

「……逆じゃ、ないのか、それは」

　手梓はようやく、感想を言葉にすることができた。

　カナエの方は逆に、かけられた言葉の意味が分からない。

「え？」

「だって、そうだろう。世界の方がついでで、まるで私──」

　手梓は、口にしかけたことの意味に気付いて、中ちゆう途とで声を切った。

　まるで私の方を大だい事じにしてるみたいじゃないか。

　などと言えるわけがない、恋人同士じゃあるまいし、そう考えることが自じ意い識しき過か剰じようだ、直会はそんなこと思って言ったんじゃないだろう、ああまた外がい面めんを取り繕つくろうことばかり……グルグルと愚ぐにも付かないことを、それでも頭で回せる程に、彼女は目覚めつつあった。

「なんです？」

「い、いや、なんでも」

　尋たずねるカナエに、誤ご魔ま化かしつつ目め線せんを上げた手梓の顔から、血の気が失うせる。

「直なお会らい、後ろ!!」

　いつしか背後の空中に浮ふ遊ゆうしていた人ひと影かげによって、

「！」

　カナエが振り向く前に足あし下もと、

　ギュン──

　と渦うず巻まき文もんが浮かんで、その視し界かいが高速で回転した。

「こ」

　の、と続ける間もなく、極きよく小しようの竜たつ巻まきで空高くへと吹き飛ばされる。

「直会！」

　目で追った手梓たずさは、その身も乗り出させようと藻も搔がくが、死像トランジは頑がんと彼女を放さない。

　どころか、

「余よ計けいなことを、させないで」

　カナエが去った後、その前に残された小さな人影、フードを被かぶった『ハインの手先』が、どういう類たぐいのものか、怒りを含んだ呟つぶやきとともに、再び彼女を破は滅めつの運うん命めいに捕とらえた。

　差し向けられた杖つえによって、またも『半閉じの目』が胸に灯ともされ、抵てい抗こうを感じさせる緩さで閉ざされ、現れた渦巻文の明めい滅めつとともにより激しい回転を再開させる、という形で。

「ぅわあああ──っ!!」

　苦く悶もんの叫びをも封じ込めるように、修復を始めた死像トランジの頭部が、閉じた。







　空高く、今日きよう何度目かという浮遊感に弄もてあそばれるカナエの肩に、

「あー、酷ひどい目に遭あった。頭から地面に落ちちゃったよ」

　ヒョッコリ、そよぎパペットが戻ってきた。

「そよぎさん」

　ようやく回転の酩めい酊ていから立ち直ったカナエは、その無ぶ事じな姿すがたに喜びの声を上げると、すぐに翻ひるがえって、タイミングの悪さへの不満をぶつける。

「もう二分、早く戻ってきて欲しかったな」

「キミってば平然とムチャ言うね……こっちは『半閉じ』の呪じゆ力りよくぶつけられて、初の気き絶ぜつまで体験してたってのに」

　パペットの口を器き用ように尖とがらせて憤ふん慨がいしつつ、それでもそよぎは自分の役割として、現状を確かく認にんした。下方、坂道の途と中ちゆうに聳そびえる巨きよ体たいと、その頭とう頂ちよう部ぶに立つマントの少女が見える。

「おや、崩ほう壊かい点てんとの距離は、それほど縮まってない？」

「トラなんとかを一いつ旦たん止めて先せん輩ぱいと話してたら、あの『なんとかの手先』の渦巻で、こうやって追い出されちゃったんだよ」

「ト・ラ・ン・ジと『ハ・イ・ンの手先』ね！　……ていうか、ホントに説せつ得とくしてたんだ」

　ダブルで訂てい正せいして後、少年の有ゆう言げん実行っぷりへの感かん嘆たんが付け足された。

　言われたカナエは威い張ばるでもなく、足あし下もとへ十じゆう字じ印いんを打って空に止まる。

「二ふた言こと三み言ことだけだったけど……桧ひの原はらからの電話も来てなかったし、あまり意味は──」

　と、

　まるで返事をするかのように、デフォルトままの着ちやく信しん音おんがポケットから鳴り響ひびいた。

　カナエは、携けい帯たいを取り出す前に──何度も不ふ意いを打たれたことの経験を生かして──『ハインの手先』の居い場ば所しよを確かく認にんする。少女の姿すがたは、再びの接せつ触しよくを警けい戒かいしてか、未いまだ死像トランジの頭とう頂ちようにあった。手て強ごわい相手に張り付かれるのは厄やつ介かいだったが、当面は都つ合ごうがいい。そうと分かれば、と素早くポケットから携帯を取り出した。

「もしもし、桧原？」

《ああ。転てん校こう生せいの件、調べたぞ》

　望んだ成果をくれる友達に感謝しつつも、急せいて尋たずねる。

「ありがと。で、どんな人で、どこに行った？」

《それがだな》

　里り久くは言いにくそうにゆっくりと、妙みような前置きをした。

　訝いぶかしむカナエに、真実が突きつけられる。




《高等部にも中等部にも、この冬に転校した生徒は、いない》




　説得の手がかり──どころではなかった。

　目論もくろ見みが根底から崩くずれた、以上に前ぜん提ていから成立していなかった、とカナエが理解するまで、たっぷり数秒。我に返って問い質ただす声も、常より固くなった。

「どういうこと？」

《言った通りだ。この冬に転校した生徒はいない。それどころか、昨年度は学がく院いん全体でも、転校生や転てん入にゆう生せいはゼロ。少なくとも、学がく籍せき名めい簿ぼにその手の記き載さいはなかった》

「本当に、誰だれも？　じゃあ、先せん輩ぱいはいったい、誰に会いたがってたんだ？」

《本当に、誰もだ。誰にかは分からんが、学院に転校先を尋たずねず、与よ太た話ばなしでしかない『扉とびら』を頼っていた理由には、納なつ得とくがいったな》

「てことは、その人についての情報は……」

　一応の確かく認にん、という皮を被かぶせた期待の問いにも、無感情極きわまる即そく答とうが返ってくる。

《いない人間の情報はない》

「……だよね、ありがと」

　カナエは短く礼れいを言うと、通話を切った。

（こうなったら、成り行き任せの出たとこ勝負になっても、あの手て強ごわい『なんとかの手先』をやっつけて、それから先せん輩ぱいの方に取りかかるしかない、か）

　落らく胆たんを覚かく悟ごへと切り替える顔の横に、そよぎパペットが身を乗り出した。

「どーゆーこと？」

「うん。先輩がああなったササイな理由ってのは、友達に会えなくなったこと、だったはずなんだけど……その友達ってのが、どこにもいないらしいんだ」

「意味、分かんない」

　そりゃこっちの台詞せりふ、と思いつつ、カナエは心持ち肩を落とす。

「その人と話でもさせれば、先輩の捨すて鉢ばちな気分も変わって元に戻るんじゃないか、と思ったのに……目もく算さんが狂っちゃったよ」

「ふーん。人間の管理状況は知らないから措おいとくとして、友達に会えなくなった、っていうセンパイさんの辛つらい気持ちを、些さ細さいとは言いたくないな」

　常の強気かつお気楽な態度に、ほんの微かすか、異なる色味が混じったことに、カナエは気付いた。気付いて、しかし口にするのは、身みも蓋ふたもない感想である。

「そよぎさんにも、友達とかいたんだ」

「ホンッ──トーに失礼だね、キミって!?」

　先の色味も消し飛ばし、そよぎパペットはプンスカ怒って、両腕うでに腰を当てる。

「私にだって、友達はたーっくさんいました！」

「へえ、意い外がい──」

　言う間にカナエは、パペットからの圧力を感じて、驚きのトーンを下げた。

「──ええと、あんなとこにいたのに、よく友達なんかできる、ね」

　そよぎパペットは、口を尖とがらせて抗こう弁べんする。

「別に、ずーっと閉じ籠こもってたわけじゃないよ。こっちと繫つながる『扉とびら』の補ほ修しゆうとか、情報収しゆう集しゆうに出かけるとか、色々やってたの。そのときに、ちょっと話を聞いたりさ。まあ、すぐお別れしてばっかだけど……とりあえず、親しげにお喋しやべりしてたら、友達、でしょ、たぶん」

　段々怪あやしくなってきた主張が、ふと思い出した材料で、明るく楽しげに翻ひるがえった。

「あっ！　でもそうだ、最近だと、面白い話をいっぱい聞かせてくれた、ヤマノベ・タズサって子もいたんだよ。今までで一番、一いつ緒しよにいた時間が長かったんじゃないかな」

「なんだ、そよぎさんって、普通に外に出られ──　　　　」

　訊ききかけたカナエの顔から、表情が抜け落ちる。

　ついでのように顎あごも、カクンッ、と大きく下に落ちた。

　そよぎパペットがその様よう子すに、可愛かわいらしく首を傾かしげて見せる。

「どしたの？」

　そのノホホンとした顔面に、




「あんたかっ!!」




　カナエは叫びをぶつけていた。

「うょわっ!?」

　何処いずこかの『星』で、そよぎは再び、宙ちゆうに浮かぶ球たまから転げ落ちる。今度は幸い、尻しりから落ちて、被ひ害がいは尾びてい骨こつの痺しびれと、星の表面に広がってゆく大きな波は紋もんを見るだけで済んだ。

「あ痛たた……私が、なに？」

「なにって、そりゃ、ああもう!!」

　パペットを通して見聞きするカナエの剣けん幕まくは、怒りと言うよりもせっつき。

　打開の鍵かぎが肩の上に転がっていたことへの、呆あきれともどかしさ。

　どう手っ取り早く説明を切り出すべきか、という煩はん悶もん。

　入り交じった諸もろ々もろを浮き沈みさせる姿すがただった。

　それでも彼は結局、過たず一ひと言ことで、突きつけるべき要点を導き出す。

「あそこで怪かい物ぶつの核かくになってるのが、その山やま辺のべ手梓たずさなの！」

「そのタズサって、どのタ──　　　　」

　そよぎは、尻を摩さすっていた手を止めた。

　ついでに思し考こうも、スコンッ、と止まる。

「は？」

　間の抜けた声を漏もらしてから、




「ええ──っ!?」




　劈つんざくような絶ぜつ叫きようを、虚うつろな空へとばら撒まいた。球の上によじ登ることも忘れて、手を指を右う往おう左さ往おう、どことも知れない場所を指しては返す。

「どど、どういうこと？　タズサって後ろで括くくった髪かみが綺き麗れいで胸がドカーンって大きくて太ふと股ももが太めなの気にしてる、泣き虫で心配性で頑がん張ばり屋やで今高こう等とう部ぶ二年のタズサだよね!?」

「太股とか、泣き虫……？　は、まあ分からないけど、そうだよ。その先輩は今、あれの中」

　カナエの指す方へと巡らせたパペットの目が、違たがわず死像トランジに留められた。同じものを双そう眸ぼうに映すそよぎの胸を、理解に伴う危き機き感かんがジワジワ侵おかしてゆく。言葉が、口を突いて出た。

「セ、『センパイ』って人間は山ほどいるんでしょ、なんでよりにもよってタズサ？」

「そこは運うん命めいってのに訊きいて欲しい」

　皮ひ肉にくではない、率そつ直ちよくなカナエの所しよ感かんに、そよぎは根こん本ぽんの質問で返す。

「それじゃまさか、タズサの『会えなくなった友達』って……」

「そよぎさん、なんでしょ」

　カナエは深々と溜ため息いきを吐いた。

「学がく院いんの名めい簿ぼに載のってない、行方ゆくえ不ふ明めいな、山やま辺のべ手梓たずさの友達、か……なんで急に、先せん輩ぱいの前からいなくなったりしたのさ。っていうか以前、外には出られないとか言ってなかったっけ？」

「出られないんじゃなくて、外と余よ計けいな関係を作ると後々面めん倒どうだから、極きよく力りよく出ないようにしてたんだよ。情報収しゆう集しゆうも、数年で入れ替わる学生相手に少しずつ、自分から伝でん習しゆう……じゃない、学院に紛まぎれ込んでやってたんだけど、タズサの場合はイレギュラーな事じ態たいというか」

　くどくて長い言いい訳わけを聞く内に、カナエは、

（そういや、そよぎさんって何なん歳さい……というか、そもそも何者なんだっけ）

　という今さらの疑問を抱いたが、この際はややこしくなるだけなので、口は挟まない。

　その怪あやしい人物（？）は、まるで悪戯いたずらを見つかった子供のように、肩の上ではパペットの手を、何処いずこかの『星』では本体の人ひと差さし指ゆびを、左右で突き合わせながら続けている。

「えー、つまり、人ひと気けのない所でこっちへの『扉とびら』をコッソリ直してたら、そのとき──」

「先輩に出くわした？」

「ショーガナイでしょ！　研究所跡あとに人が来るなんて普通は思わないもん！」

　パペット共とも々ども、そよぎは突き合っていた指も手も、大きく振り上げた。どうもこの怪かい人物、立場が悪くなると逆ギレする質たちらしい。ついでと小声で、補ほ足そく説明が付け足される。

「すごく楽しくってさ。補ほ修しゆうが終わった後も、ちょっとだけこっちにいるのを延長して、色んな話を聞かせてもらったんだ。キミの通ってきた『扉』なんか、研究所跡に出たり消えたりする、っていうタズサから聞いた噂うわさ話ばなしを参考に補修したんだよ」

「ははあ、形がまんまだったのは、そういう……」

　そよぎと手梓の事情を大おお凡よそ飲み込んだカナエは、それを即そく座ざに消化して、

「色々、言いたいことはないでもないけど」

　ふと微笑ほほえんだ。

「良かった」

　そよぎには、すんなり出たその一ひと言ことが、死像トランジ退たい治じの打だ開かい策さくを見つけた、という意味ではないことが、なぜか分かった。

　微笑の端はしに、行動の前触れとしての、力が兆きざす。

「要するに、そよぎさんを先輩に会わせれば解決なんだ」

　言うやカナエは、足あし下もとの十じゆう字じ印いんを消した。あれこれ話す間にかなりの距離を稼かせいでいた死像トランジへと自由落らつ下かする中、聞かせるでもない呟つぶやきが、パペットを通して『星』のそよぎに届く。

「運うん命めい……正直、好きな言葉でもないけど」

　言いい訳わけを前置く間に、微笑が大たい笑しようとなっていた。

「友達を再会させて世界を救うよう仕向けた、ってんなら、そう悪いもんでもないかもね」

「はあ、どうも」

　変な返事をしながら、そよぎは『星』の上で胡座あぐらを搔かいた。さらに頰ほお杖づえを突くことで、同じ表情になるのを、誰だれもいない一人きりの場所で、わざわざ隠かくす。

「友、達……タズサも、友達って思ってくれてたんだ」

　知らず、胸の内からの圧力が、呟つぶやきとして漏もれていた。

　戦いに臨のぞむ気き宇うが、覚かく悟ごして備えていたものに比べて随ずい分ぶんと小さな規き模ぼになっている、とも思ったが、不ふ思し議ぎと悪い気分ではなかった。







　落らつ下かするに従い、巨きよ大だいな死像トランジがより大きく見えてくる。ついでに、その頭とう頂ちように立つ『ハインの手先』が二人の接近に気付いて、杖つえを重たげに掲かかげつつある姿すがたも。

「そよぎさん本人は、肩から出られる？」

　カナエの問いかけに、そよぎパペットはどこか開き直ったように、明快に指し示じを出す。

「ちょい無む理り！　『扉とびら』を出すには壁が要いるから、死像トランジをどっかの建物にぶつけて！」

「りょーかい！」

　同じく明快に返して、カナエは打ち付ける風の彼方かなたへと目を凝こらした。

　先にカナエが出し抜いた連続ターンに備えているらしく、杖を掲げる『ハインの手先』は頭頂部から動かない。標ひよう的てきとなる死像トランジに張り付いていれば、たしかに躱かわすもなにもない。

（ま、それならそれで）

　カナエは再び足あし下もとに十じゆう字じ印いんを打って急停止すると、

「さっきのお返し、だ！」

　両りよう掌てのひらを広げて、指先から数十の十字印を散さん弾だんのようにばら撒まいた。

　次々飛ひ来らいするそれらを、『ハインの手先』は大きな渦うず巻まき文もんを頭上に浮かべて防ぐ。

「無む駄だ」

　死像トランジの頭全体を守る盾たてとして広がったそれは、小さな十字印を容易たやすく、焼けた鉄板に落ちた雨あま粒つぶの如ごとく消し飛ばした。流石さすがに付つけ焼やき刃ばのカナエとは力の熟じゆく練れん度どが違う。

　が、狙ねらいはそもそもそっちではなかった。

　十字印は盾の外で、遺い憾かんなく効力を発はつ揮きする。

　即すなわち、渦巻文が守る死像トランジの頭部以外、全身で。

　ほんの数秒、カナエが宙ちゆうで静止するのと同じ力で、巨きよ体たいの数十カ所が一いつ斉せいに縫ぬい止められていた。そして、構わず進もうとする死像トランジの圧あつ倒とう的てきな駆く動どう、それ自体が『宙で静止する点』と『動こうとする周囲』の歪ゆがみによって、絶大な破は壊かい力りよくと化す。

「あっ!?」

　驚き叫ぶ『ハインの手先』の足下で、ほんの数秒だけ縫い止められた点から、襤褸ぼろ布ぬのの皮ひ膚ふが破れ、露ろ出しゆつした部品が撓しなり、曲がって、引き千ち切ぎれた。金きん属ぞくの破は砕さい音おんとも大だい重量の断だん裂れつとも付かない金かな切きり声を上げて、死像トランジはのたうつ。

　そんな全身をグズグズに崩くずす様さま、死像トランジの動きを捉とらえるカナエは、

「ええと、壁が、あそこだから──」

　面会に都つ合ごうのいい場所、坂道沿いに立っている低い廃はいビルへと目め星ぼしを付けた。胸の『半開きの目』に力を込める。ハッと気付いて身み構がまえる『ハインの手先』にではなく、

「──ここか!!」

　ぐらつく左足の真ま下したに、輝く十じゆう字じ印いんが打たれた。

　暴ぼう風ふうを撒まいて巨きよ大だいな足が跳ね上がり、応じて全身が急速に傾く。肩をぶつける形で倒れ込まれた傍かたわらの壁面が、重さに耐えかねて割れ砕くだけた。転てん倒とうによってさらに大きく裂さけた全身を修復するため、死像トランジは濛もう々もうと湧わき上がる粉ふん塵じんの底に蹲うずくまる。

　その粉塵を突き破って、渦巻を後こう背はいに浮かべた『ハインの手先』が飛び出した。

「くっ」

　フードの下で、唇くちびるがきつく嚙かまれる。単身の戦せん闘とうであれば、初しよ心しん者しやのカナエを圧あつ倒とうできる彼女も、死像トランジという大き過ぎる的まとを集中して狙ねらわれると庇かばい切れない。

　そこに、加えて一いち撃げき。

「っ!?」

　空に回る風車、あるいは特大の手しゆ裏り剣けんのような十字印が、彼女の鼻先を掠かすめて、落ちる。行く先は見るまでもない、壁面にめり込んでいる死像トランジ。

　慌あわて、渦巻文もんを差し向けようと杖つえを抱えた彼女の正面に、

「待った」

「！」

　今度は前に回り込んだカナエ自身が、両手を広げて立ち塞ふさがる。

　反射的に『ハインの手先』は杖を振り向け、カナエはそれに掌てのひらを差し向ける。

　ガンッ！

　ギュン──

　と二つの力が相そう殺さいして弾はじけ、二人は宙ちゆうで数歩ほどの距離を空けた。

　そうする間に下方では、蹲っていた死像トランジの脳のう天てんに十字印が直ちよく撃げき、そのサイズに見合うだけの部品を盛大に、煌きらめく噴ふん水すいよろしくぶちまけていた。

　また、してやられたことに『ハインの手先』は、唇を引き結ぶ。

「……」

「さて、あっちはあっち」

　カナエが視線をちらと寄せた肩の上に、もうパペットはいない。

「こっちはこっちで、頑がん張ばろうか」

　確かめると、右掌てのひらに左拳こぶしを打ち付けて、気合いを入れる。

　その快く鋭く、パン、と鳴った音に、

「ひゃっ」

　小さく『ハインの手先』が叫んで、身を竦すくませた。

　思わずカナエは謝る。

「あ、ごめん」

「……」

　フードの下に目め線せんを隠かくした『ハインの手先』は、無む言ごん。ただ、への字に曲げた口が覗のぞいている。その急角度に引き結ばれた小さな唇くちびるには、怒りや悔くやしさという敵てき意いの類たぐいではなく、どこか拗すねているような、近しい感情の欠片かけらが見て取れた。

（ん？）

　少なくとも、カナエにはそう感じられた。

　近距離で真ま正しよう面めん──『半開きの目』と『半閉じの目』による、互いに不ふ意い打うちではない初めての対たい峙じだったが、相あい反はんする力を宿す互いの内ない心しんは、やや腰が引けている。

（釘くぎ付づけも二度は通用しないだろうし……といって、殴なぐり合うのもな）

（やっぱり、要よう領りようの良さじゃ、カナちゃんには勝てない）

　にもかかわらず、二人は掌と杖つえを突き出し、

（でも）

　再び、銃じゆうの抜き撃うちのように神しん速そく、

（なら）

　渾こん身しんの呪じゆ力りよくを振り絞しぼり、ぶつけ合っていた。

（そよぎさんと先せん輩ぱいが話す時間を、できるだけ稼かせがないと！）

（まだ上回ってる呪力で、ムリヤリ押さえつけるしかない！）

　十じゆう字じ印いんと渦うず巻まき文もん、掌と杖の数センチ先に打たれ浮かんだ二つの象しよう徴ちようが、空気の振動と光の明めい滅めつを伴って相そう殺さいする。吹き荒れる力の奔ほん流りゆうの中で、前まえ髪がみは逆さか立だちフードは波打ち、きつく睨にらむ生の瞳ひとみと瞳が、視線を衝しよう突とつさせた。

　その中、後ればせの対峙を得たことで、カナエが衝しよう撃げきに震える唇を開く。

「どうして、世界を破は滅めつさせるなんて、危ないことをするんだ」

　まるで子供を叱しかるかのような、些いささか以上に間の抜けた問いかけだった。

　が、それに『ハインの手先』は、どこまでも真剣に、どこまでも深しん刻こくに、答える。

「その先でしか、[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]を、助けられない」

　中ちゆう途との言葉が『半閉じの目』の呪力によってか、曖あい昧まいにぼやかされた。すぐ近くに見えているはずなのに顔の分からない少女は、反はん撃げきとしての言葉を突き付け、

「だから、黙だまって見ていて」

「それだけは、できないな」

　カナエも、断だん固ことそれを跳ね返す。

　ただし、現状の実力差は、口先ほどには対等ではない。どころか、格かつ好こうを付けた矢先だというのに、周囲の風景は、早くも渦うず巻まき文もんの流れに引き込まれ、歪ゆがみ始めている。

　この押し合いもすぐに破れる、と悟さとったカナエは、

（そよぎさん、早いとこよろしく……!!）

　そう、他た力りき本ほん願がんに念じた。

　向こうだけで事が終わるのなら、それに越したことはない。







　薄く漂ただよう粉ふん塵じんの中、地じ響ひびきにも似た唸うなり声と細かく忙せわしい駆く動どう音おんを響かせて、死像トランジが蹲うずくまっている。首から右肩にかけた広範囲が特大の十じゆう字じ印いんで薙なぎ払われており、欠けつ損そんした右肩を傍かたわらの廃はいビルにもたせ掛かることで、辛かろうじて転てん倒とうを免まぬがれていた。

　その、修復をも封じられて剝むき身となった頭部で、

（……どこにも、ない……）

　機き械かいに囚とらわれた手梓たずさは、先より遙かに浅い、薄うす皮かわのような眠りに揺蕩たゆたっていた。

（──でも──）

　意い識しきは絶えず同じ時と場所、別れた日の出来事の中を、焦しよう燥そうと渇かつ望ぼうに悶もだえ、後こう悔かいと絶望に沈む、二つの力によってグルグルと、まるで渦うず巻まきのように回り続けている。

（……噓うそ、偽いつわり……）




　その人は質問を流して、私も気にせず、いつものように話して、別れた。

　そして、その人は私の背に、さよなら、と声をかけて、何処いずこかへと去った。

　翌日──やはりその人は、来なかった。

　その翌日も、その翌日も、その翌日も。

　私は、自分の過ちに気付いたが、後の祭りだった。

　その人は、私の前から去ってしまった。

　言えなかったことを、私の中に残して。

　だから、あのとき突然、噂うわさのままの形で現れ、閉まると同時に消えた物を、

　階段脇わきの壁に傾いた形で現れる、真っ白い木の扉を──私は探し始めた。




（──私は──）

　意識は後悔と絶望に沈み切る寸前、記き憶おくに刻まれた縁よすが──最後に見た噂通りの『扉』──へと立ち返り、しかしそれが見出せない焦燥と渇望で、また沈んでゆく。

（……望みは、叶かなわない……）

　そんな彼女の、藻も搔がくような旋せん回かいが、

（──確かに、見たんだ──）

　全く唐とう突とつに、実に呆気あつけなく、途と切ぎれて止まる。

（──階段脇わきの壁に、傾いてくっついてる──）

　朦もう朧ろうとした半閉じの眼前に現れた、とある物によって。

（──真まっ白しろい木の、扉とびら──、っ!?）

　それは、死像トランジのもたれ掛かるビル壁面に、傾いた形で現れた、真っ白い木の扉。

　半閉じだった手梓たずさの両目がいっぱいに見開かれ、意い識しきが限界を超えて冴さえ渡る。

　あり得ない、なぜ、どうして、こんなところに、今、まさか、どうなっている？

　惑わく乱らんと激情とが、渦うず巻まき文もんを旋回させ続けるための均きん衡こうを蹴け散ちらしていた。

　彼女の高鳴る鼓こ動どうなどお構いなしに、扉がゆっくりと開いてゆく。







　ギュン──

　と既すでに聞き慣れた渦巻文の旋回する音とともに、

「うぉわ!?」

　カナエの視し界かいがひっくり返った。

　しかし、既に何度も喰らった手である。十じゆう字じ印いんの使い方も既に体得していた。

　咄とつ嗟さに指先、小さな十字印を打って全身を固定する。回転の止まった光こう景けいを把は握あくするや、折り曲げていた足先に新たな印いんを打ち、己おのれを蹴りの形をした砲ほう弾だんとして撃うち出した。

「っりゃ！」

　向かうは『ハインの手先』そのものではなく、重たげに掲かかげている杖つえ。

　これを叩たたき落として、幾いくらかでも戦せん意いを削そぎ、時間稼かせぎの足しにする。

　少女へと直接殴なぐりかかることなく動きを妨ぼう害がいする、当面の作戦だった。

　が、カナエはすぐに、敵を甘く見過ぎていたことを思い知る。

　直なお会らいカナエと戦う覚かく悟ごを決めた少女は、慌あわてて避けるような不ぶ様ざまは晒さらさない。どころか、自身に向けられた攻こう撃げきなら、幾らでも捌さばく実力を持っていた。彼女こそは『友たるハイン』が世界に伸ばした破は滅めつの『手先』なのである。

　攻撃の焦しよう点てんとなっていた杖に、蹴りが当たる。

　瞬しゆん間かん、当たった場所を力りき点てんに、少女は鋭く旋回した。

　最低限の呪じゆ力りよくによる渦巻文で、カナエを旋回の中に巻き込む。

「っ!?」

　何が起こっているのか分からなかったカナエは、数秒遅れで、自分が再び回転の餌え食じきになっていると気付かされた。彼の方が慌あわてて、巻き込まれた爪つま先さきに十じゆう字じ印いんを打ち離り脱だつする。完全に渦うず巻まき文もんの影えい響きようを脱せなかった体は、緩い放ほう物ぶつ線せんを描いて飛ばされていた。

（なにが、どう）

　と思う間に、はためくマントの中、未いまだ旋せん回かいを続けていた少女による横よこ様ざまの蹴けりが、凄すさまじい速さ重さを伴って、その横よこ腹ばらに叩たたき込まれた。体が、横向きに折れ曲がる。

「ご、はぅ──!?」

　空気を全て吐き出すような声を漏もらして、カナエは吹っ飛んだ。

　その霞かすむ視し界かいの端はしに、旋回をゆるりと止めた『ハインの手先』の姿すがたが、見える。

　高々と掲かかげた杖つえの周りに、数十の渦巻文を浮かべて、こちらを狙ねらう姿が。

　さらに、それらの撃うち放たれる光こう景けいが。

（やば）

　声にする猶ゆう予よすらない。

　残った意い識しきを総動員して、カナエは数の限りに十字印を空中にばら撒まいた。

　辛かろうじて、しかし危うい距離を空け、出で鱈たら目めに出現した十字印、撃ち放たれた渦巻文、相あい反はんする二つの力が衝しよう突とつする。力の量に勝る渦巻が空気を容よう赦しやなく攪かく拌はんし、弾はじけた力の名残なごりたる火ひ花ばなを無む秩ちつ序じよに飛び散らせた。その眩まばゆい嵐あらしを突っ切って、

（出たとこ勝負に慣れて、思い上がってた）

　交こう差さした腕に十字印を打ったカナエが、猛もう然ぜんと飛び上がった。

（端はなから手て加か減げんできる相手じゃなかった……もう一度、全力のバッテンで縫ぬい止める！）

　少女を視し認にんした瞬しゆん間かんに、渾こん身しんの十字印を打って動きを止める。

　そのつもりだった──が、

「ぅわ!?」

　今度は立場が逆になった。

　ギュン──、

　と嫌いやな音を聞いた途と端たん、巨きよ大だいな渦巻文が眼前に出現して、カナエは渦に攫さらわれる。慌あわてて出す十字印も片かたっ端ぱしから搔かき消される、先に逃のがれたものとは桁けた違ちがいの威い力りよくだった。

（こ、こんなのと）

　高速でぶん回された視界を、

（見通しの良い、空の上で、やり合うとか）

　ようやく止め得た彼は、少女の掲げた杖の先に、新たな物体を発見する。

（自殺行こう、為い……）

　渦巻文に乗って軽々と浮かぶ、大型バスだった。

　カナエが回っている間に路面から巻き上げたらしいそれが、少女のフードで強く瞬またたいた『半閉じの目』の力で、捻ね子じ一本、ボルト一つまでバラバラに分解される。

「少し、大人おとなしくしてて」

　少女は言って、杖つえをカナエに差し向けた。

　応じて、浮ふ遊ゆうしていた無数の部品が、渦うず巻まく鉄の吹雪ふぶきとなって殺さつ到とうする。

　これを、今までと同じく前方に突とつ破ぱしようとしたカナエは、

（──っ、違う!!）

　全く唐とう突とつに湧わいた危き機き感かん、

　既すんでの道が前方そつちにない、と察さつ知ちし、

　十じゆう字じ印いんを強く、己おのが頭上に打っていた。

　まさに間かん髪はつの僅きん差さ、

　ガンッ！

　と十字印が打たれ、カナエが急きゆう降こう下かした直後、躱かわされた鉄の吹雪の流れは──未いまだ杖の先に残っていた渦巻文もんの逆回転に応じ──頭ず上じようで再び、組み上がる。

　ガシーン！

　と小こ気き味みよい音を立てて瞬しゆん時じに再構こう成せいされたバスに満ちる『半閉じの目』の呪じゆ力りよく、その堅けん固ごさが、カナエの全身を粟あわ立だたせた。

（檻おり、だったのか）

　今までの行動から割り出された対策、自分を閉じ込めるための罠わなだったことに後から気付いて、冷ひや汗あせがどっと溢あふれ出す。そして、それを拭ぬぐうことで、気付かされる。

（まずい）

　カナエは、いつの間にか、肩で息をしていた。

　一方の『ハインの手先』はといえば、

「むー」

　せっかく仕掛けた罠を、あっさり（と彼女には見えた）躱されたことに頰ほおを膨ふくらませ、組み上がったバスを用済みの玩具おもちやのように、ポイと放り捨てている。渦巻文の拘こう束そくを解かれたバスは重力に任せて落らつ下か、路面でひしゃげ、転がった。

（時間稼かせぎも、限界か）

　なんとか距離を取ったカナエは、そんな少女の様よう子すに、彼ひ我がの実力差を思い知る。反はん撃げきに転じる、などという傲ごう慢まんではなく、せめて一いつ矢し報むくいる方策を探して下方、スクラップとなったバスから、すぐ側そばで蹲うずくまる死像トランジへと視線を移した。加えて往おう生じよう際ぎわ悪く、息を整える。

　力の総量も、

　技の熟じゆく練れん度ども、

　手て札ふだの持ち数も、

　比べようのない格差があった。

　それでもなお、上方に浮ふ遊ゆうする『ハインの手先』を見上げ、

（そよぎさんに、こっちにも必ひつ殺さつ技わざとかないのか、聞いとけば良かった）

　やはり往おう生じよう際ぎわ悪く、思う。

　そのとき、ふと、経験と発はつ想そうが結びつく。

　必殺技。

（こっちもできるかな……）

　自分の力。

（たしか、バッテンを使い始めたときに……）

　相手の手て札ふだ。

（まあ、あの子みたく細かい芸げい当とうは、流石さすがに無む理りだけど……）

　周囲への警けい戒かいは絶やさず、身み構がまえるポーズの陰で、

　こっそりと、やってみる。

　時間がないので、手早く。

　上手うまくいかない、もう一度。

　やっぱり難しい、もう一度。

　次は結けつ構こう、上手くいっている。

　失敗、また次、失敗、また次。

　そうか、放り出さずに続ければ──なるほど、こうやって繫つなげれば。

　コツが摑つかめてきたような気がする──まだ荒いけど、不ふ意い打うち程度なら。

　そろそろ目め処どをつけないと、不味まずい。

（あの子が──）

　来た。

　カナエが密ひそかに試行錯さく誤ごする、一分もない対たい峙じに焦じれた『ハインの手先』が、飛んで来る。周りに数十もの渦うず巻まき文もんを引き連れた、一団の混こん沌とんとなって。

（巻き込まれたら、またぶっ飛ばされる）

　何度となく渦に引き摺ずり回されて、いい加か減げんヨレヨレである。どこがゴールとも知れない時間稼かせぎを限界まで粘るつもりだったが、その限界が、もうすぐそこに迫っていた。

（せめて、これを成功させてやろう）

　どうせ手を抜いて戦える相手でもないのだから、最後まで全力を振り絞しぼって一いつ矢し報むくいる他に道はない。そうと決まれば、慌あわてる暇ひまも焦あせる意味もない……集中あるのみだった。

（どうにも、負け惜しみ臭くさいな）

　クスリと笑って、カナエは飛んでくる一団の混沌を待ち受ける。

　まずは、少女を取り巻く渦巻文を引き剝はがさないと、どうしようもない。

（こんがらがらないように、こんがらがらないように）

　逆効果っぽい文もん句くを念ねんじながら、カナエは二つの作業を同時並へい行こうで行う。

「っりゃ！」

　両手の指を前に向け、十じゆう字じ印いんを遠えん隔かく操そう作さで打つ──が、いつもの痛快な音は鳴らない。少女を取り巻く渦うず巻まき文もんが、放たれた傍そばから相そう殺さいして、その効果発現を阻そ害がいしているのだった。

「今度こそ、は！」

　めげずに気合いを入れ直すと、カナエは次に拳こぶしを振りかぶって、撃うち放つ。先よりは集中させた力が十字印となって、渦巻文の表面に打たれるが、またすぐに搔かき消される。

「っりゃりゃりゃりゃ!!」

　カナエは少女の正面から逃げず、空中に立ち止まったまま、立て続けに両の拳を振るい続けた。次々と十字印が打たれて、少しずつ渦巻文の防ぼう御ぎよを引き剝はがしてゆく。

「──っ、こん、の──っ!!」

　渾こん身しんにして最後の一いち撃げきが、少女を取り巻く渦巻文を全て、遂ついに搔かき消した──が、その時点で少女は、息を切らし頽くずおれつつあるカナエの至し近きんにまで迫っていた。

「これで終わり」

　もちろん少女は、彼の万ばん策さく尽きた瞬しゆん間かんをこそ、攻こう撃げきの時じ機きと想そう定ていしている。それを正確に計算していたからこそ、彼女は追加の渦巻文を発生させていなかったのである。

　カナエに向けて、杖つえの先に発生させた強力な渦巻文が撃ち放たれる、

　寸前、




　ゴンッ！




　と少女の脳のう天てん、フードの上から、なにかが命めい中ちゆうした。

「──っ!?」

　杖はあらぬ方向を指し、攻撃が外れる。

　涙なみだ目めの端はしに少女が見た物、役割を終え落ちていくそれは──拳大だいのアスファルト片。

　少女が下からバスを巻き上げたのを見たカナエは、自分も少し前の落らつ下か中ちゆう、遠い地面に十字印を打ったことを思い出し、それを模も倣ほうせんと、先から密ひそかに路面のアスファルト片を跳ね上げ、空中でピンボールのように操あやつる練習を行っていたのである。

　そして今こそ、

「はああああああっ!!」

　隙すきと見たカナエは乾けん坤こん一いつ擲てき、残った力を振り絞しぼった十字印を、少女へとぶつける。

　その、残った力を振り絞った十字印は、少女の杖の一振りで呆気あつけなく消し飛んだ。

「あれっ」

　カナエは間抜けな声をあげて、自分の作さく戦せんの結果を受け取る。ただ闇やみ雲くもに突っかかるよりは数秒、長く時間を稼かせぐことができた。それは間違いなく事実だった。が、しかし、この小成功は同時に、時間稼かせぎの完全な終わりをも齎もたらすこととなった。

　要するに──『ハインの手先』たる少女を、本ほん気きで怒らせた。

「うう～！」

　涙なみだ目めで脳のう天てんを押さえた少女は、その傍かたわら、手にある大きな杖つえを、指先だけで器き用ようにクルリと回す。一回転、二回転、三回転、どんどん回り、回る度たびに呪じゆ力りよくが溜たまってゆく。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]の」

　カナエには、少女がなにを言っているのか、分からなかった。

　分からなかったが、なにをしようとしているのかは、ハッキリ分かった。

　回る杖の軌き道どうに発生させた、これまでで最大級の渦うず巻まき文もんを、ぶつけようとしている。

　慌あわてるカナエに向けた、

「え、ちょっ──」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]の馬ば鹿か──!!」

　全く不当な非難が、真昼の空に響ひびき渡った。
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　開いた扉とびらの向こうから、

「わっ、とっ、歩き難にくっ！　制せい服ふくとか着てこなきゃよかった」

　まず、聞こえてきたのは、文もん句く。

「うーむ。傍ぼう観かんしてなきゃいけないのに、私ってば、なんで初しよっ端ぱなから当事者になっちゃってんだろ。幾いくら『半開きの目』が覚かく醒せいしたっていっても、これは立場的に不味まずいような」

　聞き覚えのある声による、文句。

　次に、薄い粉ふん塵じんの奥に見えたのは、姿すがた。

「だいたい、私の都つ合ごうだけで一方的にお別れしちゃったのに、今さらどんな顔して会って、なんて言えばいいのか……タズサ、やっぱ怒ってるかなー、怒ってるだろうなー」

　見覚えのある、学がく院いんの制せい服ふくを着た、姿。

　そして、呟つぶやきを漏もらし、見回しながら、歩いてくる。

「でも……タズサは私のことを友達、って思ってくれたんだから、これくらいは、ね……」

　あの日去った、もう会えないと思っていた──友達が。

　その人に呼びかけたくて、喉のどが熱くなる。

　しかし、その簡単なことができなかった。

　名前を、知らなかったから。

　あの日、つい尋たずねてしまったのは、名前。

　知らない、別れた理由を、呼びかけたい。

　すぐそこにいるのに、頭がグチャグチャになって、心に溢あふれるものが多過ぎて。

　結果、山やま辺のべ手梓たずさは、

「うわあああああああああああああ──ん!!」

　大声で泣いていた。

　その友達、おっかなびっくり死像トランジの上に現れた『星せい平へい線せんのそよぎ』は、

「ぅひょわっ!?」

　いきなりの声に、ギョッとなって飛び上がる。しばらくジタバタしてから、ようやく会いに来た友達の居い場ば所しよに気付いて、散らばる部品を蹴け散ちらしながら駆かけ寄ってきた。

「タズサ、そこにいるの!?」

「うわああああああああん」

　そこにいる友達は、粉塵と思い出の生んだ幻まぼろしとして、消えなかった。

　間違いなく、もう一度会えた、本物の友達。

　そのことが嬉うれしくて、手梓は、また泣いた。

　そよぎは、そんな友達の、機き械かいに囚とらわれた姿を見出して、

「大だい丈じよう夫ぶ!?　じゃ、ないんだっけ」

「うわああああああああん」

　また、格好かつこ良くて泣き虫の少女を宥なだめる方法は分からず、

「え、えーと、えーと」

　やがて、どう接すればいいのか迷っていたこと、なんといえばいいのか困っていたこと、グダグダ考えていた全てを忘れ……単純な想おもいの発はつ露ろとして、その頭をぎゅっと抱きしめる。

「もう大だい丈じよう夫ぶ」

「ぁ……、……」

　声を失ってもぽろぽろと涙を零こぼし続ける手梓たずさに、そよぎは優しく頰ほおを寄せた。

「ごめん、いきなりお別れしちゃって。なんというか、その……色々と訳わけありでさ」

　済まなさから、言いい訳わけの口数も多くなる。

「本当は必要最低限の情報を得たら、すぐに消えなきゃいけなかったんだけど、お話するのが楽しくって、つい長居しちゃったんだ。そのせいで、キミをこんなことに巻き込んじゃったみたい……本当に、ごめん」

「私、だって……私のことばっかり話して、私の満足に付き合わせて……でも、本当の私に接してくれる人といるのが、すごく、すごく、楽しくって……そのせいで、こんなことになっちゃって……ごめんなさい」

　手梓の吐と露ろも、感情のまま溢あふれ出ていた。

　そよぎは、謝られる筋すじ合あいのない友達に、困った風ふうに言う。

「今までさ……ずっと、あんな感じだったんだ」

「えっ？」

「情報収しゆう集しゆうのために話しては別れて、何年かして次の人と話しては別れて……その繰り返しに慣れきっちゃって、相手の気持ちなんて、考えることもしなくなってた。まさかタズサが、その……私なんかを、友達と思ってくれるなんて、ね」

　その悔かい悟ごの言葉に、

「……嬉うれしかった、って……」

　手梓が小さく返し、

「えっ？」

　今度はそよぎが、友達の声を待った。

　そうして手梓は、ずっと胸に温めていた言葉を、温めてくれた友達に贈る。

「楽しかっただけじゃない。とっても、嬉しかった……私、それをずっと、言いたかった」

「……うん」

　胸に染しみてゆく、その温かさを感じて、そよぎも頷うなずいた。

「私も、そうだよ。タズサが私のことを友達って思ってくれたのを知って、そう思った。だから、ごめん……じゃなくて、ありがとう、かな」

「うん」

　手梓は想おもいを込めた頷きで返し、そよぎも頰を離して面と向き合い──ようやく、二人は笑えみを交わした。そんな、少しだけ照れ臭くさい雰ふん囲い気きの中、

「あっ──」

　手梓たずさは、自分の両肩を摑つかむそよぎの、差し出された袖そでに目を留める。

　なにかを口にしかけた、そのとき、

　ガンッ！

　と快音を立てる十じゆう字じ印いんで衝しよう撃げきを殺して、二人の背後にカナエが降ってきた。

　単なる落らつ下かではない、特大の渦うず巻まき文もんをぶち当てられ、空中を縦たてに螺ら旋せん回転させられた挙あげ句くの衝しよう突とつである。残ざん余よの力をかき集めた十字印では衝撃を殺し切れず、

「ぅぐあっ!?」

　とくぐもった悲鳴が上がる。それでも散らばる部品の中から、無む理り矢や理り引き摺ずり上げるように身を起こした彼は、その傍かたわらに二人を見つけた。

「あっ……先せん輩ぱい、そよぎさん」

　衝撃の余よ韻いんか、ややぼけた顔の彼は、まず謝る。

「ごめん、あんまり時間、稼かせげなかった」

「いいよ。もう後は──」

　答えるそよぎは彼を見ず、手梓の胸を凝ぎよう視ししていた。

　正確には、手梓の胸で明めい滅めつ・旋せん回かいしている渦巻文を。

「それ、さっきも消してみたけど、先輩は引き摺り出せなかったんだ」

　カナエの説明にも、やはり顔を向けず、

「ふむふむ」

　と顎あごに手をやる。

「はっはあ、これって『半閉じ』の呪じゆ力りよくで、都つ合ごうの悪いことに目を瞑つむらせて、ムリヤリ渦巻文を回したね？　手始めにしても随ずい分ぶん強ごう引いんだなあ。これじゃ──」

　言い切る前に、

「そよぎさん！」

　ハッと気付いたカナエが叫んで、二人を大だいの字じに庇かばった。その全身を象かたどるサイズでの十字印を前に張ったが、それも小さな渦巻文が数個、立て続けに当たっただけで消し飛んだ。

　膝ひざも笑って、吐と息いきも荒い、しかしなお立ち向かうカナエの正面、

「来た……！」

　いつしか晴れた粉ふん塵じんの彼方かなた、思わぬ至し近きんの空中に、渦巻文を後背に旋せん回かいさせる『ハインの手先』が端たん然ぜんと浮かんでいる。先の一いち撃げきが小こ手て調しらべだったかのように、その周囲には、さらに数十もの小さな渦巻文が、撃うち放たれる時を待っていた。

　もう立っているだけで精せい一いつ杯ぱいというカナエに、

「どいて」

　素そっ気けなく、少女は宣せん告こくする。その中で一いつ瞬しゆん、表情に──彼女にとっては──得え体たいの知れない第三者そよぎがいることに怪け訝げんの色を混ぜ、またすぐ杖つえを差し向けた。

　が、返されたのは、絶望でも反はん抗こうでもない、

「どこうがどくまいが、もう同じだよ」

　あっけらかんと終しゆう幕まくを告げる、そよぎの声。

「えっ？」

　驚き目を向けるカナエにも、彼女は不ふ敵てきに笑って見せる。

「キミが、さっき引き摺ずり出せなかったのは、破は滅めつを目め指ざす執しゆう着ちやくが、タズサの中にあったからだよ。執着本来の対たい象しようである私がここに来たんだから、もう終わり」

「なっ!?」

　思いもよらない核心の解説に、『ハインの手先』がフードの下で驚きよう愕がくの表情を作った。

　慌あわてて一いち撃げきを繰り出そうと杖を振りかぶる彼女、それに備えるカナエにすら見向きもせず、そよぎはダンスに招しよう待たいするように、機き械かいに捕とらわれた手梓たずさへと、掌てのひらを差し出す。

「さあ、泣き虫のお嬢じようさん、お手をどーぞ」

「……ん」

　頰ほおを赤らめつつも、手梓はこれを受けた。

　あっさりと、機械から解放された、掌で。

　同時に、その胸の渦うず巻まき文もんが旋せん回かいを止め、消えた。

　連れて、死像トランジの呻うめきも、機械の駆く動どうも、止まる。

　渦巻文を放つことも忘れて、啞あ然ぜんとなる『ハインの手先』と、

　十じゆう字じ印いんで防ぐ前に事が片付き、ホッと胸を撫なで下ろすカナエ、

　二人を余所よそに、遂ついに再びの手を繫つないだ少女らの内、

「おや？」

　そよぎが、掌の中に、なにかが転がっている、と感じた。

　頓とん着ちやくなく、手梓が手を離した後に残されていた物は──制せい服ふくのボタン。

　カナエが気付いて、手梓の顔を見る。

「あっ、それ」

　昨日きのうの朝、カナエが車道から拾い上げた、落とし物。

　それこそ、

　手梓とカナエを繫げ、

　カナエとそよぎの出会いを呼び、

　手梓を死像トランジへと変えて、世界に危き機きを招き、

　そして救った……小さくも大きな運うん命めいの引き金だった。

「うん」

　頷うなずいた手梓は、そよぎに、それを握らせる。

「ボタン、最後に駆かけ込んだとき、『扉とびら』に引っかけて落としたよ」

「ん？」

　言われて初めて、そよぎは両腕うでを持ち上げ、

「ありゃ、ホントだ」

　右袖そで口ぐちにあるはずの一つが欠けているのを発見した。

　それを見ていたカナエにも、思い当たる節ふしがある。

（引っかかった、って……アレか）

　最初に『扉』を潜くぐるきっかけ、扉から頭を出した一本の釘くぎ、である。

「もしかして……なにもかも、そよぎさんが絡んで始まってんじゃないの？」

　運うん命めいなる不ふ審しん者しやの姿すがたが見えないカナエは、とりあえずその使し者しやを呆あきれ声で糾きゆう弾だんした。

　痛つう恨こんの一いち撃げきに、運命に翻ほん弄ろうされた運命の使者そよぎは言葉に詰まる。

「うぐっ」

「そのいい加か減げんな建て付けのせいで、こっちも先せん輩ぱいを巻き込んで転んだり、摩ま芙ふに誤ご解かいされたり、さんざんな目に遭あわされたんだけど……」

「ショーガナイでしょ！　そういう作業は専門外で不慣れなんだから！」

　例によっての逆ギレをスルーしたカナエは、

「……ねえ」

　初めての行為に失敗し、空中で途と方ほうに暮れている少女に、声をかけた。

「もう君も、止めなよ」

「う、う～」

　言われた『ハインの手先』は、泣きそうな唸うなりを上げて、しかし立ち去ろうとしない。

　山やま辺のべ手梓たずさが破は滅めつへの志し向こうを失い、死像トランジも止まった今、もはや彼女に戦う理由はない。仮に眼前にいる三人を皆殺しにしても（そんなことはできないが）なんの意味もないのである。

　が、そうと分かっていても、彼女の方こそが、訪れるはずだった破滅に執しゆう着ちやくして、逃げることができずにいた。幼おさなさゆえに、初めての戦いにおける引き時が計れずにいるのだった。

　そんな、頑かたくなな少女に、まるで帰る口こう実じつを作ってあげるように、

「んじゃ、勝かつ手てにお開きにさせて貰もらうよ」

　カナエは勢いよく真ま下した、即すなわち機き能のうを停止した死像トランジへと、両掌てのひらを叩たたき付ける。

　応じて、核かくを失いつつも形態を維い持じさせていた十じゆう字じ印いんの力が、解放された。

　崩ほう壊かい、という形で。

　襤褸ぼろ布ぬのの皮ひ膚ふが蒸じよう発はつし、歯車や発条ばねが弾はじけて溶け、テンプやガンギが転がって消え、捻ね子じやシャフトが外れて失うせる。圧あつ倒とう的な容積と密みつ度どを誇っていた巨きよ体たいは、ものの十秒とかからず、歩んだ痕こん跡せきだけを残して、この世から去った。

　世界を破滅に導く運命の獣けもの『死像トランジ』の、まことに呆気あつけない最さい期ごだった。

　その欠片かけらが散り果てる中、

　立ち尽くす『ハインの手先』と向き合っていたカナエは、

《帰っておいで──まず、今は》

　力の抜けた男の声とともに、不ふ吉きつで恐ろしい力が、轟とどろく馬ば蹄ていの音とともに渦うず巻まいたのを感じた。気付けば、宙ちゆうにあった『ハインの手先』の姿すがたも、ない。

「っ!?」

　背せ筋すじに凍り付くほどの寒さを感じたカナエは、どういうわけか、その立ち去った様さまを──連れ去られたと感じ、少女を制止する声さえ、口にしかけた。

「──、……」

　口にしかけて、しかし結局なにも言えなかったのは、制止しようとした相手が、制止する理由が、一いつ切さい分からないからだった。それでも、感じていた。

　分からなくはあっても、知らないわけではない、と。

　そうして、死像トランジの全てが錆さび朽くちて風に混じり、

「……」

「……」

「……」

　三人は、未いまだ人ひと気けのない、あちこちに足あし跡あとやひっくり返った車、倒れた塀へいなどで荒れに荒れた坂道を、呆ぼう然ぜんと見やる。どこか、立ち返った日常の方にこそ、不慣れさを覚えていた。

　最初に口を開いたのは、手梓たずさ。

「名前……ソヨギ、って言うんだ？」

「うん。そよぎ──『星せい平へい線せんのそよぎ』──ミョーな名前だから、名乗り辛づらくってさ」

　そよぎは、もう隠かくしても無意味と思ったのか、苦く笑しようを添えてあっさり名乗った。気付けばその背後、数階上のビル外がい壁へきにあった『扉とびら』が、するりと滑り落ちてきている。

「さて、と。この惨さん状じようが騒ぎになる前に、お互いとっとと退たい散さんしよっか」

　どうにも無責任な言葉が、クルリ回って現れる背中とともに、別れの時を示した。

「あ……っ」

　それを、未いまだ執しゆう着ちやくして呼び止めるべきか、奇き跡せきに感謝して見送るべきか、迷った手梓に、

「タズサ、詳しい話は、また明日ね」

　そよぎは、明るく再会を約して、肩越しに笑いかけた。

「うん、また明日！」

　いつもの場所で、と付け加えるまでもない。満まん面めんの笑えみで、手梓は友達を見送った。その、今では希望の象しよう徴ちようとなった『扉』が閉まるのを見つめながら、素直に礼れいを言う。

「ありがとう、直なお会らい」

「いいってことです」

　胸を張るでもない、いつもと同じく平然と返した（ヘロヘロの）カナエは、

「へえ。キミ、ナーライって名前なんだ？」

　閉まりかけたドアから顔を覗のぞかせたそよぎ、今さらの言葉で、遂ついに膝ひざを突いた。







　その夜、カナエは久しぶりの夢を見た。

　摩ま芙ふの祖そ父ふが、死の床に横たわっている。色んな国の言葉で書かれた本ほん棚だなの中心に置かれたベッドは、まるで死を見せつけるための、わざとらし過ぎる舞台装そう置ちのように思えた。

　カナエは、この夢が好きではなかった。

　摩芙の祖父が嫌きらいなのではない。彼は、とても優しい人だった。対向車の不注意で事故死した息子むすこ夫ふう婦ふの忘れ形がた見みである摩芙を、ついでにカナエたちも、可愛かわいがり育ててくれた。

　好きでないのは、末まつ期ごの様よう子すのせい。

　筆ひつ記きする執しつ事じへと遺ゆい言ごんを連ねる顔に、いつもの優しい微笑ほほえみはなく、無む念ねんと未み練れんだけが溢あふれ返っていた。間に合わなかった、手が届かなかった、と遺言の合あい間ま合間に呻うめいていた。

　その無ぶ様ざまさが、辛つらいのではなかった。

　無念と未練は、摩芙の祖父が、一生をかけても抱え切れないものに全力で挑いどんでいた証あかしでもあったはずだから。ただ彼は、カナエにとって許せないことを一つ、やってしまった。

　摩芙に、呪のろいを、かけていったのだ。

　具体的な内容は分からない。摩芙の祖父は、筆記させず、摩芙を枕まくら元もとに呼んで、小さく短く、何事かを耳打ちした。そのとき気付いたのは、摩芙の顔が戸と惑まどい曇ったことだけ。

　しかし、カナエにはハッキリ分かった。

　あの遺言は、摩芙をどこか恐ろしい場所に繫つなぎ止める鎖くさりだ、と。その勘かんは、当たっていた。以い降こう、執事の存ぞん命めい中ちゆう、摩芙は何らかの『学習』を受け、同じ顔を見せるようになった。

　だからカナエは、心密ひそかに誓ちかっていた。

　いつか必ず、あの呪いから摩芙を解き放つ、と。方法なんか分からなかった。それでも、摩芙が見せる、仄ほの昏ぐらい表情で佇たたずむ姿すがたと逆を行けば良い、ということだけは──分かった。

　そこから、

　光こう景けいが、巡る。

　執事も既すでに亡なく、実家へと帰るのも年に二、三回あるなしの寮りよう住ずまいとなった今でも、摩芙は時とき折おり、同じ顔を見せている。どうやら本人は隠かくしているつもり、らしいのだが、

（お見通し、だよ──）

　思いながら、カナエは寮の自室、二段ベッドの上段で、目を覚ました。

「──ん？」

　下段からゴゴゴと響ひびく里り久くの大いびき（彼の数少ない短所である）の妨ぼう害がいを受けつつ、久しぶりの夢を反はん芻すうした顔が、寝ぼけの緩さに、ほろ苦にがさを混ぜる。

（呪のろい……呪じゆ力りよく、ね……昨日きのう、同じような言葉を何度も聞いたせい、かな）

　半閉じの眼前へと翳かざした指先に、灯ともし火びのように十じゆう字じ印いんが点ともり、すぐ消えた。やはり『星せい平へい線せんのそよぎ』が齎もたらした信じ難い出来事の方は、夢ではないらしい。

（まあ、あの程度はできなくちゃ、ね）

　気負うでもなく流す思いに──ふと、もう一人の姿すがたが、引っかかる。

（そういや、あの子……『なんとかの手先』も……『半閉じの目』に魅み入いられてる、って、そよぎさんは言ってたっけ……うちの制せい服ふくを着てた、ような……？）

　何度となく見聞きしたはずの顔も声も思い出せない、不ふ思し議ぎな少女を思う彼の目を、薄くも鋭い陽よう光こうが刺した。思わず目を細めてから、半開きにする。

　滅び損ねた世界に、新しい朝が来ていた。













　　　エピローグ







　荒れ狂う海上に浮かぶ阿あ呆ほう船せん、その後部甲かん板ぱんの舞台前に、二人の『ハインの手先』……連れ帰ったアルベドと、連れ帰られた一いち条じよう摩ま芙ふが並び立っていた。

　舞台上、宝ほう石せきを散りばめた黄おう金ごんと天鵞絨びろうどの椅い子すに鎮ちん座ざする透とう明めいの骸がい骨こつ──『友たるハイン』は、頰ほお杖づえを突いた顎あごを微かすかに上げることで、『手先』らを促うながす。

　アルベドに首を向けられると、摩芙は深く被かぶったフードの下で頷うなずき返し、杖を重たげに、宙ちゆうへと差し出した。その先せん端たんに渦うず巻まき文もんが浮かび上がり、旋せん回かいを始める。

　最初は目で追えたそれが、徐じよ々じよに加か速そくする。やがて回転軸じくも不安定となり、ふらつく丸まる鋸のこのような危うさ……即すなわち、揺らし惑まどわす混こん沌とんの様よう相そうを呈ていし始めて幾いく秒びよう、

　突然と、金きん属ぞくの洪こう水ずいを吐き出した。

　その一いつ滴てき一滴が、錆さび朽くち消えていったはずの、クレンペルや死像トランジの部品だった。

　膨ぼう大だいな量のそれらは、溢あふれかえる側そばから、舞台上のハインが背にする黒くろ幕まく、銀ぎん糸しで刺し繡しゆうされた『半閉じの目』へと吸い込まれてゆく。荒海の波音すら消し去るような、けたたましい金属の擦さつ過か音おんは、一分以上も続いて、ようやく収まった。

　洪こう水ずいに揉もまれても微び動どうだにせず、傷の一つも見えないハインが、今度は微かすかに顎あごを下げた。

　アルベドが受けて、声こわ音ねなき主あるじの言葉を代だい弁べんする。

「仰おおせられている──初しよ手てとしては、上じよう首しゆ尾び也なり──」

「ありがとうございます、ハイン様」

　摩ま芙ふは身を屈かがめるように頷うなずくと、フラフラ空回りするだけとなっていた渦うず巻まき文もんを消した。杖つえを抱え直しながら、強く宣せん言げんする。

「次は、もっと上手うまくやります」

「この起き動どうに導かれ、有う象ぞう無む象ぞうも山と湧わいて出るぞ。そやつらの起こす、どんな些さ末まつな事じ象しようをも、我ら『ハインの手先』が破は滅めつへと繫つなげて見せよう。狩かりに励み、あわよくば──」

　愉ゆ快かいそうな声を上げて、アルベドが頭ず蓋がい骨こつをカラリカラリと傾けた。

　鎮ちん座ざするハインも、キャラリと音を立てて、頷く。

　それが、昨日きのう。

（次……でも、次は、知らない人がいいな……）

　思って、放ほう課か後ごの坂を寮りようへと下る摩芙に、直なお会らいカナエが言う。

「病院に電話したら、明日あしたの午後まで予約はいっぱいだから、明後日あさつて以い降こうにしてくれって」

（まだ言ってる）

　一昨日おとといに倒れた摩芙の、診しん察さつについての話である。摩芙のこととなると、普段は淡たん泊ぱくなカナエが、実にしつこい。当人が幾いくら大だい丈じよう夫ぶだと言っても、頑がんとして聞かないのだった。

　桧ひの原はら里り久くが、閉へい口こうする摩芙を代弁してくれる。

「今日きようはおまえの方が忙いそがしかっただろうに、過か保ほ護ごもそこまで行くと美び徳とくかも知れないな」

「自分の面めん倒どう事ごとなら別にいいよ。関わりがあるのは本当なんだから……摩芙、足あし下もと」

　誉められて満まん更ざらでもなさげなカナエは、歩道の敷しき石いしに段だん差さができていることを注意した。

「うん」

　摩芙は頷いて、殆ほとんど剝はがれそうなまでに盛り上がった敷石を、ピョンと乗り越える。

　車道のアスファルトまではみ出している段差は、遠くから見ると大きな円形の凹くぼみとなっている。昨日、多柏たかえ学がく院いん周辺で発生した『謎なぞの大だい規模損そん壊かい事件』の痕こん跡せき、その一つだった。







　見えない『オバケ』騒そう動どう（これだけでも大事件なのだが）の直後、いきなり旧きゆう校舎から坂道にかけて、原因不明の大規模な器き物ぶつ損壊が立て続けに起きた、ということらしい。校舎が倒とう壊かいしたり、車がぺしゃんこになったり、道路の各所が破は損そんしたり、と被ひ害がいは多た岐きに渡るが、犯人の目め星ぼしどころか、原因・経けい緯い・方法とも、一切判はん明めいしていない。

　昼ひる日ひ中なかに起きているが、誰だれも犯行の現場を目もく撃げきしていない。これだけの規模なのに、人的被害が一切ない。そもそも誰だれが、なんの目的で、こんな犯行に及んだのかが分からない。

　怪かい事件としか表現しようのない出来事だったが、それでも分かっていることが一つだけあった。学がく院いんと警けい察さつ関係者をウンザリさせる、その一つとは──とある少年の関かん与よである。

　直なお会らいカナエが、今度はオバケを退たい治じしたらしい。

　その一文を見ただけで、関係者は報告書をゴミ箱に放り込みたくなったのだが、とりあえずそのような証しよう言げんが多数あったことは事実なのだから、調査しなければならない。

　そんなわけで『破は壊かい事件に先立つ騒そう動どうで、オバケを退治したお手て柄がらの少年』は、昨日きのうの夜から今日きようのほとんど丸一日を、現場検けん証しようと事情聴ちよう取しゆに駆かり出されていたのだった。

　とはいえ、誰も札ふだ付つきの『点てん火か済ずみの爆ばく弾だん』と関わりたくないし、当人は破壊を「オバケの親おや玉だまがやりました」と証言するし、虚きよ言げん扱いしようにも人力だと到とう底てい不可能な破壊が現に起きているしで、検証も聴取も突き詰めようがなかった。

　暗あん黙もくの合意が為なされた調査の結論を、身も蓋ふたもなく要約するなら『事を荒立てないようにしよう』ということになる。というより、なった。建物の倒とう壊かいは老ろう朽きゆう化かによるもの、器き物ぶつの損そん壊かいはそれに巻き込まれたため、というのが公式の見解と定められた。

　一方、

　直会カナエは、密ひそかに『オバケ退治者スレイヤー』なるトンチキな称しよう号ごうを生徒らから奉たてまつられ、その輝かしくも騒がしい経けい歴れきに、また一つ、極ごく彩さい色しきの勲くん章しようを加えることとなった。

　そういう、終わった話になった。







　里り久くが、カナエの対応に、率そつ直ちよくな感想を述べる。

「まあ、先せん輩ぱいのことを誰にも言わなかった、ってのは誉ほめるべきだろうな」

　彼にはカナエから「オバケの親玉をやっつけて先輩を助けた」程度の事情を話してあった。退治の現場に居合わせた友人だから、というだけではない。彼が橘たち樹ばな逢あいによる『オバケ騒動』の学院向け報告書の作成（やはり後あと始し末まつは彼女の担当にされてしまった）を手伝うことになっていたためでもある。ちなみに、カナエ本人からの手伝い申もうし出では、丁てい重ちように断られている。

　カナエの方は、友人からの評ひよう価かを無む邪じや気きに喜んだ。

「だろ。先輩、傍はた目めにも舞い上がってるし、余よ計けいな負ふ担たんは……あ、先輩と言えば、摩ま芙ふ」

　言う間に気付いて、なんということもなく尋たずねる。

「今朝けさ、先輩になにを謝ってたの？」

「ん……」

　いきなりの話題転てん換かんに、摩芙は声を詰まらせた。

　今朝方、例によって定時を守って食堂に現れたカナエと里久は、女子寮りようの出入り口付近で、手梓たずさに深々と頭を下げる摩芙を見かけたのだった。そのときは、気付いた摩芙がすぐ駆かけ寄ってきたのと、朝からやたら上じよう機き嫌げんに見えた手梓たずさにも、

「なにが『ごめんなさい』なのか分からないよハハハ」

　と流されたので、カナエも今の今まで、そのことをすっかり忘れていたのだった。

「……」

　摩ま芙ふは、黙だまって答えを探す。まさか本当のこと──一時的にであれ、寮りよう長ちようを酷ひどいことに利用しようとしたから──を言うわけにもいかない。

　知らんぷりを決め込んでいれば済んだものを、わざわざ一晩悩んで、カナエに見つかるような場所まで手梓を探しに行って謝った自分の軽けい率そつさを、少しだけ後こう悔かいする。『半閉じの目』の呪じゆ力りよくが関連性をぼやかしている以上、どんな形であれ正体を察せられることはあり得ないが、油ゆ断だんは禁きん物もつである。なので、

「……秘ひ密みつ」

　摩芙は、答えること自体を拒否した。

　拒否されたカナエの方は、ガーン、と効果音が聞こえそうなほど衝しよう撃げきを受け、全身の力を失う。過か保ほ護ごな兄は、妹の拒きよ絶ぜつに弱かった。

「こっちには分からない、女子寮での話なんだろう。あまり気にするな」

　という里り久くのフォローも、耳に入っているのかどうか。

　と、知らんぷりして先を一歩進む摩芙、フラフラと後を追うカナエ、倒れないよう背中を押す里久の前に、今度は工事用フェンスが立ち塞ふさがった。ブロック塀べいが倒れているので、歩道を封ふう鎖さして車道に通り抜けの道が設けてある。

　通路に逸それる傍かたわら、里久が高い位置にある目を宙ちゆうにやって、呆あきれの溜ため息いきを吐いた。

「やれやれ、こんなことをしでかす『オバケの親おや玉だま』とやらをやっつけたのか。先せん輩ぱいのためとはいえ、おまえもよくやる」

「別に先輩が特別ってわけじゃないよ……っていうか、なんで知り合いを助けるのに、いちいち言いい訳わけしなきゃなんないのさ。助けたかったから助けた、でいいだろ」

　心しん外がいとばかり、八つ当たり風ふう味みで口を尖とがらせるカナエを、

「うん、いいと思う」

　頷うなずき、覿てき面めんにニコニコし始めた摩芙を、順に見た里久は、

「まあ……絶ぜつ好こう調ちようで結けつ構こうなことだ」

　その一ひと言ことを零こぼすにとどめた。

　三人が下る坂の終点、昨日きのうは世界に破は滅めつを齎もたらす崩ほう壊かい点てんだった学生寮りよう［黄こう葉よう館かん］は、今日きようという日には、なんの変へん哲てつもない帰るべき家として、彼らを迎えていた。







　何処いずことも知れない『星』の上で、

「ン～、フフ～♪」

　波は紋もんを派は手でにばらまきながら、ワンピース姿すがたの『星せい平へい線せんのそよぎ』が踊っていた。

　その傍かたわら、宙ちゆうに浮かぶ球たまには時計盤ばんが映って、待ち合わせ時じ刻こくの近いことを報しらせている。

「おっ話、お話～、タ～ズサとおっ話～♪」

　やがて、三十秒前になったことを目に留めると、

「もう動き出しちゃったから～、『星』で待ち続ける必要も～なしっ♪」

　ステップを踏み、大きな波紋の中心で爪つま先さき立だちになった。

「ナーライ・カナエを見つけたから～♪」

　さらに、その姿勢で器き用ようにクルクル回り出し、

「情報収しゆう集しゆうするだけの雌し伏ふくの日々も終わって～、外出も～自由っ♪」

　最後に、ビシッ、と誰だれに向かってか指を差して止まる。いつの間にか、ワンピースが多柏たかえ学がく院いんの制せい服ふくに替わっていた。袖そでにもちゃんと、千ち切ぎれたボタンが付け直されている。

「うん、やっぱタズサに会うには、こうじゃなくっちゃねー」

　がっしと腰に両手を添え、大きな胸を張った。

　その前に忽こつ然ぜんと、真まっ白しろい木の扉とびらが浮かんで、待ち合わせ場所への道を作っている。

「私の方は、なにから話そっかなー。そうだ、まず『星平線』を漢字でどう書くか──」

　言いつつ、ぴょい、と軽く楽しげに弾はずんで、そよぎは『扉』を潜くぐっていった。

　最後に踏んだ一歩の波紋が、なにもない星平線の彼方かなたに渡ってゆく。

　以前より、ほんの少しだけ『星』の色は、深くなっていた。

　まるで、レンズの焦しよう点てんを合わせてゆくかのように、

　まるで、茫ぼう漠ばくから見出されるかのように。
















　それは、始まりの、春──

　未いまだ、破は滅めつの絡から繰くりは鈍く、

　星の象かたどりは模も糊ことして、

　いずれもが遠かった。










　　　あとがき




　はじめての方、はじめまして。

　久しぶりの方、お久しぶりです。

　高たか橋はし弥や七しち郎ろうです。

　また皆様のお目にかかることができました。ありがたいことです。







　さて本作は、痛つう快かいアクション娯ご楽らく小説です。新作です。初しよ心しんに返って、じっくりひっそり、頑がん張ばります。なにとぞ宜よろしくお願いいたします。

　テーマは、描びよう写しや的には「運命の力」、内容的には「おこり」です。突とつ飛ぴな言げん動どうの少年と、内うち気きで秘ひ密みつのある少女が、狭い範囲で暴あばれ回ります。

　いとうのいぢさんからは、引き続きイラストを頂いただくことと相あい成なりました。摩ま芙ふが非常に可愛かわいらしいです。改めて、宜よろしくお願いいたします。

　三み木き一かず馬ま氏しには、今回も担たん当とう編集として相談に乗って頂きました。的てき確かくな助じよ言げんと提てい案あんに感謝いたします。改めて、宜しくお願いいたします。







　県・地名五十音順に、大おお分いたのＴ島さん、神か奈な川がわのＳ井さん、Ｈ生會さん、熊くま本もとのＮ野さん、埼さい玉たまのＳ木さん、Ｓ口さん、台たい湾わんのＫ尚さん、東とう京きようのＭ川様、北ほつ海かい道どうのＳ藤さん、住所不ふ明めいのＹ田さん、この場を借りて、前作『灼しやく眼がんのシャナ』完結後ごに頂いたお手紙への御お礼れいを申し上げます。どうもありがとうございます。







　それでは、今回はこの辺りで。

　この本を手に取ってくれた読者の皆様に、無む上じようの感謝を、変わらず。

　また皆様のお目にかかれる日がありますように。











二〇一四年五月　　　高橋弥七郎
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高たか橋はし弥や七しち郎ろう

今や名ばかり大阪人。やっと出ました。宜しくお願いいたします。こういう場に書くネタがありません。

まどろみから覚める作者
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イラスト／いとうのいぢ

ついに新作スタートです！　シャナに引き続き、高橋さんともう一度タッグを組ませてもらうことになり光栄に思います。期待に添えるよう頑張ります！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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